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略語一覧 

略語 西・英文名称 和文 

AECID Agencia Española de Cooperación 
Internacional para el Desarrollo 

スペイン国際開発協力機構 

CORPOSANA Corporación de Obras Sanitarias 衛生事業公社 

DAPSAN  Dirección de Agua Potable y Saneamiento  公共事業通信省水・衛生局 

DIGESA Dirección General de Salud Ambiental 厚生労働省環境衛生総局 

EBITDA Earnings before interest, taxes, depreciation, 
and amortization 

金利・税金・償却前利益 

ERSSAN Ente Regulador de Servicios Sanitarios  衛生事業管理規制院 

ESSAP Empresa de Servicios Sanitarios del 
Paraguay 

パラグアイ衛生サービス会社 

GPS Global Positioning System 全地球測位システム 

Gs.  Unidad Monetaria Guaraní  グアラニー通貨 

IDB Inter-American Development Bank 米州開発銀行 

JCC Joint Coordinating Committee 合同調整委員会 

JICA  Japan International Cooperation Agency  独立行政法人国際協力機構 

MDGs Millennium Development Goals  ミレニアム開発目標 

MOPC Ministerio de Obras Públicas  公共事業通信省 

MOU Memorandum of Understanding 了解覚書 

OJT On-the-job training 職場での実務を通じて行う従業員の教育訓練 

PAHO Pan American Health Organization 米州保健機関 

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・マトリックス 

PMSAS Proyecto de Modernización del Sector Agua 
y Saneamiento 

水衛生セクター近代化プロジェクト 

S.A.  Sociedad Anónima  株式会社 

SCADA Supervisory Control And Data Acquisition コンピュータによるシステム監視とプロセス

制御 

SEAM Secretaría del Ambiente 環境庁 

SENASA Servicio Nacional de Saneamiento 
Ambiental 

厚生労働省国家環境衛生事業局 

STP  Secretaría Técnica de Planificación  大統領府技術企画庁 

SWOT Strength, weaknesses, opportunities, threats スウォット分析：事業や製品の強み、弱み、機

会、脅威の判定 

UMEP Unidad de Monitoreo de Empresas Públicas 大蔵省公社監視ユニット 
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中間レビュー調査結果要約表 

１．案件の概要 

国名：パラグアイ国 案件名：パラグアイ国配水網管理技術強化プロジェクト

分野：上水道 援助形態：技術強力プロジェクト 

所轄部署：地球環境部 協力金額（評価時点）：102.46 百万円 

協力期間 2011 年 3 月〜2014 年 2 月（36 ヶ月）

先方関係機関： 
・ 主管官庁：公共事業・通信省（MOPC） 
・ 実施機関：パラグアイ衛生サービス会社（ESSAP）

日本側協力機関： 
・ 厚生労働省 
・ 倉敷市 
・ 浜松市 
・ 株式会社協和コンサルタンツ 
・ 中央開発株式会社 

他の関連協力： 
・ 有償資金協力「アスンシオン上水道整備事業」（1995〜2002 年） 
・ 無償資金協力「貧困農村地域地下飲料水開発計画」（2009〜2012 年） 
・ 無償資金協力「コンセプシオン市及びピラール市給水システム改善計画」（2011〜2014 年） 
・ 個別専門家派遣「エステ都市圏上下水道システム整備専門家派遣」（2010 年） 
・ 個別専門家派遣「無収水対策専門家派遣」（2010 年） 

１−１ 協力の背景と概要 
パラグアイ国（以下、パラグアイ）は、貧困･格差削減計画（ENRED、2004 年）において、2015 年ま

でに全国の上水道普及率を 80.5％に引き上げるという目標を打ち出しているが、上水道普及率は全人口の
51.8％（衛生事業管理規制院 ERSSAN、2008 年）に留まっている。パラグアイの人口 1 万人以上の都市
部では、パラグアイ衛生サービス会社（ESSAP）が上下水道の整備・運営・維持管理を担っているが、そ
の施設の大部分は ESSAP の前身である旧上下水道公社（CORPOSANA）時代に整備されており、その後
計画的な管の更新が行われてこなかったこともあり老朽化が著しい。 
アスンシオン首都圏においては、1993 年の上水道普及率は 63％と非常に低い水準にあったが、1995 年

～1999 年に実施された円借款「アスンシオン上水道整備事業（借款承諾額/実行額：約 61 億円/約 55 億円）」
により、浄水施設、送水施設（送水ポンプ、送水管）、市内の一部における配水施設（高架水槽、配水池、
配水管網 94km）の新設が行われた結果、首都圏の上水道普及率は 2005 年時点で 80％に改善した。 
一方で、無収水率は計画されていたほどに改善されておらず、2008 年時点で 48％に達していることが

判明した。その一因として、円借款事業の後にパラグアイ側が独自予算で進める予定となっていた 2～3
次配水管の更新が進んでいないことが考えられる。実際首都圏においては、1 日平均 96 箇所で水道管が破
裂しており、莫大な修理費用が発生しているほか、多量の水道水漏出による事業収益の減少、舗装道路の
破損等を引き起こしている。また、配水管網のブロック化が進んでいないため、供給水量・使用水量が把
握できていないほか、首都圏の人口の急増に伴う不法接続等の増加にも対応できていないなど、無収水の
管理に係る体制整備、技術力の向上が急務となっている。 
このような状況を踏まえ、ESSAP は老朽管（主にアスベスト管）の更新も含めた配水ブロックの最適化

及び無収水管理体制の整備を目的とし、上記円借款事業の開発効果の更なる発現に資するため技術協力プ
ロジェクトを要請した。 
これを受けて JICA は 2010 年 11 月に詳細計画策定調査を行い、同年 12 月 23 日に R/D でパラグアイ側

と合意のうえ、翌年 3 月から 2014 年 2 月までの 3 年間の予定でプロジェクトを実施している。 
協力開始からおよそ 1 年半が経過することから、中間レビュー調査を実施した。 
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１−２ 協力内容 
(1) 上位目標 

ESSAP の給水サービスが向上する。 
 

(2) プロジェクト目標 
ESSAP の配水網管理能力が強化される。 
 

(3) 成果 
成果 1：ESSAP 本部が配水網管理の必要性及び手法について理解する。 
成果 2：モデル地区における実地訓練を通じて、ESSAP の無収水管理能力が強化される。 
成果 3：モデル地区における実地訓練を通じて、ESSAP の水圧管理能力が強化される。 
成果 4：ESSAP 本部から地方支局に対して、配水網管理技術が普及される。 
 

(4) 投入（評価時点） 
日本側： 
短期専門家派遣：6 名（27.34MM） 
JICA 直営アドバイザー：2 名（14.61MM） 
供与機材：3,280 万円、携行機材：418 万円 
ローカルコスト負担：776 万円（2012 年 9 月現在） 

相手国側： 
カウンターパート（C/P）配置：6 名 
専門家執務室提供 
ワークショップ、セミナー開催室提供 
供与機材、携行機材保管所提供 
プロジェクト活動費：Gs. 366,487,000（約 6.7 百万円：2012 年 9 月現在試算） 

 

２．評価調査団の概要 

調査者 

担当分野 氏名 所属 

総括 中根 卓 JICA パラグアイ事務所 次長 

無収水対策 讃良 貞信 元 JICA 国際協力専門員 

配水網維持管理 工藤 恭久 元高知市水道局 次長 

計画管理 緒方 隆二 JICA 地球環境部 水資源第一課 

評価分析 羽地 朝新 (株)日本開発サービス 

通訳 高濱 さえ子 (財)日本国際協力センター 

調査期間 2012 年 9 月 29 日〜2012 年 10 月 20 日 評価種類：中間レビュー 

３．評価結果の概要 

３−１ 実績の確認 
(1) プロジェクト目標の達成見込み 

以下より、プロジェクト目標における指標 1 及び 2 に関しては、プロジェクト完了時までに十分達
成の見込みがある。一方、指標 3 に関しては、ESSAP が世界銀行の支援（PMSAS）を得て、本プロ
ジェクト実施中に配水網改善計画の作成に着手する見込みである。 
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（指標 1「技術移転された配水網管理技術が、日々の水道施設のオペレーションへ活用される」）理
論研修や実地訓練（OJT）を通じて指導し、移転された技術のうち、漏水探知機及び音聴棒を用いた
漏水調査、水圧計及びデータロガーを用いた水圧測定、配管施工技術、及び送水管の水理解析技術は
すでに ESSAP の日常的な業務に活かされている。 
（指標 2「ESSAP 本部及び地方支局の技術者及び技師が○○名以上、配水網管理に係る研修を修了す
る」）2011 年 4 月～2011 年 12 月までに実施した理論研修や現場研修は全 28 名、その後、2012 年 8
月までの時点では参加者は 37 名まで達している。中間レビュー時の JCC で承認された PDM Ver.1 で
は 50 名以上と数値の設定がなされた。複数回参加している職員がいる一方で、専門分野によっては
1～2 回の参加にとどまっているケースもあるが、ESSAP 内でこうした理論研修や実践技術を間近に
教えてくれるような経験はこれまでなかったため、非常に大きな関心を呼んでいる。一方、これから
は、ESSAP 本部のスタッフが地方支局に対する技術移転に取り組み、ESSAP 地方支局のテクニシャ
ンやその他スタッフが新たにプロジェクト活動へ参画することが期待されている。 
（指標 3「ESSAP が配水網改善計画作成に着手する」）現在のアスンシオン市内の配水網の状況を抜
本的に改善するためには、ブロック化などの配水網最適化を含む配水網整備が不可欠である。本プロ
ジェクトと並行して、アスンシオン首都圏全域を対象に、水理モデル構築とその結果を踏まえブロッ
ク化の概念的調査が世銀の支援（PMSAS）で実施される予定である。現在、その準備段階として、
同計画策定に携わるコンサルタントを選定するための業務指示書作成作業が ESSAP 無収水部を中心
に実施されており、本プロジェクトの日本人専門家がその作業に対して技術支援を行っている。コン
サルタント選定が完了すると、ESSAP が配水網改善計画作成に着手することになるが、その段階に
おいても、策定されるブロック化計画の技術的妥当性を確保するため、本プロジェクトの日本人専門
家が引き続き ESSAP を支援していくことが、2011 年 12 月 1 日付けで締結された世銀、ESSAP 及び
JICA の 3 者間の覚書の中で合意されている。 
 

(2) 上位目標の達成見込み 
現時点では、外部要因を含めて不確定要素が多数あり、予測は時期尚早である。ESSAP の給水サ

ービスが向上するためには、「ESSAP のサービスエリアにおける配水量及び水圧が適切に管理され」、
「水道契約者数が増加し」、 「顧客満足度が改善する」という条件を達成する必要があり、モデル地
区で予定されている成果がプロジェクト後に他地区へ普及されることによって達成へ導くこととな
る。 
 

(3) 成果の達成度 
技術移転に関しては計画どおり進んでいるものの、習得された技術の応用面では、漏水探知作業に

関して、実務を行うスタッフが ESSAP に任命されていないため、部署内のスタッフの兼務作業によ
って進められている。本プロジェクトの円滑な活動及び持続発展性のために、無収水管理及び水圧管
理チームの任命を含む ESSAP 組織の再編を必要としている。 

ESSAP 負担の一部資材の調達遅れ及びこれら資材の遅れによって進められていない工事は、本プ
ロジェクトのモデル地区での OJT 活動を遅らせているが、2012 年 10 月末には同資材が納入され次第
に当該工事が行われる予定であるため、プロジェクト活動が容易に行える状況であることが確認され
た。 
（成果 1）成果 2 に係る活動によって作成された「無収水管理マニュアル Ver.1」の改訂版及び引き
続き実施されるモデル地区での技術移転を考察した配水網整備のための計画が検討されている。これ
を勘案し、本成果の達成度は 50%以上進んでいるといえる。 
（成果 2）ESSAP 本部のスタッフは無収水削減計画、漏水探査技術、及び無収水削減の評価における
技術を取得しており、その技術普及ができるようになった。現在、一つのモデル地区では無収水の構
成要素の特定とその定量化に着手したところである。今後その他のモデル地区でも同様な活動が進め
られる予定である。「無収水管理マニュアル Ver.1」が完成しており、引き続き実施される OJT を踏ま
えてこれの改訂版が作成され、同改訂版にそって無収水管理計画が立案される予定である。モデル地
区では、習得された技術における OJT が進み、習得された技術は既に日常作業に応用されているが、
無収水部のフィジカルロス課の傘下に漏水探知チームが形成されていないため、主に同課のスタッフ
が兼務で漏水探知作業を実施している。今後、モデル地区において無収水率の減少のための活動が行
われる予定である。 
（成果 3）水圧管理技術の項目はこれまでの理論研修の資料、OJT の成果に含まれており、これらを
まとめて水圧管理技術マニュアルに沿ってモデル地区の水圧管理計画の立案が可能となる予定であ
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る。配水網のゾーニング方法、水圧の基礎、水道用バルブの基礎、配水ネットワークの水理解析、流
量計・水圧計の設置と管理に係る技術移転が進んでおり、日常的な水圧管理業務に必要な技術は習得
されている。全てのモデル地区の給水栓水圧を 24 時間連続測定し、配水管網でどのような水圧変動
が発生しているのか定量的に学ぶトレーニングが実施されており、引き続き水圧管理対象 2 地区の水
圧が適正範囲内で制御される予定である。 
（成果 4）2013 年から開始を予定している技術移転は、無収水部傘下の施工班より、コロネル・オビ
エド、ピラール、コンセプション及びエンカルナシオンの各支局の施工班へ行うことが計画されてい
る。次回 JCC にてプロジェクト PDM の変更が予定されており、本指標の定量化を行う予定であり、
研修を 4 回実施することが検討されている。 
 

３−２ 評価結果の要約 
(1) 妥当性 

以下のとおり、本プロジェクトは、パラグアイ政府の開発計画、開発ニーズ及び日本政府の援助政
策と整合しており妥当性は高い。 
1) 政策面 

パラグアイ政府は、ミレニアム開発目標「2015 年までに、安全な飲料水と衛生施設を継続的に
利用できない人々の割合を半減させる」に積極的に取り組んでおり、安全な飲料水の項目では既
に目標を達成している。上水道普及率は 2000 年の 53%から 2010 年には 75.2%に達し、上質な水
源へのアクセスに関しては、2000 年では国民の 63%であったものが 2010 年には 81%に達した。

MOPC は 2008-2013 年戦略計画を策定し、道路整備、上下水道、エネルギー及びその他セクタ
ーにおける長期計画を導入している。上下水道の分野では 500 百万ドルの投資によって 2013 年
目標として上水道の普及率 80%、下水道の普及率 40%を目指している。これに整合して MOPC
傘下の水・衛生局（DAPSAN）は米州開発銀行の支援により上下水道戦略計画を策定し、上下水
道整備における 2015 年までの投資金額として 733.1 百万ドルを積算している。そのうち上水道に
関し都市部の 87.4 百万ドル、農村部の 25.1 百万ドルが計上されている。 

2000 年 11 月に ERSSAN が上下水道事業の監督機関として設立され、上水道事業に関し、①適
正水圧の管理、②給水サービスの連続性、③断水における即時対応の体制整備、及び④無収水量
の最少化が義務づけられ、その細則は法 2000 年 1614 号によって定められた。 

一方、大蔵省は、公営企業の運営効率及び説明責任の向上を図るために公営企業監視ユニット
（UMEP）を 2008 年 11 月に創設し、ESSAP を含む公営企業に対し、運営に係る評価指標による
監視制度を設けた。UMEP は以下 13 の評価指標によって ESSAP の実績を四半期ごとに評価して
いる。①民間セクターの料金徴収滞納、②公的機関の料金徴収滞納、③料金徴収効率、④流動性
（換金性）、⑤EBITDA（金利・税金・償却前利益）、⑥アスンシオン首都圏の無収水量、⑦人材
効率、⑧水道メータによる正確な水量測定、⑨都市部の上水道普及率、⑩都市部の下水道普及率、
⑪対人口比密度苦情件数、⑫浄水後の水質達成度、及び⑬ビニャス・クエー浄水場配水システム
の水質達成度。 

本プロジェクトは、上記パラグアイ政府の上水道整備の必要性と ESSAP に求められている水
圧の適正管理及び無収水管理の向上に資するものである。 
 

2) 開発ニーズとの合致 
ESSAP は、10,000 人以上の都市に対する上下水道事業を行う政府 100%株主の株式会社であり、

上水道事業の規模としてパラグアイの約 38%及びアスンシオン首都圏では約 57%を占めている。

アスンシオン首都圏では、水道事業において水道インフラの老朽化によって大量の無収水が発
生しており、水道運営に支障をきたしている。首都圏に急激に人口が集中したため、既設の浄水
場や送配水管網に対して、整合性のない増設や延長を繰り返し全体的にバランスの取れていない
送配水管系統と複数の浄水場とポンプ場の連携に苦慮している。 

ESSAP は、高い無収水率に係り経営上の問題として認識し、無収水部を新たに設置し、計画部
門、配管工事部門との統合も視野に入れた組織改編を進めているところであるが ESSAP では体
系的な無収水対策を実施した経験がなかった。また、水道料金の徴収方法として、水道メータが
ない、あるいは誤作動している例が多く、過去の使用量を参考に、または、地域の平均値を参考
に請求している。 
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本プロジェクトは上記の開発ニーズに係り当該技術の移転を行い、ESSAP のキャパシティ・デ
ィベロップメントに資するものである。 
 

3) 日本の援助政策との整合性 
日本の対パラグアイ国別援助方針では、電力・運輸・水道分野をはじめとする経済・社会イン

フラの整備状況が不十分であるため、これらの脆弱性を克服することが当国における格差無き持
続的経済・社会開発を進める上で不可欠であるとしている。 

また、アスンシオン首都圏及び地方都市の「水供給」の現状改善を優先的に図り、当該分野の
監督官庁である MOPC-DAPSAN の組織強化、行政能力の向上を図りつつ、ESSAP などの都市部
で水・衛生関連サービスを提供する機関の管理職・技術者の人材育成・能力開発の視点も盛り込
み、成果の持続性、自立発展性を重視した協力を進めていくとしている。 

JICA 国別分析ペーパー（2011 年 9 月）では、パラグアイにおける開発課題別の分析を実施し
ており、水資源に関し「上下水道整備に関する中長期的な政策・投資計画の不在や関連法の整備
の遅れに加え、水道事業に関係する各機関の機能が明確でないため、上下水道施設の整備が遅れ、
都市部・農村部の安全な水へのアクセス率、農村部の適切な衛生施設普及率は域内各国の平均を
大きく下回っている」と把握している。 

更に、アスンシオン首都圏に限っては、一定の給水普及率に達成しているが、一方で高い無収
水率という課題を抱えており、正確なデータの把握も含め、無収水対策が急務となっている。ま
た、水道行政が計画的ではなかったため、現在、パラグアイには様々な形態の給水機関が乱立し
ている。そのため、上下水道施設整備を行うためには、これら既存の給水業者との調整コストが
高くつく状況になっており、計画的な上下水道整備を進める上での阻害要因となっていると分析
している。 

上記より、本プロジェクトは、パラグアイ政府の開発計画、開発ニーズ及び日本政府の援助政
策と整合しており妥当性は高い。 
 

(2) 有効性 
本プロジェクトでは一部の発現効果が認められているが、ESSAP 側のプロジェクトチーム任命が

実施されることによって有効性がさらに高くなると思われる。 
上記「成果の達成度」で述べたとおり、一部の成果については既に効果を発現しており、その他成

果についても、2012 年以降の計画どおりに活動が進めばプロジェクト目標は達成可能である。 
 

(3) 効率性 
本プロジェクトでは、モデル地区での一部活動が遅れているものの、他のプロジェクト活動は問題

なく進んでいる状況である。モデル地区での活動が 2012 年 11 月頃から開始可能となれば、効率性向
上へ寄与することになる。 
1) アウトプット 

成果 2 の活動 2.2「無収水管理に係る OJT を実施する」に関し、モデル地区における現況調査
の実施と課題の分析は実施されたが、無収水管理チームの結成が完了していない。また、モデル
地区の水理的独立化（小ブロック化）はできているが、流量モニタリング、漏水量の推定と削減
対策、無収水の構成要素の特定に必要な現場活動に支障がでている状態である。 

この問題は、前総裁就任中に ESSAP の組織改編が実施され、無収水部に所属していた現場施
工班が解散されたことによる。現総裁は同チームの 2 班を含んだ ESSAP の組織再編に賛成して
いるが、人事任命に至っていない状態である。 

その他成果に関しては計画どおり活動が実施されており、プロジェクト目標の達成に貢献して
いる。 
 

2) インプット 
成果 3 の活動 3.2「水圧管理に係る OJT を実施する」に関し、ESSAP 負担事項である流量計

測ピットの建設や資機材調達は遅れている。 
この問題は、世界銀行の関連プロジェクトによって供与される予定であった資機材が、同プロ
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ジェクトの進捗が遅れているため発生したものである。現総裁はその解決策として、ESSAP が独
自に調達することを進めているが、資機材の調達は今月末の納期を予定しており、約 10 ヶ月の
遅延をもたらしている。 

その他の投入項目については計画どおり実施されており、プロジェクト目標の達成に貢献して
いる。 

 
(4) インパクト 

本プロジェクトのインパクトに関しては、2012 年以降の活動が計画どおり実施されれば、高くな
ると予想される。また、世界銀行の資金によって計画されている上水道整備事業では、アスンシオン
首都圏の配管網の約 2%を対象とした更新工事がアスンシオン市の中央部で予定されており、本プロ
ジェクトで習得された技術の応用を本地区で行うことが検討されている。 
1) 配水量及び水圧の適切管理 

無収水部の水理解析担当者の技術力は十分なレベルにあり、本プロジェクトのモデル地区で配
水量及び水圧の測定体制が整い、測定結果に基づいて技術的に妥当な改善計画を立案できれば、
可能性が高くなる。 

 
2) 水道契約者数の増加 

本プロジェクト終了後に無収水削減が達成できれば、ESSAP の収支が改善されることに伴い施
設拡張のための投資力が増すと推測する。同施設拡張より水道網も拡張され新規の水道契約者が
増加すると見込まれる。 

 
3) 顧客満足度の改善 

水道メータの設置による正確な水道料金の徴収、水圧の適正化が実現されることによって、顧
客満足度が改善する可能性は高い。 

 
4) 裨益者への経済的影響 

ESSAP は納税者であるため、同収益増による納税増より、国庫への経済効果を寄与することと
なる。 

 
5) その他正負の間接的効果 

無収水削減により水資源の有効利用に寄与する。 
 

(5) 自立発展性 
ESSAP の財務的及び技術的な要素では持続性が高いため、無収水部の組織再編が実施され、その

状況が維持されれば、本プロジェクトによって習得される技術の自立発展性は高いといえる。政策・
制度面の持続性、応用技術の適用性、ESSAP の財務状況には問題なく、今後プロジェクトチームの
任命及び ESSAP の組織再編によって本プロジェクト成果の自立発展性は高くなると予想される。 
1) 協力終了後の政策・制度面の持続性 

DAPSANは上下水道事業における長期投資計画の作成を進めており、更にERSSAN及びUMEP
は ESSAP のサービス効率化を目指しており、協力終了後の政策・制度面の持続可能性は高いと
いえる。 
 

2) 実施機関の体制 
ESSAP の組織体制については総裁の意思決定に誘導される仕組みとなっており、これまでの実

績として、政権交代等によって総裁が 2 回も代わっており、来年予定されている大統領選挙・交
代後には再び交代されることが懸念されている。また、既述のとおり、無収水削減に係る活動を
実施するためには ESSAP 本部の無収水部の漏水探知チームの編成が急務である。 

ESSAP は部署レベルの SWOT 分析に基づいた 2011-2015 年戦略計画を策定しており、主に世
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界銀行の PMSAS プロジェクト資金による ESSAP の 2011-2015 の投資計画が掲げられている。無
収水部の項目では、本プロジェクトによって習得される技術の応用による将来展望が課題として
掲げられており、これを実践することにより、本プロジェクト成果の自立発展性へ寄与するもの
と考えられる。 

世界銀行の支援より、ESSAP では下水道セクターのマスタープランが策定され、アスンシオン
首都圏の生活排水集水網及び簡易処理による放流システムを優先施設として挙げられ、PMSAS
プロジェクトによって建設が進められる予定である。一方、上水道セクターでは、組織の体制が
不十分であるため、配管更新の将来計画、サービスエリアの拡張計画等を考察する当該マスター
プランの策定ができない状況である。本プロジェクト成果の ESSAP 内部の組織的展開のために
は、ベースとなるマスタープランのような計画性を必要とするものであるため、ESSAP 上水道セ
クターに関しても中長期的な計画が必要である。 
 

3) 実施機関の技術 
本プロジェクトの技術移転は、適切な配管施工法、無収水削減方法、配水管網における流量と

水圧の関係、水道メータ調査、配水管網マニュアルの作成等に係る技術が習得され、ESSAP 独自
で応用可能なように実施されており、地方支部への技術普及の可能性も高い。 
 

4) 実施機関の財務状況 
ESSAP の財務状況は 2009 年以降健全である。この状況が維持できれば、自立発展性へ寄与す

るものとなる。 
 
３−３ 効果発現に貢献した要因 
・ 技術移転の内容を事前に検討した上、研修計画を C/P とともに企画し、計画どおりに実施している状

況 
・ ESSAP 内部の兼務体制により、技術移転の対象者を維持した状況 
・ 移転された技術を日々の業務で適用している状況 
 
３−４ 問題点及び問題を惹起した要因 
・ 無収水部の組織変更より、一部モデル地区で予定されている活動の対象者が任命されていない状況 
・ 世界銀行の PMSAS プロジェクトから負担が予定されていた資材及び工事費が、同プロジェクトの遅

れにより実施されていない状況 
 
３−５ 結論 
技術移転に関しては計画どおり進んでいるものの、習得された技術の応用面では、漏水探知作業に関し、

実務を行うスタッフが ESSAP に任命されていないため、部署内のスタッフの兼務作業によって進められ
ている。本プロジェクトの円滑な活動及び持続発展性のために、無収水管理及び水圧管理チームの任命を
含む ESSAP 組織の再編を必要としている。 

ESSAP 負担の一部資材の調達遅れ及びこれら資材の遅れによって進められていない工事は、本プロジェ
クトのモデル地区での OJT 活動を遅らせているが、今月末には同資材が納入され次第に当該工事が行われ
る予定であるため、プロジェクト活動が容易に行える状況であることが確認された。 
 
３−６ 提言 
モデル地区での OJT を円滑に実施するために、早期に ESSAP 無収水部フィジカルロス課に漏水探査チ

ームを設置し、漏水計測ユニット、水圧管理及び配水網分析班の計測技師を任命する。 
現在納期が遅れているモデル地区への資材の調達及び関連工事の実施を早期に行い、モデル地区での

OJT を円滑に実施できるようにする。 
本プロジェクトの活動 4.2「ESSAP 本部から支局への技術移転に必要な体制を構築する」では、ESSAP

の 4 地方支局（コロネル・オビエド、ピラール、コンセプション、及びエンカルナシオン）を対象に技術
移転活動を計画しているが、そのうち、ピラール及びコンセプションでは上水道分野における無償資金協
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力が進行しているため、これら地域での配水網管理における技術移転は、同上水道システムの適正管理に
寄与するものであると考えられるため、その徹底は重要な課題である。 
本プロジェクト終了後には、上水道セクターのマスタープランのような中長期的計画を策定し、本プロ

ジェクトによって習得される配水網管理技術が計画的に応用され、無収水削減や水圧の適切調整を実践し
て行くことを推奨する。 
 
３−７ 教訓 
本プロジェクト実施中に、モデル地区での活動の一部を担うことが期待されていた現場施工班が解散さ

れたため、OJT 活動への影響を及ぼしている。このような状況は早期に解決し、再発防止に努める必要が
ある。 
モデル地区での OJT を行うために必要としていた資材の調達及び工事費を別プロジェクトによって実

施することを予定していたが、同プロジェクトの開始が遅れたため、ESSAP 独自の負担で提供されること
になった。ただし、その決定までに約 7 ヶ月遅れ、当該活動に関し計画上約 10 ヶ月の遅れを伴っている。
このような前提条件が満たされない状況が確認された場合には、早期に解決しプロジェクト成果への影響
を軽減するように努める必要がある。 
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第1章 中間レビュー調査の概要 

1-1 調査団派遣の経緯と目的 

パラグアイ国（以下、パラグアイ）は、貧困･格差削減計画（ENRED、2004 年）において、2015
年までに全国の上水道普及率を 80.5％に引き上げるという目標を打ち出しているが、上水道普及率は

全人口の 51.8％（衛生事業管理規制院 ERSSAN 、2008 年）に留まっている。パラグアイの人口 1
万人以上の都市部では、パラグアイ衛生サービス会社（ESSAP）が上下水道の整備・運営・維持管理

を担っているが、その施設の大部分は ESSAP の前身である旧上下水道公社（CORPOSANA）時代に

整備されており、その後計画的な管の更新が行われてこなかったこともあり老朽化が著しい。 

アスンシオン首都圏においては、1993 年の上水道普及率は 63％と非常に低い水準にあったが、1995
年～1999 年に実施された円借款「アスンシオン上水道整備事業（借款承諾額/実行額：約 61 億円/約
55 億円）」により、浄水施設、送水施設（送水ポンプ、送水管）、市内の一部における配水施設（高

架水槽、配水池、配水管網 94km）の新設が行われた結果、首都圏の上水道普及率は 2005 年時点で

80％に改善した。 

一方で、無収水率は計画されていたほどに改善されておらず、2008 年時点で 48％に達しているこ

とが判明した。その一因として、円借款事業の後にパラグアイ側が独自予算で進める予定となってい

た 2～3 次配水管の更新が進んでいないことが考えられる。実際首都圏においては、1 日平均 96 箇所

で水道管が破裂しており、莫大な修理費用が発生しているほか、多量の水道水漏出による事業収益の

減少、舗装道路の破損等を引き起こしている。また、配水管網のブロック化が進んでいないため、供

給水量・使用水量が把握できていないほか、首都圏の人口の急増に伴う不法接続等の増加にも対応で

きていないなど、無収水の管理に係る体制整備、技術力の向上が急務となっている。 

このような状況を踏まえ、ESSAP は老朽管（主にアスベスト管）の更新も含めた配水ブロックの

最適化及び無収水管理体制の整備を目的とし、上記円借款事業の開発効果の更なる発現に資するため

技術協力プロジェクトを要請した。 

これを受けて JICA は 2010 年 11 月に事前評価調査を行い、同年 12 月 23 日に R/D でパラグアイ側

と合意のうえ、翌年 3 月から 2014 年 2 月までの 3 年間の予定でプロジェクトを実施している。 

協力開始からおよそ 1 年半が経過することから、次の 5 点を目的とする中間レビュー調査を実施し

た。 

(1) 2011 年 3 月 1 日からプロジェクトが開始され、2012 年 9 月をもってプロジェクト期間の半分

が経過することになることから、プロジェクトの投入実績、活動実績、計画達成度等をレビュ

ーする。 

(2) 評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観点からレビューを行い、

プロジェクトの実施に影響を及ぼしている促進要因、阻害要因を確認する。 

(3) 以上の結果を踏まえて、プロジェクト実施上の課題を抽出し、対応策について検討する。また、

プロジェクト目標や成果の達成に向けた後半の活動について関係者と協議を行う。 
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(4) 必要に応じて、活動、指標、投入等のプロジェクト・デザインの見直しを行う。 

(5) 中間レビュー報告書を取り纏める。 

1-2 調査団の構成と調査期間 

1-2-1 調査団の構成 

<日本側> 
 氏名   担当  所属 

 1. 中根 卓  総括  JICA パラグアイ事務所 次長 

 2. 讃良 貞信  無収水対策 元 JICA 国際協力専門員  

 3. 工藤 恭久  配水網維持管理 元高知市水道局 次長 

 4. 緒方 隆二  計画管理  JICA 地球環境部 水資源第一課 

 5. 羽地 朝新  評価分析  (株)日本開発サービス 

 6. 高濱 さえ子  通訳  (財)日本国際協力センター 
 
<パラグアイ側> 
 氏名   担当  所属 

 1. Ing. Jorge Pusineri 団長  ESSAP 副総裁 

 2. Ing. Felix Yegros  評価団員  ESSAP 計画管理顧問室アドバイザー 

1-2-2 調査期間 

平成 24 年 9 月 29 日～10 月 20 日  詳細は別添資料 1 のとおり。 

1-3 対象プロジェクトの概要 

1-3-1 上位目標 

ESSAP の給水サービスが向上する。 

1-3-2 プロジェクト目標 

ESSAP の配水網管理能力が強化される。 

1-3-3 成果（アウトプット） 

1. ESSAP 本部が配水網管理の必要性及び手法について理解する。 

2. モデル地区における実地訓練を通じて、ESSAP の無収水管理能力が強化される。 

3. モデル地区における実地訓練を通じて、ESSAP の水圧管理能力が強化される。 

4. ESSAP 本部から地方支局に対して、配水網管理技術が普及される。 
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第2章 中間レビューの方法 

2-1 評価設問と必要なデータ･評価指標 

本中間レビューにおける評価設問は、「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版」に沿って作成され

た「評価グリッド（評価設問）」（別添資料 5 参照）に示すとおり評価基準を「実績の確認」、「実施プ

ロセスの把握」、「5 項目評価（妥当性、有効性、効率性、自立発展性、インパクト）」及び「調整/修
正の必要性」に区分し、プロジェクトの進捗状況と終了時に向けての見通しを把握するような構成と

なっている。 

必要なデータに係り、同別添資料 5 に示すとおり、設問ごとの必要なデータ及び情報源を記載して

いる。なお、評価指標に関しては、「判断基準・方法」の欄に示すとおりであり、主に、本プロジェ

クト R/D に掲げるプロジェクト目標及び各アウトプットに関連する評価指標とともに、各アウトプ

ットに係る活動の進捗状況を把握する指標より構成されている。 

2-2 データ収集・分析の方法 

本中間レビューにおけるデータの収集は、上記評価グリッドに基づいた本プロジェクト関係機関へ

の質問票（別添資料 6「質問票」）の回収及びヒアリング調査によって聴取した情報及びデータを整

理して行ったものである。 

収集データの分析は、「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版」の指針に沿って、プロジェクトの

当初計画と活動実績、計画達成状況を勘案しプロジェクト修了時に向けて評価 5 項目に基づいて行っ

た。なお、プロジェクトの現状把握・検証は以下の視点を勘案して行った。 

プロジェクト実施の結果何が達成されたのか、それらは期待どおりであるか。プロジェクトのアウ

トカム目標の達成度、アウトプットの発現状況を評価時点で測定し、計画時に設定した目標値との比

較を行う。 

プロジェクトを実施する過程で何が起きているのか、それらはプロジェクト目標の達成にどのよう

な影響を与えているか。当初の計画どおりに活動が実施されてアウトプットに結びついているかを確

認するとともに、実績プロセスの何がアウトプットやプロジェクトのアウトカム目標の達成度に影響

を与えているかを検証する。 

プロジェクトのアウトカム目標の達成が本当にプロジェクト実施によってもたらされたものであ

るか、あるいはもたらされるものであるか。 
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第3章 プロジェクトの実績 

3-1 投入実績 

（1） 日本側の投入実績 
 1） 日本人専門家派遣 

日本人専門家の派遣実績は以下のとおりである。 

氏名 担当 派遣期間 M/M 

井川 雅幸 総括／上水道計画 2011 年 4 月 2 日〜2011 年 6 月 30 日 3.00 

2011 年 10 月 1 日〜2011 年 12 月 14 日 2.50 

2012 年 3 月 5 日〜2012 年 3 月 24 日 0.67 

内藤 晃司 副総括／配水網管理 2011 年 4 月 2 日〜2011 年 6 月 15 日 2.50 

2011 年 11 月 10 日〜2011 年 12 月 24 日 1.50 

2012 年 3 月 12 日〜2012 年 4 月 30 日 1.67 

2012 年 6 月 4 日〜2012 年 8 月 25 日 2.77 

上田 茂 無収水管理 2011 年 5 月 20 日〜2011 年 7 月 18 日 2.00 

2012 年 4 月 1 日〜2012 年 6 月 29 日 3.00 

高橋 順一 漏水探知 2011 年 5 月 1 日〜2011 年 6 月 14 日 1.50 

2012 年 3 月 3 日〜2012 年 5 月 31 日 3.00 

石垣 文雄 設備管理 2011 年 11 月 10 日〜2011 年 12 月 9 日 1.00 

臼井 春範 2012 年 7 月 19 日〜2012 年 9 月 23 日 2.23 

合計 27.34 
 

JICA 直営アドバイザーの派遣実績は以下のとおりである。 

氏名 担当 派遣期間 M/M 

井上 正樹 配水網維持管理 2011 年 4 月 15 日〜2011 年 10 月 10 日 6.27 

2012 年 2 月 16 日〜2012 年 4 月 29 日 2.47 

鶴田 喜久 給水設備工事技術 2011 年 5 月 20 日〜2011 年 7 月 18 日 1.87 

2012 年 2 月 16 日〜2012 年 4 月 15 日 2.00 

2012 年 5 月 31 日〜2012 年 7 月 30 日 2.00 

合計 14.61 
 
 2） 本邦研修及び第三国研修 

カウンターパート及び協力機関代表者の本邦研修は以下のとおり実施された。 
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氏名 所属組織／肩書き 研修内容 期間 

Ing. Felix 

Yegros  

ESSAP／計画顧問 • 東京都の上水道整備の歴史と課題／

水道施設の維持管理、経営、財務管理、

教育研修等 

• 浜松市水道局の顧客対応、水道施設管

理等 

• 横浜市：ブロック化による配水網管理

／水圧管理 

• 管材メーカー製造、品質試験場での研

修 

• 仙台市浄水場現場視察／配水管理セ

ンター視察、琵琶湖疎水、インクライ

ン見学 

2011 年 11 月 25 日～2011 年

12 月 11 日 

Ing. Richar 

Heurich  

ESSAP／首都圏生産

配水ユニット長 

Ing. Carlos 

Ramirez  

ESSAP／無収水部水

理解析担当 

Ing. Celso 

Ayala  

MOPC／水・衛生局

調整員 

 
ブラジル国サンパウロ州基礎衛生公社において第三国研修として開催された「無収水管理コー

ス」（2012 年 2 月 23 日～3 月 16 日）に ESSAP 無収水部職員を派遣した。本コースは約 3 週間に

わたる研修であり、昨年は ESSAP から無収水部長、コマーシャルロス削減課長、技術職員の 3
名が参加した。 

 3） 供与機材 
下表に供与機材の現状（提供数量、据付け場所／保管場所、利用状況、及び補修管理状況）を

示す。 

資機材 数量
据付け／ 
保管場所 利用状況 補修管理状況 

ポータブル超音波流量計 2 式 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 
漏水探知機器 2 式 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 
金属探知機 8 式 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 
音聴棒 27 本 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 
自記録式水圧計（水圧データロガー） 2 台 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 
時間積分式漏水探知装置  2 式 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 
プロジェクト車両（4 輪駆動車） 2 台 ESSAP 車庫 使用中 走行 5,000km 毎 
プロジェクト（トラック） 2 台 ESSAP 車庫 使用中 走行 5,000km 毎 
管路補修作業支援機材 4 式  調達中 稼働 300 時間または 1 年毎

振動コンパクター 6 台 各施工班車両 使用中 稼働 150 時間毎 
携帯 GPS 1 台  調達中 修繕不要 
非金属管探知機 2 台 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 
圧力校正器 1 台 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 
パイプ遮断工具（手動式） 2 台 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 
パイプ遮断工具（油圧式） 2 台 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 
プラスチックパイプカッター 18 個 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 
ソケットレンチセット 6 式 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 
トルクレンチセット 6 式 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 
パイプ面取器 6 式 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 
ツールボックス 6 個 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 
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 4） 携行機材 

資機材 数量
据付け／ 
保管場所 

利用状況 補修管理状況 

デジタルビデオカメラ 2 無収水部 使用中 修繕不要 

プロジェクター 1 無収水部 使用中 修繕不要 

スクリーン 1 無収水部 使用中 修繕不要 

コピー複合機 1 無収水部 使用中 修繕不要 

ワークステーション 1 無収水部 使用中 修繕不要 

電磁式水道メータ 2 モデル地区 使用中 修繕不要 

給水栓用水圧測定器 10 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

手動式水圧テスタ 2 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

電動式水圧テスタ 2 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

電子式テストメーター 2 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

水圧データロガー 8 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

ラップトップコンピューター 1 無収水部 使用中 修繕不要 
 
（2） パラグアイ側の投入実績 
 1） プロジェクト・カウンターパート任命 

担当 氏名 組織 肩書き 

上水道計画 Ing. Marcelo Banti ESSAP 無収水部 部長 

配水網管理 Ing. Carlos Ramirez ESSAP 無収水部フィジカルロス削減課 
漏水計測ユニット 

ユニット長 

無収水管理 Ing. Leonardo Hentscholek ESSAP 無収水部フィジカルロス削減課 課長 

漏水探知 Lic. Victor Suarez ESSAP 無収水部コマーシャルロス削減課 課長 

Alejandro Amarilla ESSAP 無収水部配管網据付・維持管理課 課員 

設備管理 Alejandro Amarilla ESSAP 無収水部配管網据付・維持管理課 課員 
 
 2） 日本人専門家の事務所スペースの確保 

ESSAP 本部（住所：José Berges 516 c/ San José, Asunción）の無収水部の一部屋が日本人専門家

の専用の事務所スペース（約 6m×8m）として供与されている。 

 3） 資機材の設置及び保管場所の確保 
本プロジェクト供与機材は、ESSAP の資機材倉庫の一部及び各施工班の車両中に保管されてい

る。 

 4） 啓発プログラム用の教室確保 
少人数用の啓発活動用として上記日本人専門家の事務所スペースの隣接部屋（約 4m×6m）及び

ワークショップ用としてビニャス・クエー浄水場の大会議室（約 100 人席）が供与されている。 

 5） プロジェクト活動に対する予算の確保 
本プロジェクトにおけるカウンターパート側のコスト負担の実績及び今後の積算は下表のとお
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りである。 

費目 
実績（2011 年 3 月〜2012 年 9 月）

単位：Gs. 

予算（2012 年 10 月〜2014 年 3 月）

単位：Gs. 

JICA 専門家事務所光熱費 5,950,000 5,100,000

税関／輸入手数料 168,000,000 0

旅費・日当（ブラジル） 8,750,000 26,400,000

旅費・日当（日本） 0 100,250,000

旅費・日当（パラグアイ国内） 0 475,000,000

流量計ピット建設費（4 モデル地区） 47,000,000 0

資材購入費 72,000,000 0

水道メータ調達費 96,800,000

付帯資材調達費 118,800,000

労務費（据付け工事） 42,000,000

車両用燃料 46,000,000 54,000,000

車両修繕費 5,000,000 6,000,000

セミナー開催費 6,000,000 34,500,000

衛星追跡システム費（車両位置確認） 7,787,000 6,676,000

合計 366,487,000 965,526,000
 

本プロジェクトにおけるパラグアイ側の投入は Gs.1,332,013,000（約 24.4 百万円）になると試

算する。 

3-2 成果の達成度 

（1） 成果 1「ESSAP 本部が配水網管理の必要性及び手法について理解する」に係る各活動の進捗状

況は以下のとおりである。 
 1） 活動 1.1「既存配水網の状況及び課題を分析する」：ESSAP 本部及び首都圏の各支局への聞き取

り調査、漏水補修工事のサイトや候補とされているモデル地区などにおける配水網の現況調査

が行われ、ESSAP が抱える配水網管理の現状が把握されるとともに、配管網が抱える問題点や

技術的課題が明らかになった。施設管理では、配水管の老朽化や配水網データの不備、無収水

管理では、計量の欠如や誤差、計量装置の不足、水圧管理では、地形による高低差、高水圧が

起こす漏水、水圧調整装置の不備などの課題が把握された。また、こうした問題を抜本的に改

善するためには、配水ブロック化を中心とする配水網整備を実施し、配水網を適切かつ計画的

に管理することが可能な形に整備することが不可欠であることが確認された。 
 2） 活動 1.2「配水網管理のための準備作業に係る理論面の研修を実施する」：ESSAP の配水網管理

において重点的に研修すべき項目がリストアップされ、配水網のゾーニング、流量計、圧力計、

減圧弁、空気弁等の設置・管理、SCADA 及び GIS の応用等に関する理論研修が実施された。 
 3） 活動 1.3「配水網管理手法に係る理論面の研修を実施する」：無収水管理、水圧の最適化、緊急



 

3-5 

時の断水区域最少化、等を目的とする、SCADA を活用した流量及び水圧のリアルタイムモニ

タリングに関して、理論面の研修が実施された。また、水圧調整が必要な地域や更新が必要な

管路の特定を目的とする、漏水や管破裂事故の修理記録の GIS データベース化などに関して理

論面での研修が実施された。 
 4） 活動 1.4「配水網整備計画策定に係る研修を実施する」：2011 年では配水網整備計画の策定方法

に関する研修が実施された。2012 年以降では、世界銀行の PMSAS プロジェクトに含まれる「ア

スンシオン首都圏全域の水理モデル構築及び配水網のブロック化概念的調査」を実施するコン

サルタントを選定するための業務指示書作成に係る技術支援を ESSAP 関係者に対して行う予

定である。さらに、上記調査が開始された後も、策定されるブロック化計画の技術的妥当性を

確保するため、引き続き ESSAP 関係者に対して支援を行う予定である。 
 5） 活動 1.5「配水網管理技術指針を作成する」：これまでの成果には、世界銀行の配水網最適化計

画（PMSAS）のための施工仕様書、管材の品質基準案が日本側の支援によって作成され、これ

はそのまま配水網管理指針の一部として十分使えるレベルにある。また、これまでの理論研修

の資料、成果 2 及び成果 3 に関連するパイロット地区の活動報告書に盛り込む技術事項につい

ても配水網管理指針の一部として取り扱う予定である。今後は、ESSAP 施工班に対する技術マ

ニュアルを作成し、地方へ技術展開を図る必要があり、これらは成果 4 の活動に用いることが

予定されている。 
 
（2） 成果 2「モデル地区における実地訓練を通じて、ESSAP の無収水管理能力が強化される」に係

る各活動の進捗状況は以下のとおりである。 
 1） 活動 2.1「無収水管理に係る研修を実施する」：現状及び課題の確認、配管網が抱える問題点や

技術的課題を明らかにし、特に漏水削減に係る無収水管理に必要となる知識・技術を選定し、

研修プログラムを ESSAP と協議して作成した。研修項目は、無収水概論、無収水削減計画、

漏水探査技術、及び無収水削減の評価に分類し 2011 年の研修に次いで、2012 年以降でも定期

的にリフレッシュトレーニングが実施されている。 
 2） 活動 2.2「無収水管理に係る OJT を実施する」：無収水管理技術の基礎研修は、2011 年 6 月～7

月にかけて計 6 回、漏水探知技術の基礎研修は 2011 年 6 月に 3 回行われた。その後、ESSAP
が日常的に実施する漏水探知・修繕作業の現場で実践トレーニングが繰り返し行われている。

モデル地区に係り、無収水（漏水）探査機器、用具などの使用法に係る研修の実施、モデル地

区の選定（水圧調整対象地区：イタ・エンラマーダ及びビルヘン・デ・ファティマ、無収水管

理対象地区：空港住居グループ及びバリオ・ベジャ・ビスタ）、モデル地区の配管図の準備、

モデル地区における現況調査の実施と課題の分析は実施されたが、無収水管理チームの結成が

完了されていない。また、モデル地区の水理的独立化（小ブロック化）はできているが、流量

モニタリング、漏水量の推定と削減対策、無収水の構成要素の特定に係る活動に着手できない

状態である。なお、全てのモデル地区で管路網の図面、水道メータの台帳が完成し、1 つのモ

デル地区では流入地点に電磁流量計が設置され、24 時間連続計測できる体制が整い、2012 年 8
月時点では同モデル地区の無収水率の数値の把握が進められた。無収水管理の実践的技術の移

転として、漏水探知技術、給水設備管理技術、流量計測技術、通信モニタリング技術の OJT が

実施されている。 
 3） 活動 2.3「ESSAP 本部スタッフが OJT の活動報告書を作成し、無収水管理技術マニュアルを作
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成する」：「無収水管理技術マニュアル」の作成に向けた会議が 9 回実施され、2012 年 6 月に「無

収水管理マニュアル Ver.1」が ESSAP 職員の手で作成された。当マニュアルは今後の OJT 活動

を通じて内容が見直され、より実践作業に役立つ内容になるようリバイスされていく予定であ

る。 
 
（3） 成果 3「モデル地区における実地訓練を通じて、ESSAP の水圧管理能力が強化される」に係る

各活動の進捗状況は以下のとおりである。 
 1） 活動 3.1「水圧管理に係る研修を実施する」：成果 1 に関連して実施した配水網管理技術の理論

研修には、水圧管理技術研修のテーマも含まれている。水圧管理の理論研修は 2011 年 5 月～

12 月にかけて計 14 回開催され、基礎的技術の強化が進められている。主に取り扱われたテー

マは、配水網のゾーニング方法、水圧の基礎、水道用バルブの基礎、配水ネットワークの水理

解析、流量計・水圧計の設置と管理である。 
 2） 活動 3.2「水圧管理に係る OJT を実施する」：習得した基礎技術を ESSAP の日常的な業務に活

かすため、モデル地区での水圧管理が OJT 形式で開始された。ESSAP 負担事項である流量計

測ピットの建設や資機材調達は遅れているものの、全てのモデル地区の給水栓水圧を 24 時間

連続測定し、配水管網でどのような水圧変動が発生しているのか定量的に学ぶトレーニングが

実施された。なお、円滑な活動のためには、無収水部漏水計測ユニットの測定技師の任命が必

要である。 
 3） 活動 3.3「OJT の活動報告書と水圧管理技術マニュアルを作成する」：活動 3.1 及び 3.2 の内容

を元にして、今後モデル地区での水圧管理対策を実行に移し、その成果を含めた技術マニュア

ルが作成される予定である。 
 
（4） 成果 4「ESSAP 本部から地方支局に対して、配水網管理技術が普及される」に係る各活動の進

捗状況は以下のとおりである。 
 1） 活動 4.1「ESSAP 本部から支局への技術移転の現状を分析し、課題を特定する」：ESSAP 地方

支局にはエンジニアレベルの職員は配置されておらず、また日常業務においてそうした体制が

整うまでには、権限の移譲を含めて長い時間がかかる模様である。現時点で ESSAP 本部から

支局への体系的な技術支援は実施されておらず、ESSAP 支局で技術的に対応できない事態が発

生した場合、その都度本部から技術者が派遣され、対応している。本プロジェクトを通じて

ESSAP 本部に移転される技術は、無収水管理と水圧管理の 2 本を柱とされているが、現時点で

地方支局にこれらの技術をそのまま移転することは上記により妥当ではない。地形的に極めて

平坦な特性を有する地方都市が多く、給水範囲が小さい都市では過大水圧に起因する漏水発生

は少ない。その場合、解決すべき課題の多くは施工不良、管路自体の老朽化、給水管レベルの

漏水に限られ、施工時の品質管理、施工管理といった実践的なものの優先度が高くなる。地方

支局の主な役割は、浄水場の運転管理、料金徴収、日常的な配管修理に限られ、本プロジェク

トを通じて地方展開を図るべき技術テーマは日常的な配管修理技術とすることが妥当である

と判断された。上記を踏まえ、現在の ESSAP の組織及び技術レベルを検討した結果、移転対

象とする技術は「配水管の据付及び修理技術」とすることがワークプランで提案され、ESSAP
の合意が得られている。 

 2） 活動 4.2「ESSAP 本部から支局への技術移転に必要な体制を構築する」：本プロジェクトでは、
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4 地方支局（コロネル・オビエド、ピラール、コンセプション、及びエンカルナシオン）を拠

点に選び、ESSAP 本部からスタッフを派遣して各支局及び周辺市の配水網管理技術の指導を行

うことが計画されている。ESSAP 本部は、地方での技術指導は 2013 年の実施を予定しており、

少なくとも各支局で 1 回は集中的な技術指導を行う機会を設け、その後 ESSAP 自身が技術支

援プログラムを立ち上げ、毎年定期的にフォローアップを行うような体制を整えたいとの考え

を持っている。移転対象とする技術は、既述の「配水管の据付及び修理技術」が予定されてい

る。 
 3） 活動 4.3「研修プログラムのための教材を整備する」：研修プログラムの教材の準備に着手し、

水道メータ及び給水管の施工に係る項目が作成されている。 
 4） 活動 4.4「ESSAP 地方支局向けの研修プログラムを実施する」：本活動は 2013 年から開始され

る予定である。 
 5） 活動 4.5「実施された研修プログラムの有効性を評価し、今後の研修プログラムへの提言を取

り纏める」：本活動は今後実施される予定である。 

3-3 プロジェクト目標の達成見込み 

以下評価指標の進展状況より、プロジェクト目標の達成見込みを分析する。 

指標 1. 「技術移転された配水網管理技術が、日々の水道施設のオペレーションへ活用される」：こ

れまで理論研修や実地訓練（OJT）を通じて指導し、移転された技術のうち、漏水探知機及び音聴棒

を用いた漏水調査、水圧計及びデータロガーを用いた水圧測定、配管施工技術、及び送水管の水理解

析技術はすでに ESSAP の日常的な業務に活かされている。 

指標 2. 「ESSAP 本部及び地方支局の技術者及び技師が○○名以上、配水網管理に係る研修を修了

する」：2011 年 4 月～2011 年 12 月までに実施した理論研修や現場研修は全 28 名、その後、2012 年 8
月までの時点では参加者は 37 名まで達している。複数回参加している職員がいる一方で、専門分野

によっては 1～2 回の参加にとどまっているケースもあるが、ESSAP 内でこうした理論研修や実践技

術を間近に教えてくれるような経験はこれまでなかったため、非常に大きな関心を呼んでいる。一方、

これからは、ESSAP 本部のスタッフが地方支局に対する技術移転に取り組み、ESSAP 地方支局のテ

クニシャンやその他スタッフが新たにプロジェクト活動へ参画することが期待されている。本指標の

定量化に関し、中間レビュー時の JCC において、PDM Ver.1 が承認され、50 名以上を研修の対象に

することとされた。 

指標 3. 「ESSAP が配水網改善計画作成に着手する」：現在のアスンシオン市内の配水網の状況を

抜本的に改善するためには、ブロック化などの配水網最適化を含む配水網整備が不可欠である。本プ

ロジェクトと並行して、アスンシオン首都圏全域を対象に、水理モデル構築とその結果を踏まえブロ

ック化の概念的調査が世銀の支援（PMSAS）で実施される予定である。現在、その準備段階として、

同計画策定に携わるコンサルタントを選定するための業務指示書作成作業が ESSAP 無収水部を中心

に実施されており、本プロジェクトの日本人専門家がその作業に対して技術支援を行っている。コン

サルタント選定が完了すると、ESSAP が配水網改善計画作成に着手することになるが、その段階に

おいても、策定されるブロック化計画の技術的妥当性を確保するため、本プロジェクトの日本人専門

家が引き続き ESSAP を支援していくことが、2011 年 12 月 1 日付けで締結された世銀、ESSAP 及び
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JICA の 3 者間の覚書の中で合意されている。 

上記のとおり、プロジェクト目標における指標 1 及び 2 に関しては、プロジェクト完了時までに十

分達成の見込みがある。一方、指標 3 に関しては、上記のとおり、ESSAP が世界銀行の支援（PMSAS）
を得て、本プロジェクト実施中に配水網改善計画の作成に着手する見込みである。 

3-4 プロジェクトの実施体制・実施のプロセス 

（1） プロジェクトの実施体制 
下図に本プロジェクトの実施体制を示す。 

 

図  3-1 プロジェクト実施体制 

以下に ESSAP の組織及び ESSAP 無収水部（旧組織及び新組織）の組織を示す。 

 

＜コンサルタントチーム＞  
  

内藤　晃司  
（副総括  

/配水網管理）  
  

＜カウンターパート機関＞  
  

連絡・調整  

JICAﾊﾟﾗｸﾞｱｲ事務所  

パ国政府機関  
公共事業通信省(MOPC)  

衛生事業管理規制院(ERSSAN)  

◆　全体統括　◆  
井川　雅幸  

（総括/上水道計画）  
  

◆世界銀行◆  

上田　茂  
（無収水管理)  

「漏水探査」担当  「設備管理」担当  

「漏水修理  
/品質管理」担当  

  

情報交換  
連携  

  

指示・報告  
  

指示・報告  
  

進捗報告/活動計画協議  

ESSAP総裁  

合同調整委員会(JCC)  

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄﾁｰﾑ  

無収水部長  日本大使館  

技術顧問・計画顧問  

プロジェクト運営会議  

その他ESSAﾒﾝﾊﾞｰ  

無収水部長  

技術支援  

要望/成果  

・組織立上げ  
・配水網管理技術の理論習得  
・無収水管理技術の習得  
・水圧管理技術の習得  
・モデル地区における実地訓練  
・習得技術の地方支局への展開  
・習得技術の日常運転維持管理への活用  
・地方支局向けの研修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成  
・無収水削減活動の継続実施  
  

無収水管理ﾁｰﾑ  水圧管理ﾁｰﾑ  

配管網計画・管理ｽﾀｯﾌ  

経営・管理ｽﾀｯﾌ  地方支局ｽﾀｯﾌ  

送配水管理ｽﾀｯﾌ  

資金活用  
申請/支援  

活動計画の合意  

JICA本部  

報告  確認/指示  

Verificación/ 
instrucciones  

＜JICA直営専門家＞  
- 配水網維持管理アドバイザー (井上 正樹) 
- 給水設備工事アドバイザー (鶴田 喜久) 

報告  

確認/指示  

確認/指示  支援  支援  
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図  3-2 ESSAP の組織図 

 

 

図  3-3 ESSAP 無収水部の前組織（2011 年 6 月現在） 

 

株主総会  

総裁  

財務部  .  

管財人  

総務  

内部監査  

グランアスンシオン  
運転部  

グランアスンシオン  
営業部  

地方部  技術部  
アスンシオン  
上下水道網部  

技術顧問  

秘書  

法律顧問  

企画運営顧問
室  

特別事業顧問室  

広報顧問  

安全顧問  

無収水部  
情報技術開

発部  
総務部  . 

首都圏  
上下水道網部  

理事  理事  

総裁技術顧問室  

人事顧問室  
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図  3-4 ESSAP 無収水部の現組織図（2012 年 10 月現在） 

上表のとおり、無収水部は以下のように変更された。 

· 「配管網据付・維持管理課」（計：12 名）が解体され、旧「フィジカルロス削減課」（計：

3 名）の人員を含んで「フィジカルロス課」（計：5 名）が創設された。 

· 「コマーシャルロス削減課」（計：4 名）が解体され、「コマーシャルロス課」（計：11
名）が増員創設された。 

· 新組織には、他部署からの出向者が 5 名派遣されている。 

· 以前の組織では庶務・秘書・運転手（計：4 名）が現在では運転手・秘書（計：4 名）

によって構成されている。 

· 部長を含み、以前の組織では合計 24 人体制であったものでが、現在は 26 人体制とな

っている。 

本プロジェクトのモデル地区での OJT 活動に係り、以前の体制では「配管網据付・維持管理課」

傘下の施工班 5 班がモデル地区における施工を担当し、設置が計画されていた「漏水探知班」の

2 班が漏水探知作業を担当することになっていた。しかし、漏水探知班が正式に任命されておら

ず、無収水部傘下の施工班の一部が兼務の形で技術指導を受け、現在に至っている。 

新組織では、「フィジカルロス課」に「漏水探知班」を 2 班（4 名）設置し、モデル地区での漏

 

Sr.Carlos  
Navarro作業員

無収水部部長  
Ing. Marcelo 

Banti  

秘書  

Sra. Dora 
Vallejos

Ing. Monica 
Cañete

計測技師 
*** (未定)  

Sr. Hector 
Davalos  

プロジェクト車両
運転手  

Lic. Victor  
Suarez  

コマーシャル
ロス課  

Sr. Eduardo 
Chamorro  

自己給水 
ユニット  

Sr. Christian 
Duarte  

地方無収水 
ユニット  

Ing. Leonardo 
Hentscholek

フィジカル 
ロス課

Ing. Alejandro 
Amarilla

漏水探知 
ユニット

Sr.Mercedez 
Masqueda班長

第2漏水探知班  

漏水探知技師 
*** (未定)

第1漏水探知班  

Sr. Rodrigo Denis 
作業員  

漏水探知技師  
*** (未定) 

漏水計測 
ユニット

Ing. Carlos 
Ramírez  

GIS 
部門チーフ

Sr. Hector del 
Puerto

Sr. Edgar  
Mora班長

Sr.Sebastián 
Zequeira助手  

計測、水圧管理 
及び配水網分析班 

*** (未定) 
班長

作業班  

Sr. Carlos 
Leguizamón作業員  

Sr. José 
Fernández  

他部署からの
出向扱い  

Sr. Diego Fernández 
施工班長, Asunción 1  

Sr. Edgar Ortíz 
施工班長, Asunción 2  

Sr. Carlos Ayala 
施工班長, Asunción 3  

Sr. Alberto Gonzalez 
施工班長, Asunción 4  

オートメーション
計画

*** (未定) 
作業員

Sr. Fermin Romero 
作業員  

Sr.Roberto  
Arce  

プロジェクト車両
運転手

違法接続取締
ユニット  

作業班  
第1作業班  

第2作業班  

漏水探知技師  
*** (未定) 

漏水探知技師  
*** (未定) 

** (未定)  

*** (未定) 
班長  

*** (未定) 
作業員  

Sr. Miguel Pereira 
作業員  
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水探知・修理に係る OJT 活動を担当し、同課の「漏水計測ユニット」が無収水計画や水圧管理に

係る OJT 活動を担当することが計画されているが、「漏水探知班」2 班及び「漏水計測ユニット」

の計測技師が任命されていない状況である。 

下表に本プロジェクト関係機関の関連所掌を示す。 

表  3-1 関係機関の所掌 

機関名 関連所掌 

公共事業通信省（MOPC） パラグアイ政府の上下水道事業に係る行政機関としてセクターにおける法規

制の整備 

公共事業通信省水・衛生局

（DAPSAN） 
MOPC の上下水道事業に係る政策策定及び公共事業の計画策定 

衛生事業管理規制院（ERSSAN） 上下水道事業の監督機関（水質・排水基準の設置、事業許可制度、料金等の

管理） 

厚生労働省環境衛生総局（DIGESA） 上下水道事業における水質の監査 

大蔵省公社監視ユニット（UMEP） 公営企業の経営に係る監査 

厚生労働省国家環境衛生事業局

（SENASA） 
10,000 人以下の地区を対象とした上下水道事業の整備及びサービスの提供 

環境庁（SEAM） 上下水道事業における環境影響評価制度の管理及び暫定的な水利権の管理 

衛生事業公社（CORPOSANA） ESSAP の旧組織、ESSAP と同様 10,000 人以上の地区を対象とした上下水道事

業の整備及びサービスの提供 
 
（2） プロジェクトの実施のプロセス 

本プロジェクトは、ESSAP の配水網管理におけるキャパシティ・ディベロップメントを行うも

ので、管網整備計画の策定、ならびに無収水及び水圧の管理に係る技術移転を対象としている。

その実施プロセスは以下のとおり計画され進められている。 

 1） 技術移転の方法 
技術移転のための研修プログラム案は、パラグアイ側とともに作成された。2011 年では、ESSAP 

無収水部がカンターパートとなり、研修プログラムの内容を共同で検討し、コンサルタント側が

講師役となって各テーマの理論研修を実施した。2012 年以降では、 2011 年 で扱ったテーマを 
ESSAP のスタッフ自身が他の部署や地方支局へ展開させられるような流れを組織内に形成する

ことを目指し実施されている。 

理論面の研修項目には、配水網の計画・設計、配水量や水圧の管理、無収水管理、漏水防止活

動などが含まれ、研修のターゲットは各部署のエンジニアクラスを対象としている。本プロジェ

クトで作成する配水網管理技術指針では、配水網管理に必要な項目を網羅し、実際の研修では、

カウンターパートの知識や経験と整合した研修カリキュラムを策定している。 

実践面の研修は、現場での漏水探知技術、バルブ調整や減圧弁・ポンプの設置を含む水圧管理、

管路布設と品質管理などが中心で、その実務はテクニシャンレベルの職員を対象としている。2012
年以降では、現場での漏水探知や水圧管理、配管更新作業、道路管理機関との連絡体制などの改



 

3-12 

善点を具体的に提案するとともに、ESSAP 側が十分に納得するような研修カリキュラムをカウン

ターパートとともに協議し、実践的な内容が提案されている。 

 2） 世界銀行プロジェクトとの連携 
本プロジェクトでは、モデル地区の実地訓練に必要な経費を「水衛生セクター近代化プロジェ

クト（PMSAS）」の資金から活用することになっている。PMSAS のブロック化における概念的調

査はアスンシオン首都圏全体を対象としており、本プロジェクトにおける無収水管理及び水圧管

理のモデル地区も含まれている。 

2011 年 12 月に世界銀行・ESSAP・JICA パラグアイ事務所の 3 者による MOU が締結されて

いる。同 MOU では、世界銀行の PMSAS プロジェクトで調達される資材の一部を本プロジェク

トのモデル地区用として転用されること及び同資材の据付け工事の費用を PMSAS 側で負担する

ことが合意されており、モデル地区のバルブ・配管の調達、ピット建設等は ESSAP 自己資金で

実施することが明記されているが、PMSAS の遅れに伴い、関連資材や工事も ESSAP の自己資金

で行うこととなっている。 

PMSAS は 4 つのコンポーネントから構成されており、その第 2 コンポーネントが ESSAP を対

象とする部分であり、2013 年までに実施される予定であった。ただし、同プロジェクトの業務調

整を行っていた ESSAP の旧特別プロジェクト顧問室が前総裁任期中に解散されたため、遅れを伴

った。現在は臨時的な部署として特別プロジェクト顧問室が再編され、これにより、PMSAS 第 2
コンポーネントに係り以下の計画見直し案が検討されている。 

項目 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年

上水道システム改良 ○ ○   

下水道システム改良 ○ ○   

上下水道システム改良の検証 ○ ○   

下水道優先施設（暗渠）  ○ ○ ○ 

下水道優先施設（下水処理場）  ○ ○ ○ 

下水道優先施設の検証  ○ ○ ○ 

水道メータ調達（150,000 式）  ○ ○ ○ 

水道メータ設置検証  ○ ○ ○ 

経営ソフト導入コンサルティング  ○   

経営ソフト用ハードウェア  ○   

システム制御資機材調達、配水センター・井戸の自動化   ○  

データセンター構築   ○  

データセンター用発電機   ○  

水理モデル構築及びアスンシオン首都圏の配水網システムのブロック化

（sectorization）の概念的調査 
 ○ ○ ○ 
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 3） パラグアイ側負担事項の履行促進 
世銀プロジェクトとの連携を図ることと併せて、必要とする資材（水道メータ等）の調達、モ

デル地区での資材設置の工事等、ESSAP 自己資金による費用負担についても、円滑に手続きが実

施され、ESSAP の年次予算の編成作業とも連携が取れるよう、プロジェクト運営会議や JCC を通

じて調整を行う必要がある。 
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第4章 中間レビューの結果 

4-1 評価 5 項目による分析 

（1） 妥当性 
 1） 開発政策との整合性 

パラグアイ政府は、ミレニアム開発目標（MDGs）の第 7 目標「環境の持続可能性を確保」に

おけるターゲット 7-C「2015 年までに、安全な飲料水と衛生施設を継続的に利用できない人々の

割合を半減させる」に積極的に取り組んでおり、安全な飲料水の項目では既に目標を達成してい

る。上水道普及率は 2000 年の 53%から 2010 年には 75.2%を達し、上質な水源へのアクセスに関

しては、2000 年では国民の 63%であったものが 2010 年には 81%に達した（出典：Gabinete Social. 
2001. "Objetivos de Desarrollo del Milenio 2010. Primer Informe de Gobierno".）。 

公共事業通信省（MOPC）は 2008-2013 年戦略計画（MOPC Plan Estratégico 2008-2013）を策定

し、道路整備、上下水道、エネルギー及びその他セクターにおける長期計画を導入している。上

下水道の分野では 500 百万ドルの投資によって 2013 年目標として上水道の普及率 80%、下水道

の普及率 40%を目指している。これに整合して MOPC 傘下の水・衛生局（DAPSAN）は米州開発

銀行（IDB）の支援より上下水道戦略計画（Plan Estratégico Sectorial de Agua Potable y Saneamiento de 
Paraguay）を策定し、上下水道整備における 2015 年までの投資金額として 733.1 百万ドルを積算

している。そのうち上水道に関し都市部の 87.4 百万ドル、農村部の 25.1 百万ドルが計上されてい

る。 

2000 年 11 月に衛生事業管理規制院（ERSSAN）が上下水道事業の監督機関として設立され、上

水道事業に係り、①適正水圧の管理、②給水サービス（断水のない）の連続性、③断水における

即時対応の体制整備、及び④無収水量の最少化が義務づけられ、その細則は法 2000 年 1614 号（Ley 
No. 1614/2000 "Ley General del Marco Regulatorio y Tarifario del Servicio de Agua Potable y Alcantaril-
lado Sanitario"）によって定められた。 

一方、大蔵省は、公営企業の運営効率及び説明責任の向上を図るために公営企業監視ユニット

（UMEP）を 2008 年 11 月に創設し、ESSAP を含む公営企業に対し、運営に係る評価指標による

監視制度を設けた。UMEP は以下 13 の評価指標によって ESSAP の実績を四半期ごとに評価して

いる。①民間セクターの料金徴収滞納、②公的機関の料金徴収滞納、③料金徴収効率、④流動性

（換金性）、⑤EBITDA（金利・税金・償却前利益）、⑥アスンシオン首都圏の無収水量、⑦人材

効率、⑧水道メータによる正確な水量測定、⑨都市部の上水道普及率、⑩都市部の下水道普及率、

⑪対人口比密度苦情件数、⑫浄水後の水質達成度、及び⑬ビニャス・クエー浄水場配水システム

の水質達成度。 

本プロジェクトは、上記パラグアイ政府の上水道整備の必要性と ESSAP に求められている水圧

の適正管理及び無収水管理の向上に資するものである。 

 2） 開発ニーズとの整合性 
ESSAPは、10,000人以上の都市に対する上下水道事業を行う政府100%株主の株式会社であり、
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上水道事業の規模としてパラグアイの約 38%（2009 年現在 ERSSAN に登録されている接続個数

の割合）及びアスンシオン首都圏では約 57%を占めている。 

アスンシオン首都圏では、水道事業において水道インフラの老朽化によって大量の無収水が発

生しており、水道運営に支障をきたしている。首都圏に急激に人口が集中したため、既設の浄水

場や送配水管網に対して、整合性のない増設や延長を繰り返し全体的にバランスの取れていない

送配水管系統と複数の浄水場とポンプ場の連携に苦慮している。 

ESSAP は、高い無収水率に係り経営上の問題として認識し、無収水部を新たに設置し、計画部

門、配管工事部門との統合も視野に入れた組織改編を進めているところであるが ESSAP では体系

的な無収水対策を実施した経験がなかった。また、水道料金の徴収方法として、水道メータがな

い、あるいは誤作動している例が多く、過去の使用量を参考に、または、地域の平均値を参考に

請求している。 

本プロジェクトは上記の開発ニーズに係り当該技術の移転を行い、ESSAP のキャパシティ・デ

ィベロップメントに資するものである。 

 3） 日本の援助政策との整合性 
日本の対パラグアイ国別援助方針では、電力・運輸・水道分野をはじめとする経済・社会イン

フラの整備状況が不十分であるため、これらの脆弱性を克服することが当国における格差無き持

続的経済・社会開発を進める上で不可欠であるとしている。 

また、パラグアイは 2 本の国際河川（パラナ川・パラグアイ川）が流れ、また世界有数の地下

水資源グアラニー帯水層の圏内にも位置するなど水資源に恵まれているが、上水道による安全な

水を利用できる総人口の割合は 51.5%と周辺国と比較して低い。また、この数値は MDGs による

2015 年給水普及率目標値である 80.5%を大幅に下回っており、MOPC-DAPSAN によると、2015
年の給水普及率は 68%程度と推定され、目標の達成が困難と予想されている。都市部（地方都市

を含む）では給水設備の整備の遅れ及び老朽化によって需要が満たせず、夏場の水不足（断水）

と水道管破裂による漏水などが道路の破損につながり、社会問題となっていると掲げる。 

上記の状況下、（水・衛生改善）複数スキーム（技術強力・無償資金協力など）の有機的連携に

より総合的に課題にアプローチし、アスンシオン首都圏及び地方都市の「水供給」の現状改善を

優先的に図っていく。また、当該分野の監督官庁である MOPC-DAPSAN の組織強化、行政能力

の向上を図りつつ、ESSAP などの都市部で水・衛生関連サービスを提供する機関の管理職・技術

者の人材育成・能力開発の視点も盛り込み、成果の持続性、自立発展性を重視した強力を進めて

行くと掲載する。 

JICA 国別分析ペーパー（2011 年 9 月）では、パラグアイにおける開発課題別の分析を実施し

ており、水資源に係り「上下水道整備に関する中長期的な政策・投資計画の不在や関連法の整備

の遅れに加え、水道事業に関係する各機関の機能が明確でないため、上下水道施設の整備が遅れ、

都市部・農村部安全な水へのアクセス率、農村部の適切な衛生施設普及率は域内各国の平均を大

きく下回っている」と把握している。 

更に、アスンシオン首都圏に限っては、一定の給水普及率に達成しているが、一方で高い無収
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水率という課題を抱えており、正確なデータの把握も含め、無収水対策が急務となっている。ま

た、水道行政が計画的ではなかったため、現在、パラグアイには様々な形態の給水機関が乱立し

ている。そのため、上下水道施設整備を行うためには、これら既存の給水業者との調整コストが

高くつく状況になっており、計画的な上下水道整備を進める上での阻害要因となっていると分析

している。 

上記の結果、パラグアイの水資源分野において、開発ニーズの大きさ、パラグアイ国政府との

合致度、及び他ドナーの動向の評価項目では「高」、日本の援助実績は「中」と評価される。 

上記より、本プロジェクトは、パラグアイ政府の開発計画、開発ニーズ及び日本政府の援助政

策と整合しており妥当性は高い。 

（2） 有効性 
 1） 成果 1 

指標 1-1「ESSAP 本部スタッフが配水網管理手法に係る指針を作成する」に係り、既述のとお

り、成果 2 に係る活動によって作成された「無収水管理マニュアル Ver.1」の改訂版及び引き続き

実施されるモデル地区での技術移転を考察した配水網整備のための計画が検討されている。これ

を勘案し、本成果の達成度は 50%以上進んでいるといえる。 

 2） 成果 2 
指標 2-1「ESSAP 本部スタッフがモデル地区において無収水の構成要素を特定できるようにな

る」に係り、ESSAP 本部のスタッフは無収水削減計画、漏水探査技術、及び無収水削減の評価に

おける技術を取得しており、その技術普及ができるようになった。現在、一つのモデル地区では

無収水の構成要素の特定とその定量化に着手したところである。今後その他のモデル地区でも同

様な活動が進められる予定である。 

指標 2-2「ESSAP 職員がモデル地区において無収水管理のための計画を立案できるようになる」

に係り、既述のとおり「無収水管理マニュアル Ver.1」が完成しており、引き続き実施される OJT
を踏まえてこれの改訂版が作成され、同改訂版にそって無収水管理計画が立案される予定である。 

指標 2-3「ESSAP 本部スタッフが、漏水箇所の特定・補修、違法接続の探知及び合法化、配水

量の適正管理など、日常的な無収水管理業務に必要な技術を修得する」に係り、上記のとおり、

ESSAP 本部のスタッフは無収水削減計画、漏水探査技術、及び無収水削減の評価における技術を

取得しており、その技術普及ができるようになった。モデル地区では、習得された技術における

OJT が進み、習得された技術は既に日常作業に応用されているが、無収水部のフィジカルロス課

の傘下に漏水探知チームが形成されていないため、主に同課のスタッフが兼務で漏水探知作業を

実施している。 

指標 2-4「モデル地区における無収水率が減少する」に係り、既述のとおり、一つのモデル地

区では無収水の構成要素の分析に着手し、また 2012 年以降ではその他のモデル地区でも実施され

る予定であり、これらを基に無収水率の減少のための活動が行われる予定である。 

上記により、本成果は一定の効果を発現しており、2012 年以降に漏水探知チーム 2 班が設置さ

れればその全てを達成する可能性は高い。 
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 3） 成果 3 
指標 3-1「ESSAP 本部スタッフがモデル地区において水圧管理のための計画を立案できるよう

になる」に係り、既述のとおり水圧管理技術の項目はこれまでの理論研修の資料、OJT の成果に

含まれており、これらをまとめて水圧管理技術マニュアルに沿ってモデル地区の水圧管理計画の

立案が可能となる予定である。 

指標 3-2「ESSAP 本部スタッフが、減圧弁の設置、ウォーターハンマー対策、水圧記録装置の

設置、水圧データの解析など、日常的な水圧管理業務に必な技術を修得する」に係り、配水網の

ゾーニング方法、水圧の基礎、水道用バルブの基礎、配水ネットワークの水理解析、流量計・水

圧計の設置と管理に係る技術移転が進んでおり、日常的な水圧管理業務に必要な技術は習得され

ている。 

指標 3-3「モデル地区において水圧の適正範囲内で制御される」に係り、全てのモデル地区の

給水栓水圧を 24 時間連続測定し、配水管網でどのような水圧変動が発生しているのか定量的に学

ぶトレーニングが実施されており、引き続き水圧管理対象 2 地区の水圧が適正範囲内で制御され

る予定である。 

上記のとおり、今後予定されている OJT より習得される技術によって本成果が達成される可能

性は高い。 

 4） 成果 4 
指標 4-1「ESSAP 本部から地方支局に対する研修が○○回実施される」に係り、2013 年から開

始を予定している技術移転は、無収水部傘下の施工班より、コロネル・オビエド、ピラール、コ

ンセプション及びエンカルナシオンの各支局の施工班へ行うことが計画されている。次回 JCC に

てプロジェクト PDM の変更が予定されており、本指標の定量化を行う予定であり、研修を 4 回

実施することが検討されている。 

以上のとおり、一部の成果については既に効果を発現しており、その他成果についても、2012
年以降の計画どおりに活動が進めば達成可能である。 

（3） 効率性 
 1） アウトプット 

成果 2 の活動 2.2 に係り、既述のとおりモデル地区における現況調査の実施と課題の分析は実

施されたが、無収水管理チームの結成が完了していない。また、モデル地区の水理的独立化（小

ブロック化）はできているが、流量モニタリング、漏水量の推定と削減対策、無収水の構成要素

の特定に必要な現場活動に支障がでている状態である。 

この問題は、既述のとおり前総裁就任中に ESSAP の組織改編が実施され、無収水部に所属して

いた現場施工班が解散されたことによる。現役総裁は同チームの 2 班を含んだ ESSAP の組織再編

に賛成しているが、人事任命に至っていない状態である。 

その他成果に関しては計画どおり活動が実施されており、プロジェクト目標の達成に貢献して

いる。 
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 2） インプット 
成果 3 の活動 3.2 に係り、既述のとおり、ESSAP 負担事項である流量計測ピットの建設や資機

材調達は遅れている。 

この問題は、世界銀行の関連プロジェクトによって供与される予定であった資機材が、同プロ

ジェクトの進捗が遅れているため発生したものである。現総裁はその解決策として、ESSAP が独

自に調達することを進めているが、資機材の調達は今月末の納期を予定しており、約 10 ヶ月の遅

延をもたらしている。 

その他の投入項目については計画どおり実施されており、プロジェクト目標の達成に貢献して

いる。 

（4） インパクト 
 1） 「ESSAP のサービスエリアにおける配水量及び水圧が適切に管理される」の達成見込み 

無収水部の水理解析担当者の技術力は十分なレベルにあり、本プロジェクトのモデル地区で配

水量及び水圧の測定体制が整い、測定結果に基づいて技術的に妥当な改善計画を立案できれば、

可能性が高くなる。 

 2） 「水道契約者数が増加する」の達成見込み 
本プロジェクト終了後に無収水削減が達成できれば、ESSAP の収支が改善されることに伴い施

設拡張のための投資力が増すと推測する。同施設拡張により水道網も拡張され新規の水道契約者

が増加すると見込まれる。 

 3） 「顧客満足度が改善する」の達成見込み 
水道メータの設置による正確な水道料金の徴収、水圧の適正化が実現されることによって、顧

客満足度が改善する可能性は高い。 

 4） 「社会やプロジェクト関係参加機関そして裨益者への経済的影響」の達成見込み 
ESSAP は納税者であるため、同収益増による納税増より、国庫への経済効果を寄与することと

なる。 

 5） その他正負の間接的効果 
無収水削減により水資源の有効利用に寄与する。また、地方に居住する先住民（グアラニー族、

トゥピー族やナズック族等）の水汲みは慣習的に女性が行うこととなっているため、上記と同様、

ESSAP 地方支局の無収水削減から生じる地方支局の収支改善によって上水道普及率が地方の先

住民居住地をカバーするようになれば、現在、水汲みを行っている女性の労働緩和に寄与する。 

（5） 自立発展性 
 1） 協力終了後の政策・制度面の持続性（見込み） 

既述のとおり DAPSAN は上下水道事業における長期投資計画の作成を進めており、更に

ERSSAN 及び UMEP は ESSAP のサービス効率化を目指しており、協力修了後の政策・制度面の

持続可能性は高いといえる。 
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 2） 実施機関の体制 
ESSAP の組織体制については総裁の意思決定に誘導される仕組みとなっており、これまでの実

績として、政権交代等によって総裁が 2 回も代わっており、来年予定されている大統領選挙・交

代後には再び交代されることが懸念されている。また、既述のとおり、無収水削減に係る活動を

実施するためには ESSAP 本部の無収水部の漏水探知チームの編成が急務である。 

ESSAP は部署レベルの SWOT 分析に基づいた 2011-2015 年戦略計画（ESSAP S.A. Planificación 
Estratégica 2011-2015）を策定しており、主に世界銀行の PMSAS プロジェクト資金による ESSAP
の 2011-2015 の投資計画が掲げられている。無収水部の項目では、本プロジェクトによって習得

される技術の応用による将来展望が課題として掲げられており、これを実践することにより、本

プロジェクト成果の自立発展性へ寄与するものと考えられる。 

世界銀行の支援より、ESSAP では下水道セクターのマスタープランが策定され、アスンシオン

首都圏の生活排水集水網及び簡易処理による放流システムを優先施設として挙げられ、PMSAS
プロジェクトによって建設が進められる予定である。一方、上水道セクターでは、組織の体制が

不十分であるため、配管更新の将来計画、サービスエリアの拡張計画等を考察する当該マスター

プランの策定ができない状況である。本プロジェクト成果の ESSAP 内部の組織的展開のためには、

ベースとなるマスタープランのような計画性を必要とするものであるため、ESSAP 上水道セクタ

ーに関しても中長期的な計画が必要である。 

 3） 実施機関の技術 
本プロジェクトの技術移転は、適切な配管施工法、無収水削減方法、配水管網における流量と

水圧の関係、水道メータ調査、配水管網マニュアルの作成等に係る技術が習得され、ESSAP 独自

で応用可能なように実施されており、地方支部への技術普及の可能性も高い。 

 4） 実施機関の財務状況 
下表に ESSAP の過去 3 年間の財務指標を示す。 

財務指標 
2009 年 2010 年 2011 年

単位：百万 Gs. 

料金徴収（公的機関） 17,026 21,029 18,880

料金徴収（民間セクター） 184,815 188,447 200,311

営業利益 53,342 35,102 49,578

純利益 43,551 30,514 46,254

固定資産 80,550 89,316 109,110

減価償却費 38,414 42,185 48,343
 

表示のとおり、ESSAP の財政状況は健全である。また、上記 2011-2015 年戦略計画では下表の

とおり、投資計画が掲載されている。 
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資金調達機関 
2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 累計 

単位：百万 Gs. 

ESSAP 12,545 23,509 24,684 25,918 27,214 113,870 

世界銀行 20,263 163,385 186,282 369,930 

JICA 140 13,154 13,294 

合計 32,948 200,048 210,966 25,918 27,214 497,094 
 

以上のとおり、ESSAP の財務的及び技術的な要素では持続性が高いため、無収水部の組織再編

が実施され、その状況が維持されれば、本プロジェクトによって習得される技術の自立発展性は

高いといえる。 

4-2 結論 

技術移転に関しては計画どおり進んでいるものの、習得された技術の応用面では、漏水探知作業に

係り、実務を行うスタッフが ESSAP に任命されていないため、部署内のスタッフの兼務作業によっ

て進められている。本プロジェクトの円滑な活動及び持続発展性のために、無収水管理及び水圧管理

チームの任命を含む ESSAP 組織の再編を必要としている。 

ESSAP 負担の一部資材の調達遅れ及びこれら資材の遅れによって進められていない工事は、本プ

ロジェクトのモデル地区での OJT 活動を遅らせているが、今月末には同資材が納入され次第に当該

工事が行われる予定であるため、プロジェクト活動が容易に行える状況であることが確認された。 

以上に鑑み、本プロジェクトの進捗状況は以下のとおりである。 

本プロジェクトはパラグアイ政府の開発政策、開発ニーズ及び日本の援助政策と整合しており妥当

性は高い。 

本プロジェクトでは一部の発現効果が認められているが、ESSAP 側のプロジェクトチーム任命が

実施されることによって有効性がさらに高くなると思われる。 

本プロジェクトでは、モデル地区での一部活動が遅れているものの、他のプロジェクト活動は問題

なく進んでいる状況である。モデル地区での活動が 2012 年 11 月頃から開始可能となれば、効率性向

上へ寄与することになる。 

本プロジェクトのインパクトに関しては、既述のとおり 2012 年以降の活動が計画どおり実施され

れば、高くなると予想される。また、世界銀行の資金によって計画されている上水道整備事業では、

アスンシオン首都圏の配管網の約 2%を対象とした更新工事がアスンシオン市の中央部（主に Artigas
通り、Brasilia 通り）で予定されており、本プロジェクトで習得された技術の応用を本地区で行うこ

とが検討されている。 

政策・制度面の持続性、応用技術の適用性、ESSAP の財務状況には問題なく、今後プロジェクト

チームの任命及び ESSAP の組織再編によって本プロジェクト成果の自立発展性は高くなると予想さ

れる。 

なお、プロジェクト目標の達成見込みに係る指標 2. 「ESSAP 本部及び地方支局の技術者及び技師
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が○○名以上、配水網管理に係る研修を修了する」、及び成果 4 の達成度に係る評価指標 4-1「ESSAP
本部から地方支局に対する研修が○○回実施される」につき、日本人専門家及びパラグアイ側カウン

ターパートの協議が行われ、各々「ESSAP 本部及び地方支局の技術者及び技師が 50 名以上、配水網

管理に係る研修を修了する」、及び「ESSAP 本部から地方支局に対する研修が 4 回実施される」に変

更する旨提案された。評価団は、本プロジェクトの実施体制、ESSAP の地方支局を含む体制及び本

プロジェクト達成度に鑑み妥当であると判断した。その他、成果 4 に係る評価指標、投入資機材等に

つき本プロジェクトのニーズに対応する必要があり、PDM の改定が中間レビュー時の JCC において

承認された。（別添資料 4 の PDM Ver.0：元 PDM、PDM Ver.1：改定 PDM）。 

4-3 団員所感 ①（無収水対策：讃良貞信） 

（1） はじめに 
本プロジェクト開始から 1 年半が経過した。この間、プロジェクトは概ね順調に推移し、漏水

調査、水圧測定、配管施工技術等、無収水削減に関連する多くの技術が ESSAP のカウンターパー

トに対して移転されてきた。しかしながら、アスンシオンの無収水問題を抜本的に改善するため

には、アスンシオン首都圏の配水網整備が不可欠である。そして、その第一歩は配水網のセクタ

ー化（Sectorization）であると私は考えている。そのことは、これまでも機会あるたびに関係者に

対して説明してきたが、今回改めてセクター化の必要性について触れることにする。 

（2） 配水網のセクター化 
無収水管理を含む、配水網の効率的な運転維持管理を目的とする配水網のセクター化は、いま

や世界的な潮流であり、世銀や ADB が支援する多くの上水道プロジェクトで採用されている。

JICA が上水道整備を支援する多くの都市1においても、配水網のセクター化が既に実施されてい

るか、計画中である。アスンシオンにおいても、世銀が支援する水衛生セクター近代化プロジェ

クトの中で、アスンシオン首都圏全域の配水網の水理モデル構築及びセクター化計画策定のため

の調査が 2013 年から実施される予定であり、調査を担当するコンサルタントの調達に係る業務指

示書（案）を ESSAP が現在作成中である。 

アスンシオン首都圏の無収水率は 50％前後であると言われている。アスンシオン首都圏の一日

当たりの供給水量 350,000m3 の半分 175,000m3 が行方不明になっている計算になる。標準的な 25
メートルプール2の約 265 杯分の水が、毎日どこかに消えているわけである。にわかに信じ難い話

である。こうした状況が何年間も続くことで、国や ESSAP が被る経済的損失は計り知れないほど

大きなものである。無収水削減対策に真剣に取り組まなければならないことは明白である。そこ

で問題になるのが、どういう対策をどのような手順で実施することが最も効率的で費用対効果が

大きいかということである。その戦略を立てるための第一歩は、「無収水がどの地域にどれだけ発

生しているか」を正確に把握することである。 

アスンシオン首都圏は広大な面積をカバーしており、当然のことながら、無収水の発生状況に

は地域的なばらつきが存在するはずである。どの地域の無収水率が、他の地域と比べより深刻で

あるかを把握することができれば、地域毎に対策実施の優先順位を設定し、効率的かつ費用対効

                                                        
1 サンパウロ、リマ、デリー、チッタゴン等 
2 幅 17.5m×長さ 25.0m×深さ 1.5ｍ＝656m3 



 

4-9 

果の大きな無収水削減対策を実施することが可能となる。配水網のセクター化の大きな目的の一

つは、この「無収水の地域的発生状況」を正確に把握することにある。 

例えば、アスンシオン首都圏の配水管網を 20 箇所前後のセクターに分割するものと仮定する。

そのためには、各セクターの配水管網を隣接するセクターの配水管網から水理的に切離す作業が

必要となる。各セクターの入口は原則 1 箇所のみとし、入口には電磁流量計、水圧計、圧力調整

弁等を設置する。これらの機器で測定したデータは、SCADA（System Control & Data Acquisition）
を用いて ESSAP 本部へ送られ記録される。ESSAP 本部では、送られてきた測定データを大型デ

ィスプレイに表示させることで、各セクターにどれだけの水量がどのくらいの水圧で注入されて

いるかを、24 時間リアルタイムで把握することが可能となる。その他にも、圧力調整弁の設定値

を変更することで、昼夜の配水圧調整を図ることや、セクター間の給水均等化を図ることも可能

となる。また、水量や水圧の異常な変化を検知してアラームを発生させることで、管の破裂事故

や大規模な漏水の発生を早期に発見することも可能となる。 

ここまで完成すると、ある一定期間内に各セクターに注入された水量を正確に求めることが可

能となる。次の問題は、各セクター内で発生した請求水量を正確に把握することである。そのた

めには、ESSAP の現在の料金徴収区の境界線を各セクターの境界線に一致させる作業が必要とな

る。その作業が完成すると、ある一定期間内に各セクターで発生した請求水量を正確に求めるこ

とが可能となり、注入量と請求水量の差が無収水量であることから、各セクターの無収水率を正

確に算定することが可能となる。 

（3） 無収水削減対策の実施 
セクター化作業が完了すると、各セクターの無収水率が明らかになり、セクター毎に無収水削

減対策実施の優先順位を設定することが可能となる。対策実施にあたって重要となるのは、ESSAP
が無収水削減の当面の目標を何％に設定するかということである。目標の設定次第で、実施する

無収水削減対策の内容が変わるからである。私は、ESSAP が当面の目標を半減の 25％に設定すべ

きであると考えている。仮に 25％とした場合、現在の無収水率が既に 25％を下回っており、対策

の実施が不要なセクターが出てくる可能性もある。 

最も無収水率が高いことが判明したセクターから、順番に無収水削減対策を実施することにな

る。その際、セクター内をさらに複数のサブ・セクターに分割する手法を用いることが考えられ

るが、費用と時間がかかるので推奨しない。セクター内の既存配水網の状況が、少ない費用と短

時間でサブ・セクター化できるような状況でない限り、この方法は採用すべきでない。将来、当

面の目標である無収水率 25％をクリアし、さらに低い目標値を設定するような場合には、サブ・

セクター化の検討が必要になるかも知れない。 

一口に無収水削減対策と言っても、その内容は様々である。無収水発生の主要原因が何である

かによって、実施すべき対策の内容も自ずと変わってくる。対策内容の検討にあたっては、本プ

ロジェクトで実施される無収水管理パイロットプロジェクトで得られる知見や経験が最大限にフ

ィードバックされることが期待される。無収水削減対策の中で最も大きな費用を要するのが配水

管の更新である。したがって、配水管更新は目標達成のための最後の手段として考えるべきであ
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る。その他の対策としては、顧客メータ設置の徹底化3、違法接続の解除・合法化、漏水の探知・

修理、等がある。まずこれらの対策を十分に実施し、それでもセクター内の無収水率が目標値よ

り下がらないような場合は、口径が最も小さい4配水管（接続する給水管を含む）から順番に更新

していく方法が効果的である。給水管及び給水管接続部に漏水が多いことが経験上分かっている

からである。もう一つのセクター化の利点は、効果を確認しながら対策の実施を進めることがで

きることである。既述したように、配水管の更新は、費用が嵩む上、顧客にも断水等で迷惑をか

けることになるため、目標達成に必要最小限の範囲に止めるべきである。当面の無収水削減目標

を 25％に設定する限り、大規模な配水管更新は不要であると予想される。いずれにせよ、2～3
箇所のセクターにおいて無収水削減対策が完了すれば、どの対策が目標達成に有効であるか、ど

こまでの対策が目標達成に必要になるか、等が傾向として明らかになってくるはずである。 

（4） 無収水削減の費用対効果 
無収水削減のために、どこまで資金を投入するのが経済的に妥当かという問題がある。妥当な

資金投入額は、削減目標値によって大きく異なるが、一つの目安は、投入する資金を 5 年間で回

収可能になるような無収水率を目標値として設定することである。換言すれば、ある目標値を設

定した場合、無収水率をそこまで低下させることにより増えることが予想される料金収入の 5 年

間分に相当する金額までは、資金を投入しても妥当であるということである。なお、これはあく

まで財務便益だけを考慮した場合の目安である。経済便益まで含めて考えると、より多くの資金

の投入が妥当と判断されることになるが、本所感では財務便益に絞って話を進めることとする。

このような目安を設定することで、投入可能な資金量に応じた目標設定を行うことが可能となる。

5 年間という費用回収期間は、無収水率をいったん低下させれば、その効果は少なくともその後 5
年間は持続するであろうという想定に基づく、削減効果持続期間である。 

上述した投入資金の目安は、無収水率を 25％程度まで下げる場合の目安である。無収水率を

25％以下に低下させる場合は、この目安は参考にならないことに注意する必要がある。何故なら、

無収水率を 50％から 25％にまで下げるより、25％から 15％にまで下げる方が遥かに困難で、多

くの費用を要するからである。既述のとおり、アスンシオンにおいては、無収水率を 25％にまで

低下させることを当面の目標として設定することを推奨する。将来目標の 25％を達成した時点で、

さらに低い目標を設定して対策を進めるか、それとも 25％を維持していく方針とするか、判断す

れば良い。 

（5） 世銀のセクター化調査に関する懸念 
既述のとおり、世銀が支援する水衛生セクター近代化プロジェクトには、アスンシオン首都圏

全域の配水網の「水理モデル構築」及び「セクター化計画策定」に係る調査が含まれており、同

調査を担当するコンサルタントの選定に係る業務指示書（案）を、ESSAP が現在作成中である。

この調査で策定されることになる配水網のセクター化計画が、今後の ESSAP の無収水対策実施に

大きな影響を及ぼすことになる。このため、本プロジェクトに携わる日本人専門家が、業務指示

書（案）の作成段階から、積極的にこの調査に関わり、ESSAP を支援していくことが望まれる。

というのも、世銀の調査には幾つか懸念があるからである。 

                                                        
3 既存メータの動作確認、故障メータの交換を含む。 
4 例えば、25mm、50mm、75mm 
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世銀の調査は、2013 年から 2015 年にかけて実施される予定である。ここで問題となるのは、「水

理モデル構築」と「セクター化計画策定」のどちらに調査の重点が置かれるかということである。

世銀は、他の途上国5でも同様な調査を実施しているが、そこでは「水理モデル構築」に重点が置

かれており6、調査期間の大半がそのために充てられおり、「セクター化計画策定」に係る調査は、

調査期間の後半に比較的短期間で実施される工程になっている。調査の流れは、「①既存配水網の

詳細な水理モデルを構築」、「②モデルを用いて水理解析を行って既存配水網を診断」、「③セクタ

ー化計画を策定」である。仮に、アスンシオンでも同様な流れで調査が行われるとすると、セク

ター化計画策定の時期が 2014 年後半以降となり、本プロジェクトの日本人専門家による ESSAP
支援ができなくなる7可能性がある。 

水理モデル構築には、既設配水管の位置、口径、管種、布設年次、等に係る正確な情報を入力

する必要があるが、本プロジェクトの日本人専門家によれば、ESSAP は既設配水管の正確な情報

を所有しておらず、モデル構築作業は難航することが予想される。かかる状況下、費用と時間を

かけて水理モデルを構築することにどれほどの意義があるのか、疑問が残るところである。一方、

水理モデルの構築や既存配水網の診断を実施しなくても、セクター化計画を策定することは十分

可能である。業務指示書（案）8の最終化にあたっては、この点に十分留意すべきである。 

世銀の調査に関するもう一つの懸念は、世銀が言うところのセクター化の概念が、本所感でそ

の必要性を説明しているセクター化の概念と違っているかもしれないという懸念である。業務指

示書（案）9の最終化にあたっては、この点にも十分留意すべきである。世銀が言うところのセク

ター化は、配水網を量水区画（DMA: District Metered Area）に分割することを意味している可能

性がある。量水区画化とは、配水網の漏水管理を主目的として、1 区画あたりの給水栓数が 500
～3,00010の比較的小さな区画に分割することである。一方、本所感で提案しているセクター化は、

無収水の地域的発生状況を正確に把握することを主目的として、アスンシオン首都圏の配水網全

体を 20 箇所程度の大きな区画に分割することである。アスンシオン首都圏の給水栓総数がおよそ

200,000 であるから、1 セクター当りの平均給水栓数は、10,000 程度になる。配水網分割にかかる

費用は、量水区画化と比べて少なくて済むことになる。 

配水網の量水区画化は、漏水を厳格に管理するための手法であるが、現在のアスンシオンにそ

の手法を導入するのは時期尚早である。既述のとおり、アスンシオンの場合、現在の無収水率を

25％程度にまで低下させることを当面の目標とすべきであり、その目標は量水区画化を行わなく

ても十分達成可能である。当面の目標を達成した上で、さらに無収水率を下げようとする場合に

は、セクター内をさらに細かく分割するサブ・セクター化や量水区画化が必要になるかも知れな

い。 

                                                        
5 例えば、バングラデシュ国「Chittagong Water Supply Improvement and Sanitation Project (CWSISP)」 
6 先日、ESSAP 関係者に確認したところ、現在作成中の業務指示書（案）においても、「水理モデル構築」に調査の

重点が置かれているとのことであった。 
7 本プロジェクトは、2014 年 2 月末に終了の予定である。 
8 世銀が支援する「水衛生セクター近代化プロジェクト」において、アスンシオン首都圏全域の配水網の水理モデル

構築及びセクター化に係る調査が実施される予定になっており、その調査を担当するコンサルタントの調達に係る

業務指示書（案）のことである。現在 ESSAP が業務指示書（案）を作成中。 
9 脚注 8 に同じ。 
10 International Water Association (IWA)「Guidance Notes on District Metered Areas」  
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（6） おわりに 
冒頭でも述べたように、アスンシオンの無収水問題を抜本的に改善するためには、配水網整備

が不可欠であり、その第一歩は配水網のセクター化であると私は考えている。その理由は、セク

ター化により、無収水の地域的発生状況を正確に把握すること、及び、効果を検証しながら無収

水削減対策を進めることが可能となり、その結果として費用対効果の大きい効率的な無収水削減

対策の実施が可能になるからである。 

下記の作業を番号の順に実施することで、アスンシオン首都圏の現在の無収水率 50％を 25％に

まで、費用対効果が最も大きい方法で低下させることが可能である。 

① アスンシオン首都圏全体の配水網のセクター化計画策定11 
② 上記計画に基づくセクターの構築（各セクター流入部における電磁流量計、圧力計、水圧

調整弁等の機器設置を含む） 
③ ESSAP 本部に SCADA を構築、上記機器と本部を SCADA で連絡 
④ 既存料金徴収区域境界線と各セクター境界線との整合化 
⑤ 各セクターの注入水量及び請求水量から正確な無収水率を算定、対策実施の優先順位を設

定 
⑥ 優先順位が最も高いセクターから順番に無収水削減対策を実施、各セクターにおいて無収

水率が 25％に下がるまで対策を継続 

この内、①については世銀の支援で実施する調査の中でセクター化計画が策定される予定であ

るが、既述のとおり、その調査内容には幾つか懸念が残っている。本プロジェクトに携わる日本

人専門家の皆さんには、この調査に関して、調査の業務指示書作成段階から ESSAP 関係者を支援

し、できるだけ早い時期に本所感の構想に沿った配水網セクター計画が策定されるよう、ESSAP
を全面的に指導していただくことを、今回強くお願いした次第である。 

②～⑥に関しては、ESSAP 側に予算上の制約があるようであれば、試験的に 2～3 箇所のセク

ター構築を先行して実施するという選択肢もある。将来的に②～⑥の実施に必要となる資金をど

う確保するかという問題は残るが、実施にあたっての ESSAP が必要とする技術支援に関しては、

本プロジェクトのフェーズ 212の中で行うことが考えられる。 

世銀の水衛生近代化プロジェクトの中には、無収水削減及び配水効率化を目的とする小規模な

施設整備13の実施が含まれており、そのための予算として 1,000 万米ドル（現在の為替レートでお

よそ 8 億円）が計上されている。あくまでも世銀の同意が前提となるが、この予算の一部をセク

ター構築のために使用する可能性も残されている。 

アスンシオンの無収水問題を抜本的に改善するためには、ESSAP 自身が「この方法で改善する」、

「この方法なら必ず改善できる」という、強い意志を固めることが必要である。本プロジェクト

の日本人専門家の皆さんには、「その方法」とは、上記①～⑥であることを ESSAP が早期に理解

するよう、ご指導をお願いする次第である。以上 

                                                        
11 セクター数は 20 箇所程度。 
12 本プロジェクトのフェーズ 2 を実施するか否かは今後の検討課題である。 
13 例えば、DMA 構築、漏水が多い配水管の更新、メータの設置、故障メータの交換等。 
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4-4 団員所感 ②（配水網維持管理：工藤恭久） 

本プロジェクトが開始されて、１年半が経過した。 

この間、既存水道管の調査を行い、管の老朽化、管のデータ不足、計量欠如等の問題点を明らかに

した。この結果に基づいてカウンターパートと共に研修プログラムを組み、座学研修やモデル地区を

設定しての実技訓練等を行い配水網管理技術の強化は順調に図られている。将来の漏水防止計画（配

管図の整備、配水・漏水量・水圧の把握、漏水の早期発見、修理等）はカウンターパートによってア

スンシオン配水網管理に合った物が作成されて実施されることが期待できる。 

漏水は、管自体の老朽に加え、地盤沈下、腐食等の影響を受けるため、修理後、新たな漏水が発生

することから、無収水率を下げるには水道管の更新が不可欠である。 

ESSAP は最近水道料金を 20 パーセント値上げした。その結果、市民（需要者）が無収水率の高さ

に関心を持つようになっている（総裁から無収水を含む水道全般についてのラジオ取材を受けたとの

話を伺った）。 

ESSAP は無収水率をこれ以上高くすることや現状維持することは、許されない状況にあると考え

る。よって、配水ブロック化を進めていくと共に、漏水・修繕箇所の多い管路や前記管路と条件（管

材質、埋設土質、水圧、道路荷重、布設年等）の似た管路の更新工事を行うことも必要で有ると考え

る。 

ESSAP は市民に対して無収水対策の説明責任を果たしていかなければならない。そのための資料

となる水道管更新計画作成に、カウンターパートが参加して費用対効果の高い更新計画（アスンシオ

ン市民に理解される計画）や新たな漏水原因を造らない工法が策定されることが期待される。 

私が感じた課題点としては、本プロジェクトは、ESSAP の将来を見据えた人材育成であるが、今

までの ESSAP は人材が育つ組織造りを十分に行ってこなかったように思われた。このプロジェクト

の成果が大きく広められるには ESSAP の今後の組織作りの方向性が影響してくるものと思われる。 

中間レビューに参加して、私が配水網維持管理アドバイザーとして、水道事業体の実務経験に基づ

き助言できることは以下の通りである。 

１、高知水道局における SCADA, GIS データベースの構築・運用実務 
２、高知水道局における漏水対策、水圧管理への取り組み事例紹介 
３、配水網管理全般に係る ESSAP への助言 

① 高知市水道局（日本）における「市民（需要）が安全でおいしく飲める水道水の確保」の

ための配水網維持管理（市民に信頼される水道づくり）（紹介・提言） 
（理由）アスンシオンでは、ポリタンクに水を入れたトラックが街中を走りまわって飲料

水を販売している。なぜ市民が飲料水を購入しているか解りませんが、私は水道水から塩

素臭を強く感じました。今後普及率を高めるためにも「安全でおいしく飲める水道水の確

保」が大切だと思う。 
② 管破裂・水質事故や災害時の対応マニュアル作成及び訓練について（提言） 

（理由）アスシオンの水道管は、老朽化が進み漏水が多く発生している。現在は、各家庭



 

4-14 

に配水している小口径管の漏水である。更新工事が遅くなれば大口径管の破裂事故が想定

される。大口径管の破裂事故はリスク（修繕材料の確保が難しい、断水時間が長期、断水

範囲が広域、濁水範囲が広域、二次災害の恐れ等）が大きく、迅速な復旧体制の確立が大

切となる。そのためにマニュアルの作成及び訓練が必要である。 

③ 漏水事故を防ぐための配管技能（水道管の布設や接続）者講習会、その他講習会（紹介） 

（理由）高知市では日本水道協会と協力して、全国の水道関係者を対象に高知市職員によ

る配管講習会を毎年開催しています。 

④ 日本の水道事業体での色々な事故事例（紹介） 

（理由）水道施設における事故は、安定給水に大きな影響を及ぼすことが多い。過去の事

故から教訓を学び、事故の再発防止及び事故防止の技術継承に活かすことは大切である。 

４、高知市水道局マスタープラン（10 年間）とプラン実現のための事業進捗管理、及び日本の水道

事業体が直面している課題。（紹介） 
（理由）ESSAP には長期戦略計画がない。しかし、職員はマスタープランの必要性は認めてい

る。現在の日本の水道事業体の課題は将来の ESSAP の課題となる。 
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第5章 提言と教訓 

5-1 提言 

モデル地区での OJT を円滑に実施するために、早期に ESSAP 無収水部フィジカルロス課に漏水探

査チームを設置し、漏水計測ユニット、水圧管理及び配水網分析班の計測技師を任命する。 

現在納期が遅れているモデル地区への資材の調達及び関連工事の実施を早期に行い、モデル地区で

の OJT を円滑に実施できるようにする。 

本プロジェクトの活動 4.2「ESSAP 本部から支局への技術移転に必要な体制を構築する」では、

ESSAP の 4 地方支局（コロネル・オビエド、ピラール、コンセプション、及びエンカルナシオン）

を対象に技術移転活動が計画されているが、そのうち、ピラール及びコンセプションでは上水道分野

における無償資金協力が進行しているため、これら地域での配水網管理における技術移転は、同上水

道システムの適正管理に寄与するものであると考えられるため、その徹底は重要な課題である。 

本プロジェクト終了後には、上水道セクターのマスタープランのような中長期的計画を策定し、本

プロジェクトによって習得される配水網管理技術が計画的に応用され、無収水削減や水圧の適切調整

を実践して行くことを推薦する。 

5-2 教訓 

本プロジェクト実施中に、モデル地区での活動の一部を担うことが期待されていた現場施工班が解

散されたため、OJT 活動への影響を及ぼしている。このような状況は早期に解決し、再発防止に努め

る必要がある。 

モデル地区での OJT を行うために必要としていた資材の調達及び工事費を別プロジェクトによっ

て実施することを予定していたが、同プロジェクトの開始が遅れたため、ESSAP 独自の負担で提供

されることになった。ただし、その決定までに約 7 ヶ月遅れ、当該活動に係り計画上約 10 ヶ月の遅

れを伴っている。このような前提条件が満たされない状況が確認された場合には、早期に解決しプロ

ジェクト成果への影響を軽減するように努める必要がある。 
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別添資料１ 
 「配水網管理技術強化プロジェクト」中間レビュー調査日程 
 

 
日  曜日 

JICA  （讃良、 

工藤、緒方） 
役務提供団員（羽地）、通訳（高濱） 

1  9 月 29 日  土   
12：40：東京→17：45：ミュンヘン（LH715） 

21:45：ミュンヘン→ 

2  9 月 30 日  日   
→5：20：サンパウロ（LH504） 

8:30：サンパウロ→9：30：アスンシオン（PZ713） 

3  10 月 1 日  月   

10：00：JICA 事務所長表敬 

10：30：JICA 事務所打ち合わせ 

13：00：専門家打ち合わせ 

4  10 月 2 日  火   

8：00：評価チームとの打ち合わせ 

8：30：カウンターパートへのインタビュー 

PM：現場視察 2 カ所 

5  10 月 3 日  水   

8:30：MOPC（DAPSAN）表敬・インタビュー 

14:00：AECID  表敬・インタビュー(confirmado con Juan Enrique 

García) 

15：30：PAHO 表敬・インタビュー 

PM：専門家打ち合わせ、情報・資料収集 

6  10 月 4 日  木    8：00：ESSAP カウンターパート・専門家との打ち合わせ 

7  10 月 5 日  金   
9:00：IDB 表敬・インタビュー  (Jorge Oyamada) 

専門家打合せ、資料整理 

8  10 月 6 日  土    資料整理 

9  10 月 7 日  日    資料整理 

10  10 月 8 日  月 

12：40：東京→

17：45：ミュン

ヘン（LH715） 

21:45：ミュンヘ

ン→ 

ESSAP 他の部署との連携について、他の部署関係者（部長）へのインタ

ビュー 

11  10 月 9 日  火 

→5：20：サン

パウロ（LH504） 

8:30：サンパウ

ロ→10：30：ア

スンシオン

（PZ713） 

8：00：BM との Skype テスト 

ESSAP カウンターパート、専門家との打ち合わせ（情報・資料収集に係

る確認） 

14:00：大蔵省 UMEP 表敬・インタビュー 

12  10 月 10 日  水 

8：00：JICA 事務所打ち合わせ 

9：00：団内会議 

13：00：ESSAP 表敬（総裁） 

15：00：DAPSAN 表敬（DAPSAN）  

13  10 月 11 日  木 

9:00：企画庁表敬・インタビュー 

10:30：Banco Mundial  （世銀）via Skype  （ホテルにて・・） 

(user name de Skype es: guillermomingolla) 
13：00：ERSSAN 表敬(Ing. Harry Mud) 

現場視察、情報収集 

評価チーム協議  （ESSAP） 
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14  10 月 12 日  金 
ESSAP 協議 

資料整理、中間レビュー報告書（案）作成 

15  10 月 13 日  土  資料整理、中間レビュー報告書（案）作成 

16  10 月 14 日  日  資料整理 

17  10 月 15 日  月  ESSAP 総裁との協議 

18  10 月 16 日  火  コルネロオビエド（ラビクアリ・ミ浄水場）視察 

19  10 月 17 日  水 
ESSAP 協議（中間レビュー報告書） 

15：00：調査団最終打ち合わせ 

20  10 月 18 日  木  10：00：合同調整委員会、ミニッツ締結 

21  10 月 19 日  金 
14：00：大使館報告 

17：30：JICA 事務所報告 

22  10 月 20 日  土 
12:20：アスンシオン→15：00 サンパウロ（PZ706） 

18:35：サンパウロ→ 

23  10 月 21 日  日 
→11：10：フランクフルト（LH507） 

13:50：フランクフルト→ 

24  10 月 22 日  月  →7：55：東京（LH710） 
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Project Title: Project on the Capacity Development of Distribution Network Management of ESSAP 
Target Areas: Republic of Paraguay 
Target Group: Empresa de Servicios Sanitarios del Paraguay S.A.(ESSAP）                        

 
Narrative Summary Objectively Verifiable Indicators Means of Verification Important 

Assumptions 
Overall Goal 
ESSAP's water supply service is improved. 

 
1-1. Flows and water pressures in ESSAP 

service area are properly controlled. 
1-2. Number of customers is increased 
1-3. Customer satisfaction level is 

improved. 
 

 
1-1. Operation Records of 

ESSAP  
 
1-2. Customer ledger  
1-3. Customer Survey 

 
 

Project Purpose 
Distribution network management (DNM) capacity of 
ESSAP is enhanced. 
 

 
1. DNM technologies transferred under 

the Project are applied in the 
day-to-day operation 

2. More than ○○engineers and 
technicians of ESSAP HQ and 
branch offices complete training on 
DNM technologies 

3. ESSAP initiate formulation of 
distribution network improvement 
plan 

 

  
・ Annual plan document 
・ Annual report on activity 
・ Reports of the Project 

 

 
The Government of 
Paraguay and/or 
Donors make 
investments that are 
necessary for the 
improvement of 
ESSAP’s distribution 
networks 

Outputs 
1. ESSAP headquarters (HQ) understand the necessity for 

and the methodologies of distribution network 
management.  

 
2. Non Revenue Water (NRW) Management capacity of 
ESSAP is enhanced through on the job training (OJT) in 

 
1-1. ESSAP HQ staff prepare technical 

guidelines for Distribution Network 
Management. 

 
2-1.ESSAP HQ staff become capable of 

identifying the components and 

 
・ A manual for Distribution 

Network Management  
 
・ List of participants in OJT 
・ Observation of JICA experts
・ A technical manual on NRW 

 
Organizational 
structure of ESSAP 
does not change 
drastically by policy 
changes 
 

Project Duration: Mar. 2011 – Feb. 2014 (36 Month) 
Ver.0, December, 2010 
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model areas.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. Water pressure management capacity of ESSAP is 

enhanced through OJT in model areas.  
 
 
 
 
 
 
 
4. Distribution network management technologies are 

transferred from ESSAP HQ to its branch offices.  
 

their respective shares of NRW in 
the model areas  

2-2. ESSAP HQ staff become capable of 
formulating plans for NRW 
management in model areas. 

2-3.ESSAP HQ staff acquire skills 
needed for the day-to-day operation 
of NRW management.  

2-4. NRW decreases in the model areas. 
 
3-1.ESSAP staff become capable of 

formulating plans for water pressure 
control in the model areas. 

3-2. ESSAP HQ staff acquire skills 
needed for the day-to-day operation 
of water pressure control. 

3-3. Water Pressure is properly 
controlled in the model areas.  

 
4-1.ESSAP HQ staff provide the staff of 

branch offices with △△ times of   
training on distribution network 
management technologies  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Management 
 
 
 
  
 
 
 
 
・ List of participants in OJT 
・ Observation of JICA experts
・ Measurement records of 

water pressures in the model 
areas 

・ A technical manual on Water 
Pressure Management  
 
 

・Records of seminars  
・Materials used in seminars 
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Activities Inputs Important 
Assumptions 

(1-1) To evaluate the conditions and problems of the 
existing distribution network 

(1-2) To conduct training programs regarding preparatory 
works for distribution network management 
(theoretical) 
- Zoning of distribution network 
- Installation of measuring devices (flow meters, 

pressure gauges), pressure reducing valves, air 
valves, etc.  

- Application of SCADA 
- Application of GIS 

(1-3) To conduct training programs regarding distribution 
network management methodologies (theoretical) 
- Real-time monitoring of flows and pressures 

through SCADA system (for non-revenue water 
management, optimization of water pressures, 
and minimization of affected areas in an 
emergency, etc.) 

- Preparation of a GIS-based database on the repair 
records of pipe bursts and leaks (for identifying 
priority areas for pressure optimization as well as 
priority pipelines for replacement, etc.) 

(1-4) To conduct training on the preparation of a distribution 
network improvement plan 

(1-5) To prepare technical guidelines for distribution 
network management 

 
(2-1) To conduct training on Non-revenue Water 

Management (NRWM)  
- Definition of NRW 

[Japan] 
1.Experts  
・ Chief Advisor / Water Supply 

Planning 
・ Water Service Management Advisor
・ Distribution Network Management 
・ Non-Revenue Water Management 
・ Leakage Detection / Repair 
・ Water Supply Facility Management 

 
2.Equipment 
・ Potable Ultrasonic Flow Meters 
・ Water Leak Detectors 
・ Metal Detectors 
・ Listening Sticks 
・ Water Pressure Gauges with a 

built-in self-recording device 
・ Time Integral Type Water Leak 

Detectors 
・ Trucks and Vehicles, etc. 
 

3.Training in Japan 
 
4. Training in Third-country 

[Paraguay] 
1.Counterpart Personnel 
・ Project Director 
・ Project Manager 
・ Other C/P 

 
2. Expenses to be incurred for 

OJT on NRW management 
and Water Pressure 
Management in the model 
areas, including supply and 
installation of pipes, valves, 
water meters, etc.  

 
3. Execution of training 
programs  
 
4.Buildings and facilities 
・Rooms and spaces necessary 

for installation and storage 
of the equipment 

・Office spaces and facilities 
necessary for the Japanese 
experts in ESSAP Head 
office 

・Classrooms for training 
programs 

・Other facilities mutually agreed 
upon as necessary  

 

 
Ex-trainees do not 
leave ESSAP. 
 
Construction materials 
needed for OJT in 
model areas are 
procured on schedule 
 
 
 
 
 
 
<Pre-conditions> 
ESSAP remains as a 
public enterprise.  
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- NRW components and their respective shares  
- Water losses related to water meter 
- Methods used to estimate leakage volume 
- Recurrence of leakage 
- Prevention of leakage 

(2-2) To conduct OJT on Non-revenue Water Management 
(NRWM) 
- To organize NRWM teams 
- To conduct training on the use of survey tools and 

equipment 
- To select model areas 
- To prepare pipe network drawings for each model 

area 
- To conduct surveys on the existing conditions of 

each model area 
- To hydraulically isolate each model area 
- To install at each model area a flow meter and 

pressure gauges, measure the Minimum Night 
Flow (MNF) and system pressures, and estimate 
the amount of leakage occurring in the area 

- To implement NRW reduction measures (detection 
and repair of leaks, detection and legalization of 
illegal connections, replacement of 
malfunctioning customer meters, etc.) in each 
model area 

- To evaluate the effects of NRW reduction 
measures 

(2-3) To prepare a report summarizing the activities of OJT 
on NRWM and a technical manual on NRWM  

(3-1) To conduct training programs regarding water pressure 
management (WPM) methodologies (theoretical) 
- Zoning of distribution network 

5. Expenditure of local cost of 
the Project Implementation 
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- Construction of relay pump stations 
- Installation of pressure reducing valves 
- Mitigation of water hammer effects 
- Economical diameters of rising mains 
- Maximum static pressure and Minimum dynamic 

pressure in distribution network 
(3-2) To conduct OJT on WPM 

- To organize WPM teams 
- To select model areas 
- To investigate the existing conditions of each 

model area and identify problems in each area 
- To evaluate options for optimization of pressures 

in each model area and select the best option for 
each area 

- To implement the best-optioned optimization 
works in each model area 

- To evaluate the effects of the optimization works 
(3-3) To prepare a report summarizing the activities of OJT 

on WPM and a technical manual on WPM 
 (4-1) To evaluate the current practices of ESSAP with 

respect to the technical transfer from its HQ to 
branch offices and identify problems.  

(4-2) To establish a system that is required for technical 
transfer from ESSAP HQ to its branch offices 

(4-3) To prepare training materials 
(4-4) To implement training programs for ESSAP branch 

offices 
(4-5) To evaluate the efficacy of the training programs 

implemented and make recommendations for future 
training programs  
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Denominación del Proyecto: Proyecto de Fortalecimiento de la Capacidad de Gestión de Redes de Distribución de ESSAP 
Lugar del Proyecto: República de Paraguay 
Organización objeto: Empresa de Servicios Sanitarios del Paraguay S.A.(ESSAP）                        

 
Resumen narrativo del Proyecto Indicadores objetivamente 

verificables 
Medios de adquisición 

de indicadores 
Condiciones 

externas 
Meta superior 
Se mejora el servicio de suministro de agua de ESSAP. 

 
1-1.  Se controla adecuadamente el 

volumen y la presión de agua en las 
áreas servidas por ESSAP.  

1-2.  Aumenta el número de usuarios. 
1-3.  Mejora el nivel de satisfacción de 

los usuarios. 
 

 
1-1. Informe de operación 

de ESSAP  
 
1-2. Catastro de usuarios  
1-3. Encuesta a usuarios 

 
 

Objetivo del Proyecto 
Se fortalece la capacidad  de manejo de redes de 
distribución de ESSAP. 
 

 
1. La técnica de manejo de redes de 

distribución transferida por el 
Proyecto es empleada en la 
operación diaria.  

2. Se forman más de ** ingenieros y 
técnicos de la sede de ESSAP, 
capaces de transferir la técnica de 
manejo de redes a las oficinas 
regionales.  

3. ESSAP inicia la formulación de un 
plan de mejoramiento de redes de 
distribución.   

  
・ Plan anual de ESSAP 
・ Informe anual de 

ESSAP 
・ Informe del Proyecto 

 

 
El gobierno de 
Paraguay y/o los 
donantes hacen las 
inversiones 
necesarias para el 
mejoramiento de 
redes de distribución 
de ESSAP’s. 

Resultados 
1.  La sede de ESSAP  comprende las  necesidades y la 

metodología del manejo de redes de distribución.  
 
 
2. Se fortalece la capacidad de manejo del agua no facturada 
de ESSAP a través del entrenamiento en el trabajo en los 
distritos modelo.  

 
1-1. El personal de la sede de ESSAP 

elabora una pauta técnica para el 
manejo de redes de distribución.   

 
2-1.El personal de la sede de ESSAP 

puede identificar el balance hídrico, 
los componentes y las respectivas  

 
・ Manual de manejo de 

redes de distribución 
 
・ Listado de 

participantes de 
capitación in situ 

・ Observación por los 

 
La estructura 
organizativa de 
ESSAP no sufre 
modificaciones 
drásticas por el 
cambio político.  
 

Periodo del Proyecto: de marzo de 2011 a febrero de 2014 (36 meses) 
Ver.0, diciembre, 2010 
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3. Se fortalece la capacidad de manejo de la presión de agua 

de ESSAP a través del entrenamiento en el trabajo en 
los distritos modelo.  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. La tecnología de manejo de redes de distribución se 

transfiere de la sede de ESSAP  a las oficinas 
regionales.  

 

proporciones del agua no facturada 
en los distritos modelo.   

2-2. El personal de la sede de ESSAP 
puede formular planes de manejo 
del agua no facturada en los   
distritos modelo. 

2-3. El personal de la sede de ESSAP 
adquiere las habilidades necesarias 
para el manejo diario del agua no 
facturada. 

2-4. Se reduce la tasa del agua no 
facturada en los distritos modelo.  

 
3-1. El personal de de ESSAP puede 

formular planes de manejo de la 
presión de agua en los distritos 
modelo. 

3-2. El personal de la sede de ESSAP 
adquiere las habilidades necesarias 
para el manejo diario de la presión 
de agua. 

3-3. Se controla adecuadamente la 
presión de agua en los distritos 
modelo.  

 
4-1.El personal de la sede de ESSAP da 

al personal de las oficinas 
regionales un entrenamiento sobre 
la tecnología de manejo de redes de 
distribución en ** veces.  

 
 
 
 
 

expertos japoneses 
・ Manual técnico de 

manejo del agua no 
facturada 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
・ Listado de 

participantes en el 
entrenamiento en 
trabajo 

・ Observación por los 
expertos japoneses 

・ Registro de la presión 
de agua medida en los 
distritos modelo. 

・ Manual técnico de 
manejo de la presión 
de agua  
 
 
 

・Informe de seminarios 
・Materiales de seminarios
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Actividades Inversión Condiciones 
externas 

(1-1) Evaluar condiciones y problemas de las redes de 
distribución existentes.  

(1-2) Llevar a cabo los programas de capacitación sobre los 
trabajos preparativos para el manejo de redes de 
distribución existentes.  (aspecto teórico) 
- Zonificación de redes de distribución 
- Instalación de equipos de medición (medidores de 

caudal y presión de agua), válvulas reductoras, 
válvulas de aire, etc.  

- Aplicación  del sistema SCADA 
- Aplicación del sistema GIS 

(1-3) Llevar a cabo los programas de capacitación sobre la 
metodología de manejo de redes de distribución. 
(aspecto teórico) 
- Monitoreo a tiempo real de caudal y presión de 

agua mediante el sistema SCADA (para el 
manejo del agua no facturada, optimización de la 
presión de agua, minimización de zonas 
afectadas en caso de emergencia, etc.) 

- Preparación de una base de datos con GIS sobre 
los registros de reparación de roturas y fugas de 
tubos (para identificar áreas prioritarias para la 
optimización de la presión de agua  y las 
tuberías prioritarias  a reemplazar). 

(1-4) Llevar a cabo las capacitaciones sobre la preparación 
de plan de mejoramiento de redes de distribución. 

(1-5) Preparar una pauta técnica del manejo de redes de 
distribución.  

 
(2-1) Llevar a cabo las capacitaciones sobre el manejo del 

agua no facturada  
- Definición del agua no facturada 
- Componentes del agua no facturada y sus 

[Japón] 
1.Expertos  
・ Asesor en jefe/Planificación de 

suministro de agua potable 
・ Asesor de administración de servicio 

de agua potable  
・ Manejo de redes de distribución 
・ Manejo del agua no facturada 
・ Detección/reparación de fugas  
・ Manejo de instalaciones de 

suministro de agua  
 
2.Equipos 
・ Caudalímetro ultrasónico portátil  
・ Detectores de fugas de agua 
・ Detectores de objetos metálicos 
・ Barra de escucha  
・ Medidor de presión de agua con 

registrador incorporado  
・ Detectores de fugas tipo integración 

de tiempo  
・ Vehículos 
 

3. Capacitación en Japón  
 
4. Capacitación en un tercer país  

[Paraguay] 
1. Personal contraparte 
・ Director del Proyecto 
・ Gerente del Proyecto 
・ Otro personal 

contraparte 
 
2. Los gastos necesarios 

para el entrenamiento 
en trabajo sobre el 
manejo del agua no 
facturada y de la 
presión de agua en los 
distritos modelo, 
incluyendo el 
suministro e instalación 
de tubos, válvulas, 
medidores, etc.  

 
 
 
3. Ejecución de los 
programas de 
capacitación.  
 
4. Instalaciones y 
servicios  
・Salas y espacios 

necesarios para la 
instalación y 
almacenamiento de 
los equipos 

・Espacio de oficinas y 

 
El personal 
capacitado de ESSAP 
no abandona la 
institución.  
 
Los materiales de 
construcción 
necesarios para el 
entrenamiento en 
trabajo en los 
distritos modelo se 
adquieren según lo 
programado.  .  
 
 
 
 
 
 
<Requisito> 
Que ESSAP siga 
siendo una empresa 
pública.  
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respectivas proporciones.  
- Pérdida de agua relacionada con medidores de agua
- Métodos utilizados para calcular volumen estimado 
de fugas 
- Recuperación de fugas 
- Prevención de fugas 

(2-2) Llevar a cabo un entrenamiento en trabajo sobre el 
manejo del agua no facturada 
- Organizar unidades de manejo del agua no 

facturada 
- Llevar a cabo las capacitaciones sobre el uso de 

herramientas y equipos de estudio. 
- Seleccionar distritos modelo. 
- Preparar planos de redes de distribución para cada 

distrito modelo.  
- Llevar a cabo estudios sobre las condiciones 

existentes en cada distrito modelo.  
- Aislar hidráulicamente cada distrito modelo 
- Instalar un medidor de caudal y un medidor de 

presión de agua en cada distrito modelo, medir el 
caudal mínimo nocturno y la presión en el 
sistema, y calcular un volumen estimado de 
fugas ocurridas en los distritos.  

- Implementar medidas de manejo del agua no 
facturada (detección y reparación de fugas, 
detección y legalización de conexiones ilegales, 
reemplazar medidores defectuosos, etc.) en cada 
distrito modelo. 

- Evaluar los efectos de las medidas de reducción 
del agua no facturada.  

(2-3) Preparar informes resumiendo las actividades del 
entrenamiento en trabajo sobre el manejo del agua no 
facturada y  un manual técnico sobre el manejo del 
agua no facturada. 

(3-1) Llevar a cabo programas de capacitación sobre la 

servicios necesarios 
para los expertos 
japoneses en la sede 
de ESSAP. 

・Salas para los programas 
de capacitación  

・Otros servicios 
acordados 
mutuamente según 
necesidad  

 
5. Costos locales para la 

implementación del 
Proyecto  
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metodología de manejo de la presión de agua. 
(aspecto teórico) 
- Zonificación de redes de distribución 
- Construcción de estaciones de bomba de 

transferencia 
- Instalación de válvulas reductoras de presión 
- Mitigación de los efectos de la fuerza de ariete 
- Diámetros económicos de tuberías de aducción 
- Presión estática máxima y presión dinámica 

mínima en redes de distribución 
(3-2) Llevar a cabo el entrenamiento en trabajo sobre el 

manejo de la presión de agua  
- Organizar unidades de manejo de la presión de 

agua  
- Seleccionar distritos modelo  
- Investigar las condiciones existentes de cada 

distrito modelo e identificar problemas en cada 
uno.  

- Evaluar opciones para la optimización de la 
presión de agua en cada distrito modelo y 
seleccionar  la mejor opción para cada distrito. 

- Implementar los trabajos de la mejor alternativa de 
optimización en cada distrito modelo. 

- Evaluar los efectos de los trabajos de 
optimización.  

(3-3) Preparar un informe resumiendo las actividades del 
entrenamiento en trabajo sobre el manejo de la 
presión de agua y un manual técnico sobre el manejo 
de la presión de agua.  

 (4-1) Evaluar las prácticas actuales de ESSAP con respecto 
a la transferencia técnica de su sede a las oficinas 
regionales e identificar los problemas. l  

(4-2) Establecer un sistema requerido para la transferencia 
técnica  de la sede de ESSAP a las oficinas 
regionales.   
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(4-3)  Elaborar materiales de capacitación.  
(4-4)  Implementar los programas de capacitación para las 

oficinas regionales de ESSAP. 
(4-5) Evaluar la eficacia de los programas de capacitación 

ejecutados y hacer recomendaciones para futuros 
programas de capacitación.  
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Project Title: Project on the Capacity Development of Distribution Network Management of ESSAP 
Target Areas: Republic of Paraguay 
Target Group: Empresa de Servicios Sanitarios del Paraguay S.A.(ESSAP）                        

 
Narrative Summary Objectively Verifiable Indicators Means of Verification Important Assumptions 

Overall Goal 
ESSAP's water supply service is improved.  

 
1-1. Flows and water pressures in 

ESSAP service area are properly 
controlled. 

1-2. Number of customers is increased 
1-3. Customer satisfaction level is 

improved. 
 

 
1-1. Operation Records of 

ESSAP  
 
1-2. Customer ledger  
1-3. Customer Survey 

 
 

Project Purpose 
Distribution network management (DNM) capacity of 
ESSAP is enhanced. 
 

 
1. DNM technologies transferred 

under the Project are applied in the 
day-to-day operation.  

2. More than 50 engineers and 
technicians of ESSAP HQ and 
branch offices complete training on 
DNM technologies.  

3. ESSAP initiate formulation of 
distribution network improvement 
plan.  

 

  
- Annual plan document 
- Annual report on activity 
- Reports of the Project 

 

 
The Government of 
Paraguay and/or Donors 
make investments that are 
necessary for the 
improvement of ESSAP’s 
distribution networks 

Outputs 
1.  ESSAP headquarters (HQ) understand the necessity for 

and the methodologies of distribution network 
management.  

 

 
1-1. ESSAP HQ staff prepare technical 

guidelines for Distribution 
Network Management.  

 

 
- A manual for Distribution 

Network Management 

 
Organizational structure 
of ESSAP does not 
change drastically by 
policy changes 

Project Duration: Mar. 2011 – Feb. 2014 (36 Month) 
Ver.1,October 2012  
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2. Non Revenue Water (NRW) Management capacity of 
ESSAP is enhanced through on the job training (OJT) in 
model areas.  
 
 

2-1.ESSAP HQ staff become capable 
of identifying the components and 
their respective shares of NRW in 
the model areas.  

2-2.ESSAP HQ staff become capable 
of formulating plans for NRW 
management in model areas.  

2-3.ESSAP HQ staff acquire skills 
needed for the day-to-day 
operation of NRW management.  

2-4. NRW decreases in the model 
areas.  

- List of participants in OJT 
- Observation of JICA 

experts 
- A technical manual on 

NRW Management 
 

 
 

3. Water pressure management capacity of ESSAP is 
enhanced through OJT in model areas.  

 

3-1.ESSAP staff become capable of 
formulating plans for water 
pressure control in the model 
areas. 

3-2.ESSAP HQ staff acquire skills 
needed for the day-to-day 
operation of water pressure 
control. 

3-3.Water Pressure is properly 
controlled in the model areas.  

- List of participants in OJT 
- Observation of JICA 

experts 
- Measurement records of 

water pressures in the 
model areas  

- A technical manual on 
Water Pressure 
Management 

 

 

4. Distribution network management technologies are 
transferred from ESSAP HQ to its regional branch 
offices.  

 

4-1.ESSAP HQ staff become capable 
of installation and repairing of 
pipes with adequate tools and 
method.  

4-2.ESSAP HQ staff provide the staff 
of regional branch offices with 4 
times of   training on installation 
and repairing of pipes.  

- Records of installation or 
repairing works 

- Records of seminars 
- Materials used in seminars 
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Activities Inputs Important Assumptions 
(1-1) To evaluate the conditions and problems of the 

existing distribution network 
(1-2) To conduct training programs regarding preparatory 

works for distribution network management 
(theoretical) 
- Zoning of distribution network 
- Installation of measuring devices (flow meters, 

pressure gauges), pressure reducing valves, air 
valves, etc.  

- Application of SCADA 
- Application of GIS 

(1-3) To conduct training programs regarding distribution 
network management methodologies (theoretical) 
- Real-time monitoring of flows and pressures 

through SCADA system (for non-revenue water 
management, optimization of water pressures, 
and minimization of affected areas in an 
emergency, etc.) 

- Preparation of a GIS-based database on the repair 
records of pipe bursts and leaks (for identifying 
priority areas for pressure optimization as well as 
priority pipelines for replacement, etc.) 

(1-4) To conduct training on the preparation of a distribution 
network improvement plan  

(1-5) To prepare technical guidelines for distribution 
network management 

 
(2-1) To conduct training on Non-Revenue Water 

Management (NRWM)  
- Definition of NRW  
- NRW components and their respective shares  

[Japan] 
1.Experts  

- Project Lieder / Water Supply 
Planning  

- Project Sub-leader / Distribution 
Network Management  

- Non-Revenue Water Management  
- Leakage Detection  
- Water Supply Facility Management 
- Leakage Repairing / Quality Control 
- Advisor for distribution network 

management  
- Advisor for water supply facilities  

 
2.Equipment 
- Potable Ultrasonic Flow Meters 
- Water Leak Detectors  
- Metal Detectors  
- Listening Sticks  
- Water Pressure Gauges with a 

built-in self-recording device  
- Time Integral Type Water Leak 

Detectors  
- Trucks and Vehicles. 
- Machinery and tools for piping 

works 
- Detector de non-metal pipe 
- Pressure Calibrator 
- Portable GPS 
- Tools and Equipment requested by 

ESSAP (30/August/12) 

[Paraguay] 
1.Counterpart Personnel 

- Project Director  
- Project Manager 
- Other C/P 

 
2. Expenses to be incurred for 

OJT on NRW management 
and Water Pressure 
Management in the model 
areas, including supply and 
installation of pipes, valves, 
water meters, etc.  

 
3. Execution of training 
programs  
 
4. Buildings and facilities 

- Rooms and spaces 
necessary for installation 
and storage of the 
equipment  

- Office spaces and facilities 
necessary for the Japanese 
experts in ESSAP Head 
office 

- Classrooms for training 
programs  

- Other facilities mutually 
agreed upon as necessary  

 

 
Ex-trainees do not leave 
ESSAP. 
 
Construction materials 
needed for OJT in model 
areas are procured on 
schedule 
 
 
 
 
 
 
<Pre-conditions> 
ESSAP remains as a public 
enterprise.  
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- Water losses related to water meter  
- Methods used to estimate leakage volume  
- Recurrence of leakage  
- Prevention of leakage  

(2-2) To conduct OJT on Non-revenue Water Management 
(NRWM)  
- To organize NRWM teams 
- To conduct training on the use of survey tools 

and equipment 
- To select model areas 
- To prepare pipe network drawings for each 

model area 
- To conduct surveys on the existing conditions of 

each model area 
- To hydraulically isolate each model area 
- To install at each model area a flow meter and 

pressure gauges, measure the Minimum Night 
Flow (MNF) and system pressures, and estimate 
the amount of leakage occurring in the area 

- To implement NRW reduction measures 
(detection and repair of leaks, detection and 
legalization of illegal connections, replacement 
of malfunctioning customer meters, etc.) in each 
model area 

- To evaluate the effects of NRW reduction 
measures 

(2-3) To prepare a report summarizing the activities of OJT 
on NRWM and a technical manual on NRWM  

 
(3-1) To conduct training programs regarding water pressure 

management (WPM) methodologies (theoretical) 
- Zoning of distribution network 

 
3.Training in Japan  
 
4. Training in Third-country 

5. Expenditure of local cost of 
the Project Implementation 

 
6. Expenditure of allowance 
for participants to the training 
in Japan and Third-country. 
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- Construction of relay pump stations 
- Installation of pressure reducing valves  
- Mitigation of water hammer effects  
- Economical diameters of rising mains  
- Maximum static pressure and Minimum dynamic 

pressure in distribution network  
(3-2) To conduct OJT on WPM  

- To organize WPM teams  
- To select model areas  
- To investigate the existing conditions of each 

model area and identify problems in each area 
- To evaluate options for optimization of pressures 

in each model area and select the best option for 
each area  

- To implement the best-optioned optimization 
works in each model area  

- To evaluate the effects of the optimization works
(3-3) To prepare a report summarizing the activities of OJT 

on WPM and a technical manual on WPM 
 
(4-1) To evaluate the current practices of ESSAP with 

respect to the technical transfer from its HQ to 
branch offices and identify problems.  

(4-2) To establish a system that is required for technical 
transfer from ESSAP HQ to its branch offices.  

(4-3) To prepare training materials.  
(4-4) To implement training programs for ESSAP branch 

offices.  
(4-5) To evaluate the efficacy of the training programs 

implemented and make recommendations for future 
training programs  
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Denominación del Proyecto: Proyecto de Fortalecimiento de la Capacidad de Gestión de Redes de Distribución de ESSAP 
Lugar del Proyecto: República de Paraguay 
Organización objeto: Empresa de Servicios Sanitarios del Paraguay S.A.(ESSAP）                        

 
Resumen narrativo del Proyecto Indicadores objetivamente 

verificables 
Medios de adquisición de 

indicadores 
Condiciones 

externas 
Meta superior 
Se mejora el servicio de suministro de agua de ESSAP. 

 
1-1.  Se controla adecuadamente el 

volumen y la presión de agua en 
las áreas servidas por ESSAP.  

1-2.  Aumenta el número de usuarios. 
1-3.  Mejora el nivel de satisfacción de 

los usuarios. 
 

 
1-1. Informe de operación 

de ESSAP  
 
1-2. Catastro de usuarios  
1-3. Encuesta a usuarios 

 
 

Objetivo del Proyecto 
Se fortalece la capacidad  de manejo de redes de 
distribución de ESSAP. 
 

 
1. La técnica de manejo de redes de 

distribución transferida por el 
Proyecto es empleada en la 
operación diaria.  

2. Se forman más de 50 ingenieros y 
técnicos de la sede de ESSAP, 
capaces de transferir la técnica de 
manejo de redes a las oficinas 
regionales.  

3. ESSAP inicia la formulación de un 
plan de mejoramiento de redes de 
distribución.   

  
・ Plan anual de ESSAP 
・ Informe anual de 

ESSAP 
・ Informe del Proyecto 

 

 
El gobierno de 
Paraguay y/o los 
donantes hacen las 
inversiones 
necesarias para el 
mejoramiento de 
redes de distribución 
de ESSAP’s. 

Resultados 
1.  La sede de ESSAP  comprende las  necesidades y la 

metodología del manejo de redes de distribución.  
 
 
2. Se fortalece la capacidad de manejo del agua no facturada 
de ESSAP a través del entrenamiento en el trabajo en los 
distritos modelo.  

 
1-1. El personal de la sede de ESSAP 

elabora una pauta técnica para el 
manejo de redes de distribución.  

 
2-1.El personal de la sede de ESSAP 

puede identificar el balance 
hídrico, los componentes y las 

 
・ Manual de manejo de 

redes de distribución  
 
・ Listado de participantes 

de capitación in situ 
・ Observación por los 

expertos japoneses 

 
La estructura 
organizativa de 
ESSAP no sufre 
modificaciones 
drásticas por el 
cambio político.  
 

Periodo del Proyecto: de marzo de 2011 a febrero de 2014 (36 meses) 
Ver.1, Octubre, 2012 
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3. Se fortalece la capacidad de manejo de la presión de agua 

de ESSAP a través del entrenamiento en el trabajo en 
los distritos modelo.  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. Las técnicas para el trabajo de instalación y reparación de 

tuberías es mejorada y transferida de la Central de 
ESSAP a sus oficinas regionales.  

 

respectivas  proporciones del 
agua no facturada en los distritos 
modelo.   

2-2. El personal de la sede de ESSAP 
puede formular planes de manejo 
del agua no facturada en los   
distritos modelo. 

2-3. El personal de la sede de ESSAP 
adquiere las habilidades necesarias 
para el manejo diario del agua no 
facturada. 

2-4. Se reduce la tasa del agua no 
facturada en los distritos modelo. 

 
3-1. El personal de de ESSAP puede 

formular planes de manejo de la 
presión de agua en los distritos 
modelo. 

3-2. El personal de la sede de ESSAP 
adquiere las habilidades necesarias 
para el manejo diario de la presión 
de agua. 

3-3. Se controla adecuadamente la 
presión de agua en los distritos 
modelo.  

 
4-1 Los funcionarios de la ESSAP 

Central se tornan capaces de 
instalar y reparar las tuberías con 
el método adecuado. 

4-2.El personal de la ESSAP Central 
da al personal de las oficinas 
regionales un entrenamiento sobre 
la técnico de instalación y 
reparación de tuberías en 4 veces. 

・ Manual técnico de 
manejo del agua no 
facturada 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
・ Listado de participantes 

en el entrenamiento en 
trabajo 

・ Observación por los 
expertos japoneses 

・ Registro de la presión 
de agua medida en los 
distritos modelo. 

・ Manual técnico de 
manejo de la presión de 
agua  
 
 

・Registro de trabajos de 
instalación o reparación 

・Informe de seminarios  
・Materiales de seminarios
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Actividades Inversión Condiciones 
externas 

(1-1) Evaluar condiciones y problemas de las redes de 
distribución existentes.  

(1-2) Llevar a cabo los programas de capacitación sobre los 
trabajos preparativos para el manejo de redes de 
distribución existentes.  (aspecto teórico) 
- Zonificación de redes de distribución 
- Instalación de equipos de medición (medidores 

de caudal y presión de agua), válvulas 
reductoras, válvulas de aire, etc.  

- Aplicación  del sistema SCADA 
- Aplicación del sistema GIS 

(1-3) Llevar a cabo los programas de capacitación sobre la 
metodología de manejo de redes de distribución. 
(aspecto teórico) 
- Monitoreo a tiempo real de caudal y presión de 

agua mediante el sistema SCADA (para el 
manejo del agua no facturada, optimización de la 
presión de agua, minimización de zonas 
afectadas en caso de emergencia, etc.) 

- Preparación de una base de datos con GIS sobre 
los registros de reparación de roturas y fugas de 
tubos (para identificar áreas prioritarias para la 
optimización de la presión de agua  y las 
tuberías prioritarias  a reemplazar). 

(1-4) Llevar a cabo las capacitaciones sobre la preparación 
de plan de mejoramiento de redes de distribución. 

(1-5) Preparar una pauta técnica del manejo de redes de 
distribución.  

 
(2-1) Llevar a cabo las capacitaciones sobre el manejo del 

agua no facturada  
- Definición del agua no facturada 
- Componentes del agua no facturada y sus 

[Japón] 
1.Expertos  
・Líder del Proyecto/Planificación de 
suministro de agua potable 
・Sublíder/Manejo de Redes de 
Distribución 
・Manejo de Agua No Contabilizada 
・Detección de Pérdida de Agua 
・Manejo de Instalaciones 
・Manejo de Instalaciones de suministro 
de agua 
・Reparación de Fugas/Control de 
Calidad 
・Asesor para manejo de redes de 
distribución de agua 
・Asesor para las facilidades de 
suministro de agua 
 

2.Equipos 
・Caudalímetro ultrasónico portátil  
・Detector de fugas de agua 
・Detector de metales 
・Barra de escucha 
・Medidor de presión de agua con 
registrador incorporado 
・Detector de fugas tipo integración de 
tiempo 
・Camiones y Vehículos 
・Maquinarias y herramientas para el 
trabajo de tuberías 
・Detector de tubos no metálicos 

[Paraguay] 
1. Personal contraparte 
・Director del Proyecto 
・Gerente del Proyecto 
・ Otro personal 

contraparte 
 
2. Los gastos necesarios 

para el entrenamiento 
en trabajo sobre el 
manejo del agua no 
facturada y de la 
presión de agua en los 
distritos modelo, 
incluyendo el 
suministro e instalación 
de tubos, válvulas, 
medidores, etc.  

 
3. Ejecución de los 
programas de 
capacitación.  
 
4. Instalaciones y 
servicios  
・ Salas y espacios 

necesarios para la 
instalación y 
almacenamiento de 
los equipos 

・Espacio de oficinas y 
servicios necesarios 
para los expertos 

 
El personal 
capacitado de ESSAP 
no abandona la 
institución.  
 
Los materiales de 
construcción 
necesarios para el 
entrenamiento en 
trabajo en los 
distritos modelo se 
adquieren según lo 
programado.  .  
 
 
 
 
 
 
<Requisito> 
Que ESSAP siga 
siendo una empresa 
pública.  
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respectivas proporciones.  
- Pérdida de agua relacionada con medidores de agua
- Métodos utilizados para calcular volumen estimado 
de fugas 
- Recuperación de fugas 
- Prevención de fugas 

(2-2) Llevar a cabo un entrenamiento en trabajo sobre el 
manejo del agua no facturada 
- Organizar unidades de manejo del agua no 

facturada 
- Llevar a cabo las capacitaciones sobre el uso de 

herramientas y equipos de estudio. 
- Seleccionar distritos modelo. 
- Preparar planos de redes de distribución para 

cada distrito modelo.  
- Llevar a cabo estudios sobre las condiciones 

existentes en cada distrito modelo.  
- Aislar hidráulicamente cada distrito modelo 
- Instalar un medidor de caudal y un medidor de 

presión de agua en cada distrito modelo, medir el 
caudal mínimo nocturno y la presión en el 
sistema, y calcular un volumen estimado de 
fugas ocurridas en los distritos.  

- Implementar medidas de manejo del agua no 
facturada (detección y reparación de fugas, 
detección y legalización de conexiones ilegales, 
reemplazar medidores defectuosos, etc.) en cada 
distrito modelo. 

- Evaluar los efectos de las medidas de reducción 
del agua no facturada.  

(2-3) Preparar informes resumiendo las actividades del 
entrenamiento en trabajo sobre el manejo del agua no 
facturada y  un manual técnico sobre el manejo del 
agua no facturada. 

(3-1) Llevar a cabo programas de capacitación sobre la 

・Calibrador de medidor de presión 
・GPS portátil 
・Herramientas y equipos solicitados 
por ESSAP (30/Ago/12) 
 

3. Capacitación en Japón  
 
4. Capacitación en un tercer país  

japoneses en la sede 
de ESSAP. 

・Salas para los programas 
de capacitación  

・Otros servicios 
acordados 
mutuamente según 
necesidad  

 
5. Costos locales para la 
implementación del 
Proyecto  
 
6. Gastos de viático para 
los participantes del curso 
en Japón y Tercer País 
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metodología de manejo de la presión de agua. 
(aspecto teórico) 
- Zonificación de redes de distribución 
- Construcción de estaciones de bomba de 

transferencia 
- Instalación de válvulas reductoras de presión 
- Mitigación de los efectos de la fuerza de ariete 
- Diámetros económicos de tuberías de aducción 
- Presión estática máxima y presión dinámica 

mínima en redes de distribución 
(3-2) Llevar a cabo el entrenamiento en trabajo sobre el 

manejo de la presión de agua  
- Organizar unidades de manejo de la presión de 

agua  
- Seleccionar distritos modelo  
- Investigar las condiciones existentes de cada 

distrito modelo e identificar problemas en cada 
uno.  

- Evaluar opciones para la optimización de la 
presión de agua en cada distrito modelo y 
seleccionar  la mejor opción para cada distrito. 

- Implementar los trabajos de la mejor alternativa 
de optimización en cada distrito modelo. 

- Evaluar los efectos de los trabajos de 
optimización.  

(3-3) Preparar un informe resumiendo las actividades del 
entrenamiento en trabajo sobre el manejo de la 
presión de agua y un manual técnico sobre el manejo 
de la presión de agua.  

 (4-1) Evaluar las prácticas actuales de ESSAP con respecto 
a la transferencia técnica de su sede a las oficinas 
regionales e identificar los problemas. l  

(4-2) Establecer un sistema requerido para la transferencia 
técnica  de la sede de ESSAP a las oficinas 
regionales.   別
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(4-3)  Elaborar materiales de capacitación.  
(4-4)  Implementar los programas de capacitación para las 

oficinas regionales de ESSAP. 
(4-5) Evaluar la eficacia de los programas de capacitación 

ejecutados y hacer recomendaciones para futuros 
programas de capacitación.  
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別添資料５ 

 
パラグアイ国「配水網管理技術強化プロジェクト」中間レビュー 

- 評価グリッド（評価設問） - 
 

評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
実績の確認 インプットは計

画通りに投入さ

れたか。 

派遣された日本人専門家は必要とさ

れる資格を満たしているか。 
専門分野: 
- チーフアドバイザー上水道計画 
- 上水道事業運営アドバイザー 
- 配水網管理 
- 無収水管理 
- 漏水探知/修理 
- 設備管理 
- その他 

専門職としての経験

を持っていること  
プロジェクト・レポート JICA  

投入された資機材は適切に提供され、

使用されたか。 
- ポータブル超音波流量計 
- 漏水探知機器 
- 金属探知機 
- 音聴棒 
- 自記録式水圧計 
- 時間積分式漏水探知装置  
- プロジェクト車両 
- その他機材 

資機材の据付場所 物理的視察 ESSAP 現場踏査 
資機材の現況 ユーザー報告書 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
資機材の維持管計画

の存在 
ユーザー報告書 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクトの方向性と管理は適切

に行われたか。 
- プロジェクト・ダイレクター

（PD）：ESSAP 総裁 
- プロジェクト・マネージャー 

（PM）：ESSAP 無収水部部長 

パラグアイ側のオー

ナーシップ下での、自

立的な運用のレベル 

PD、PM、日本人専門家

リーダーの意見 
PD、PM、 
日本人専門家

リーダー 

質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクト関連機

関及び裨益者の参加

レベル 

PD、PM、日本人専門家

リーダーの意見 
PD、PM、 
日本人専門家

リーダー 

質問票、ヒアリ

ング調査 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
プロジェクトを通じ

て獲得した技術と成

果を適用する枠組の

存在 

関連情報 PD、PM 質問票、ヒアリ

ング調査 

パラグアイ側のインプットは計画通

り投入されたか。 
- 主管官庁：公共事業・通信省

（MOPC） 
- カウンターパート（C/P）機関：

パラグアイ衛生サービス会社

（ESSAP） 
- 協力機関：厚生労働省 

日本人専門家のC/P任

命状況 
進捗報告書、活動報告書 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

日本人専門家の事務

スペースの確保 
施設の所在地と適切さ ESSAP 施設の物理的検

証 

啓発プログラム用の

教室確保 
施設の所在地と適切さ ESSAP 施設の物理的検

証 

プロジェクト活動に

対する予算の配分 
ESSAP の年間予算書と

会計資料 
PD、PM、ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
合同調整委員会（JCC）は適切に機能

しているか。 
JCC の開催実績 - 承認された年間作

業計画 
- 年間作業計画の進

捗状況記録 

PD（JCC 議長） 質問票、ヒアリ

ング調査 

成果は計画通り

達成されている

か。 

成果 1「ESSAP 本部が配水網管理の必

要性及び手法について理解する。」の

達成状況は適切か。 

活動 1.1「既存配水網

の状況及び課題を分

析する」の進展状況 

- プロジェクト関連

報告書 
ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 1.2「配水網管理

のための準備作業（配

水ブロック化、計測機

器（流量計、水圧計）、

減圧弁、空気弁等の設

置、SCADA 及び GIS 
の適用など）に係る理

論面での研修を実施

する」の進展状況 

- プロジェクト関連

報告書 
ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
活動 1.3「配水網管理

手法（SCADA を活用

した流量及び水圧の

リアルタイムモニタ

リング、配管破裂に対

する修理記録や漏水

に係る GIS データベ

ースの構築など）に係

る理論面での研修を

実施する」の進展状況

- プロジェクト関連

報告書 
ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 1.4「配水網整備

（管の更新及び最適

化を含む）のための計

画づくりに係る研修

を実施する」の進展状

況 

- プロジェクト関連

報告書 
ESSAP  

活動 1.5「配水網管理

技術全般に係る指針

を作成する」の進展状

況 

- プロジェクト関連

報告書 
ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

成果 2「モデル地区における実地訓練

を通じて、ESSAP の無収水管理能力

が強化される」の達成状況は適切か。

活動 2.1「無収水管理

に係る研修を実施す

る（無収水の定義と構

成要素、メーター不感

水量、漏水の推定方

法、漏水量の復元、漏

水防止作業など）」の

進展状況 

- プロジェクト関連

報告書 
ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 2.2「無収水管理

に係る OJT を実施す

る（無収水管理チーム

の結成、漏水探査機材

- プロジェクト関連

報告書 
ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
の使用に係る実習、モ

デル地区の選定、配水

管網図の準備、現況調

査の実施、モデル地区

の水理的独立化、流量

計・水圧計の設置、夜

間最小流量の測定、漏

水量の推定、漏水の探

知及び補修、違法接続

の 探知・合法化、水

道メーターの交換な

ど）の進展状況 
活動 2.3「ESSAP 本部

スタッフが OJT の活

動報告書を作成し、無

収水管理技術マニュ

アルを作成する」の進

展状況 

- プロジェクト関連

報告書 
ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

成果 3「モデル地区における実地訓練

を通じて、ESSAP の水圧管理能力が

強化される」の達成状況は適切か。 

活動 3.1「水圧管理に

係る研修を実施する

（ゾーニング、中間ポ

ポンプ場の建設、減圧

弁の設置、ウォーター

ハンマー対策、ポンプ

圧送管の経済的管径

の検討、配水管網の最

大静水圧及び最小動

水圧の設定など）」の

進展状況 

- プロジェクト関連

報告書 
ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 3.2「水圧管理に

係る OJT を実施する

（水圧管理チームの

結成、モデル地区の選

定、現況調査の実施及

- プロジェクト関連

報告書 
ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
び課題の分析、水圧の

最適化に係る代替案

の検討及び最善策の

選定、最善策の実施、

実施した対策の評価

など）」の進展状況 
活動 3.3「OJT の活動

報告書と水圧管理技

術マニュアルを作成

する」の進展状況 

- プロジェクト関連

報告書 
ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

成果 4「ESSAP 本部から地方支局に対

して、配水網管理技術が普及される」

の達成状況は適切か。 

活動 4.1「ESSAP 本部

から支局への技術移

転の現状を分析し、課

題を特定する」の進展

状況 

- プロジェクト関連

報告書 
ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 4.2「ESSAP 本部

から支局への技術移

転に必要な体制を構

築する」の進展状況 

- プロジェクト関連

報告書 
ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 4.3「研修プログ

ラムのための教材を

整備する」の進展状況

- プロジェクト関連

報告書 
ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 4.4「ESSAP 地方

支局向けの研修プロ

グラムを実施する」の

進展状況 

- プロジェクト関連

報告書 
ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 4.5「実施された

研修プログラムの有

効性を評価し、今後の

研修プログラムへの

提言を取り纏める」の

進展状況 
 

- プロジェクト関連

報告書 
ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
プロジェクト目

標「ESSAP の配

水網管理能力が

強化される」が実

現する可能性が

あるか。 

ESSAP の配水網管理能力が強化に資

する技術と施策が十分に強化された

か。 

技術移転された配水

網管理技術が、日々の

水道施設のオペレー

ションに活用される。

ESSAP の意見 ESSAP   

ESSAP 本部及び地方

支局の技術者及び技

師が○○名以上、配水

網管理に係る研修を

修了する。 

ESSAP の意見 ESSAP   

ESSAP が配水網の更

新及び最適化に係る

整備計画づくりに着

手する。 

ESSAP の意見 ESSAP  質問票、ヒアリ

ング調査 

実施プロセス

の把握 
各活動は計画ど

おり実施された

か。 

当初の活動計画に何か変更があった

か。 
当初計画に変更があ

れば、その理由 
進捗報告、合意書 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

技術移転に関して何か問題があるか。 セミナー、ワークショ

ップ、OJT 等に関わる

問題点 

ESSAP の意見 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクトの管理システムに何か問題があるか。 モニタリング体制、意

思決定手続、JICA 本

部及び現地事務所の

機能、プロジェクト内

部のコミュニケーシ

ョンシステム等に関

わる問題点 

ESSAP の意見 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクトは カウンターパート及び協力機関で十分に

認識されているか。 
協力機関における本

プロジェクトの優先

度合い 

カウンターパート及び

協力機関の意見 
ESSAP、 質問票、ヒアリ

ング調査 

適切なカウンターパートが任命されているか。 プロジェクトの活動

と任命されたカウン

ターパートの専門業

務との整合性 

ESSAP の意見 ESSAP、 質問票、ヒアリ

ング調査 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
カウンターパート、協力機関の役割は適切であるか。 ESSAP の役割 ESSAP、厚生労働省、

MOPC の意見 
ESSAP、厚生労

働省、MOPC 
質問票、ヒアリ

ング調査 厚生労働省の役割 
MOPC の役割 

直接裨益者 ESSAP の技術者及び従業員約 1,200 人及び関

連機関のプロジェクトへの参加度は高いか。プロジェクト

の認知度は高いか。 

直接裨益者 ESSAP の

技術者の参加度合い 
セミナー、ワークショッ

プ、OJT 等の活動の協力

者・参加者リストと記録

ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

協力機関の参加度合

い 
ESSAP の意見 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
プロジェクト実施期間中に上記以外の問題が生じたか。そ

の原因は何か。 
 

予算配分、C/P 任命等

に関わる問題点 
ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

５項目評価 

妥当性 プロジェクトは

社会の必要性に

合致しているか。 

プロジェクトは対象地域と社会の必

要性に合致しているか。 
上水道事業における

ニーズ 
ESSAP、衛生事業管理規

制院 ERSSAN による情

報 

ESSAP 、
ERSSAN 

質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクトは

日本とパラグア

イ両国の優先事

項に合致してい

るか。 

プロジェクトはパラグアイの開発政

策に沿ったものか。 
プロジェクトと、社会

開発公共政策（2010〜
2020）、貧困・格差削

減（ENRED）、「サン・

ベルナルディーノ宣

言（2006〜2008）」等

の作成との関連性 

経済企画庁、ESSAP によ

る情報 
経済企画庁、

ESSAP 
質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクトの成果

に深く関わる、他の開

発政策があるか。 

ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクトは日本の海外援助政策

及び JICA の国別援助実施計画に沿っ

たものか。 

プロジェクトと JICA
の国別援助実施計画

との一貫性 

JICA の対パラグアイ国

別援助計画  
JICA Office  

プロジェクトは

妥当なアプロー

チを採用してい

るか。 

実施機関及び協力機関の選択は適切

か。 
選択の適切性 ESSAP と協力機関に関

わる問題点 
ESSAP、厚生労

働省、ERSSAN
質問票、ヒアリ

ング調査 
関連プロジェクト及びアプローチと

の協力と通じて期待される相乗効果

関連プロジェクト及

びアプローチとの協

ESSAP による情報 世銀（水・衛生

分野の近代化

質問票、ヒアリ

ング調査 別
添
資
料
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
を発現するか。 力と通じて期待され

る相乗効果 
プロジェクト）

米州開発銀行

（AECID ファ

ンド 5年間プロ

ジェクト） 
PaHO（村落給

水モデルプロ

ジェクト）等 
対象地域の選択は適切か。 利害関係者の参加 ESSAP、による情報 ESSAP  質問票、ヒアリ

ング調査 
日本に技術的優位性があるか。 対象技術に関わる日

本のノウハウ 
JICA 専門家による情報 JICA 専門家 ヒアリング調査 

対象技術の日本国内

での普及経験 
JICA 専門家による情報 JICA 専門家 ヒアリング調査 

有効性 プロジェクトは

目標達成に向け

て適切に実施さ

れているか。 

インプットと成果の実績及び活動内

容から見て、プロジェクトの目標が達

成されそうか。 

指標 1. 技術移転され

た配水網管理技術が、

日々の水道施設のオ

ペレーションへの活

用状況 

ESSAP による情報 ESSAP  質問票、ヒアリ

ング調査 

指標 2. ESSAP 本部及

び地方支局の技術者

及び技師が○○名以

上、配水網管理に係る

研修の進展度合い 

ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

指標 3. ESSAP が配水

網の更新及び最適化

に係る整備計画づく

りの状況。 

ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクトの目標達成を阻む要因

があるか。 
プロジェクトのイン

プット及び活動に対

する阻害要因 

ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクトの

目標と成果に因

成果はプロジェクトの目標達成に十

分なものか。 
プロジェクトのイン

プットの十分性 
日本人専門家の適切か

つ十分な学術的研究分

ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

別
添
資
料
5

A
5-8



評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
果関係があるか。 野と専門知識 

ポータブル超音波流量

計の仕様 
 

ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

漏水探知機器の仕様 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
金属探知機の仕様 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
音聴棒の仕様 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
自記録式水圧計の仕様 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
時間積分式漏水探知装

置の仕様 
ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
プロジェクト車両の仕

様 
ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
プロジェクト投入の活

用 
ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
成果達成におけるプ

ロジェクト活動の十

分性 

JICA 専門家による情報 JICA 専門家 ヒアリング調査 

プロジェクト目標に

おける成果の十分性 
JICA 専門家による情報 JICA 専門家 ヒアリング調査 

プロジェクトの目標達成に向けた成

果に関わる前提条件及び外部要因が

現時点でも的確か。外部要因が実現す

る可能性があるか。 

政策の変更等により、

ESSAP の組織体制に

大幅な変更が生じな

い。 

ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

新たな外部要因の存

在 
ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

効率性 プロジェクトの

成果の達成レベ

ルはどのような

ものか。 

成果 1 の達成レベルは適切か。 指標 1-1: ESSAP 本部

スタッフが配水網管

理手法に係る指針の

作成状況 

達成の見込み ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 当該活動あるいはイン

プットに係る阻害要因 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
成果 2 の達成レベルは適切か。 指標 2-1：ESSAP 本部

スタッフかがモデル

地区において無収水

の構成要素（内訳及び

水量）の特定状況 

達成の見込み ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 当該活動あるいはイン

プットに係る阻害要因 

指標 2-2：ESSAP 職員

がモデル地区におい

て無収水管理のため

の計画立案状況 

達成の見込み ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 当該活動あるいはイン

プットに係る阻害要因 

指標 2-3：ESSAP 本部

スタッフが、漏水箇所

の特定・補修、違法接

続の探知及び合法化、

配水量の適正管理な

ど、日常的な無収水管

理業務に必要な技術

の修得状況 

達成の見込み ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 当該活動あるいはイン

プットに係る阻害要因 

指標 2-4：モデル地区

における無収水率の

減少状況 

達成の見込み ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 当該活動あるいはイン

プットに係る阻害要因 
成果 3 の達成レベルは適切か。 指標 3-1: ESSAP 本部

スタッフがモデル地

区において水圧管理

のための計画の立案

状況 

達成の見込み ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 当該活動あるいはイン

プットに係る阻害要因 

指標 3-2：ESSAP 本部

スタッフが、減圧弁の

設置、ウォーターハン

マー対策、水圧記録装

置の設置、水圧データ

の解析など、日常的な

水圧管理業務に必な

技術の修得状況 

達成の見込み ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 当該活動あるいはイン

プットに係る阻害要因 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
指標 3-3：モデル地区

において水圧の適正

範囲内の制御状況 

達成の見込み ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 当該活動あるいはイン

プットに係る阻害要因 
成果 4 の達成レベルは適切か。 指標 4-1：ESSAP 本部

から地方支局に対す

る研修の回数実績 

達成の見込み ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 当該活動あるいはイン

プットに係る阻害要因 
成果の達成に十

分なインプット

と活動があった

か。 

活動は成果の達成に十分だったか。 当該活動による成果

の達成度合い 
ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
インプットは成果の達成に十分だっ

たか。 
当該インプットによ

る成果の達成度合い 
ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
インプットは適

時に実施された

か。 

活動を予定通りに実施するためのイ

ンプットは質量共に適切で、かつ適時

に実施されたか。 

インプットの適時性 プロジェクトで予定し

た活動日程と比較して

の実績 

ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクトの

コストパフォー

マンスは良いか。 

類似プロジェクトと比較して、本プロ

ジェクトの成果と投入コストは適切

であるか。 

パラグアイで実施さ

れた JICA、その他の

ドナーのプロジェク

トもしくは他の類似

プロジェクトの総費

用あるいは単価 

JICA による情報 JICA  

類似プロジェクトと比較して、本プロ

ジェクト目的の達成に係り、投入レベ

ルは適切であるか。 

インパクト プロジェクト後

に上位目標

「ESSAP の給水

サービスが向上

する」見込みがあ

るか。 

プロジェクト終了後の効果や影響が

あるか。 
ESSAP のサービスエ

リアにおける配水量

及び水圧が適切に管

理される。 

ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

水道契約者数が増加

する。 
ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
顧客満足度が改善す

る 
ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
社会やプロジェクト

参加機関そして裨益

者への経済的影響 

経済企画庁、ERSSAN、

ESSAP による情報 
経済企画庁、

ERSSAN、

ESSAP 

質問票、ヒアリ

ング調査 

ジェンダー、民族あるいは社会層にお

ける違いを反映した好影響もしくは

正／負の影響があるか。 

負のインパクトを除

去する施策 
ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
その他の正／負の影響があるか。 負のインパクトを除

去する施策 
環境庁（SEAM）、ESSAP
による情報 

SEAM、ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

自立発展性 ESSAP は上水道

整備のための、独

自の戦略、プログ

ラム、計画を作成

しているか。 

プロジェクト終了後にも政策支援が

維持されるか。 
政策支援の継続 ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
関連した規則や法体系が作成されて

いるか。 
関連規則や法体系の

作成計画の存在 
ESSAP、協力機関による

情報 
ESSAP、厚生労

働省、ERSSAN
質問票、ヒアリ

ング調査 
組織所掌及び法規制

との適合性 
ESSAP、協力機関による

情報 
ESSAP、厚生労

働省、ERSSAN
質問票、ヒアリ

ング調査 
プロジェクト後に当該戦略等を展開

されるか。 
プロジェクトの成果

普及計画の存在 
ESSAP による情報 ESSAP  質問票、ヒアリ

ング調査 
ESSAP の組織形

態及び資金源は

持続可能なもの

か。 

プロジェクト終了後でも効果を生み

出せる活動を実施するのに十分な組

織能力があるか。 

人的資源の配分、意思

決定手続き他 
ESSAP による情報 ESSAP  質問票、ヒアリ

ング調査 
ESSAP の法人格 設立規定、定款 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
プロジェクト成果導

入のための協調シス

テムの存在 

関連法規制 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

ESSAP におけるプロジェクトのオー

ナーシップ意識は十分か。 
プロジェクトの成果

の波及プロセスを率

先して行おうとする

ESSAP の姿勢 

ESSAP による情報 ESSAP  質問票、ヒアリ

ング調査 

予算（運用経費を含む）は十分に確保

されているか。 
予算確保のための施

策 
ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
プロジェクトの実施を通じ、将来にお

いて予算が増額される可能性はどの

程度あるか。 

現行予算の十分性 ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

適用された技術

は持続されうる

か。 

プロジェクトで採用された技術移転

の方法が受入られたか。 
パラグアイの技術水

準、社会的及び慣習的

要因等の考慮 

ESSAP による情報 ESSAP  質問票、ヒアリ

ング調査 

施設は適切に維持され運用されたか。 既存施設の維持管理

状況と将来の維持管

理計画 
 

ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
プロジェクト自体に普及メカニズム

が含まれているか。 
プロジェクト成果の

普及計画の存在 
ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
技術は他の地域に普及できる性質の

ものか。 
普及対象地域に資す

る技術の存在と適合

性 

ESSAP による情報 ESSAP  質問票、ヒアリ

ング調査 

社会、文化、環境

の面からプロジ

ェクトの成果は

持続されうるか。 

女性、貧困層あるいは社会的弱者への

考慮の欠落が原因で、持続的な効果が

阻害される可能性があるか。 

ジェンダー、貧困及び

社会的バリアーの存

在 

ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

環境配慮の欠落が原因で、持続的な効

果が阻害される可能性があるか。 
環境配慮 ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 
持続性を阻害するその他の要因があるか。 偶発要因の存在 ESSAP による情報 ESSAP 質問票、ヒアリ

ング調査 

調整／修正の

必要性 

現在の状況下で、プロジェクトの目標が達成できるか。 プロジェクト・アプロ

ーチの有効性 
JICA 専門家、ESSAP に

よる情報 
JICA 専門家、

ESSAP 
ヒアリング調査 

インプット、活動あるいは成果を調整する必要があるか。 プロジェクト・アプロ

ーチの有効性 
JICA 専門家、ESSAP に

よる情報 
JICA 専門家、

ESSAP 
ヒアリング調査 

プロジェクトに影響する重要な新たな条件／要因がある

か。 
 JICA 専門家、ESSAP に

よる情報 
JICA 専門家、

ESSAP 
ヒアリング調査 

将来において考察すべき問題点及び課題は何か。  JICA 専門家、ESSAP に

よる情報 
JICA 専門家、

ESSAP 
ヒアリング調査 
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別添資料６ 
 

質問票  
パラグアイ国「配水網管理技術強化プロジェクト」中間レビュー 

2012 年 9 月 
 

 

評価の目的： 

 事業が順調に効果発現に向けて実施されているかを検証し、評価対象事業の計画見直しや運営体制の改

善に資する。 

 

評価の主な視点： 

 現状・実績に基づき、妥当性、有効性（当初想定した事業効果が発現するか）、効率性について、影響

する貢献・阻害要因とともに検証する。 

 

プロジェクトの現状把握・検証のための視点： 

【実績】 

 プロジェクト実施の結果何が達成されたのか、それらは期待どおりであるか。プロジェクトのアウトカ

ム目標の達成度、アウトプットの発現状況を評価時点で測定し、計画時に設定した目標値との比較を行う。 

【実施プロセス】 

 プロジェクトを実施する過程で何が起きているのか、それらはプロジェクトのアウトカム目標の達成に

どのような影響を与えているか。当初の計画通りに活動が実施されてアウトプットに結びついているかを

確認するとともに、実績プロセスの何がアウトプットやプロジェクトのアウトカム目標の達成度に影響を

与えているかを検証する。 

【因果関係】 

 プロジェクトのアウトカム目標の達成が本当にプロジェクト実施によってもたらされたものであるか、

あるいはもたらされるものであるか。 

 

質問票回答書の回収： 

 下表に示すとおり当該質問への回答を記入し、以下メールアドレスへ送信願う。 

 

電子メールアドレス：haneji@jds21.com 

宛先：羽地 朝新（JICA 評価チームメンバー） 
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評価基準及び質問票回答者リスト 

基準 内容 回答者 

妥当性 

(Section A) 

開発援助と、ターゲットグループ・相手国・ドナ

ーの優先度ならびに政策・方針との整合性の度合

い。 

パラグアイ衛生サービス会社（ESSAP） 

公共事業省の水・衛生局（MOPC/DAPSAN） 

経済企画庁（STP） 

世銀（IBRD）、米州開発銀行（BID）、米州保健機関（PAHO）

有効性 

(Section B) 

開発援助の目標の達成度合いを測る尺度。 ESSAP 

公共事業・通信省（MOPC） 

効率性 

(Section C) 

インプットに対するアウトプットを計測する。 ESSAP 

プロジェクト・ダイレクター（PD） 

プロジェクト・マネージャー（PM） 

インパクト 

(Section D) 

開発援助によって直接または間接的に、意図的ま

たは意図せずに生じる、正・負の変化。開発援助

が、地域社会・経済・環境ならびにその他の開発

の指標にもたらす主要な影響や効果を含む。 

ESSAP 

DAPSAN 

STP 

環境庁（SEAM） 

自立発展性 

(Section E) 

プロジェクトが終了しても、開発援助による便益

が継続するかを測る。 
ESSAP 

PD、PM 

DAPSAN 
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Section A: 妥当性 

(A-1) 社会ニーズとの整合性 

- プロジェクトは社会の必要性に合致しているか。プロジェクトは対象地域と社会の必要性に

合致しているか。ESSAP の上水道事業におけるニーズとの整合性について記載願います。【回

答者：ESSAP、DAPSAN、STP】 

 

 

(A-2) 国家政策との整合性 

- プロジェクトはパラグアイの開発政策に沿ったものか。以下国家政策等との整合性について

記載願います。【回答者：経済企画庁、ESSAP】  

1. 社会開発公共政策（2010〜2020）： 

 

2. 貧困・格差削減（ENRED）： 

 

3. サン・ベルナルディーノ宣言（2006〜2008）： 

 

4. プロジェクトの成果に深く関わる他の開発政策： 

 

 

(A-3) プロジェクト・アプローチ 

- プロジェクトは妥当なアプローチを採用しているか。以下項目について記載願います。 
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1. 実施機関及び協力機関の選択は適切か。プロジェクト上位目標「ESSAP の給水サー

ビスが向上する」の達成を鑑み、実施機関及び協力機関の適切性について記載願いま

す。【回答者：ESSAP、DAPSAN】 

 

2. 関連プロジェクト及びアプローチとの協力と通じて期待される相乗効果を発現する

か。以下プロジェクトとの相乗効果の発現の可能性について記載願います。 

2.1. 世銀（水・衛生分野の近代化プロジェクト）：【回答者：IBRD、ESSAP】 

 

2.2. 米州開発銀行（AECID ファンド 5 年間プロジェクト）：【回答者：BID、ESSAP】

 

2.3. PAHO（村落給水モデルプロジェクト）：【回答者：PAHO、ESSAP】 

 

2.4. その他プロジェクト：【回答者：ESSAP、IBRD、BID、PAHO】 

 

3. 対象地域の選択は適切か。利害関係者の参加と関連して記載願います。【回答者：

ESSAP】 
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Section B: 有効性 

(B-1) プロジェクト目標 

- 「ESSAP の配水網管理能力が強化される」が実現する可能性があるか。ESSAP の配水網管

理能力が強化に資する技術と施策が十分に強化されたか。以下関連目標の達成度について記

載願います。【回答者：ESSAP】 

1. 「技術移転された配水網管理技術が、日々の水道施設のオペレーションに活用され

る」： 

 

2. 「ESSAP 本部及び地方支局の技術者及び技師が○○名以上、配水網管理に係る研修を

修了する」： 

 

3. 「ESSAP が配水網の更新及び最適化に係る整備計画づくりに着手する」： 

 

4. プロジェクトの目標達成を阻む要因があるか。プロジェクトのインプット及び活動に

対する阻害要因の有無に記載願います： 

 

 

(B-2) 実施プロセス 

- 各活動は計画どおり実施されたか。当初の活動計画に何か変更があったか。当初計画に変更

があれば、その内容及び理由を記載願います。【回答者：ESSAP】 

 

- プロジェクトの実施プロセスにおいて諸問題が発生しておれば、以下の項目別に記載願いま

す。【回答者：ESSAP】 
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1. 技術移転に関して何か問題があるか（セミナー、ワークショップ、OJT 等に関わる問

題点）。 

 

2. プロジェクトの管理システムに何か問題があるか（モニタリング体制、意思決定手続、

JICA 本部及び現地事務所の機能、プロジェクト内部のコミュニケーションシステム等

に関わる問題点）： 

 

3. プロジェクトは十分に認識されているか（本プロジェクトの優先度合い）： 

 

4. 適切なカウンターパートが任命されているか（プロジェクトの活動と任命されたカウ

ンターパートの専門業務との整合性）： 

 

5. 予算配分、C/P 任命等に関わる問題点： 

 

- カウンターパート、協力機関の役割は適切であるか。各機関の本プロジェクトとの関連性に

ついて記載願います。 

1. ESSAP の役割：【回答者：ESSAP】 

 

2. MOPC の役割：【回答者：MOPC/DAPSAN】 

 

 

(B-3) プロジェクトの目標と成果における因果関係 

- 成果はプロジェクトの目標達成に十分なものか。プロジェクトのインプットの十分性につい
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て以下項目別に記載願います。【回答者：ESSAP】  

1. 日本人専門家の適切かつ十分な学術的研究分野と専門知識： 

 

2. ポータブル超音波流量計の仕様： 

 

3. 漏水探知機器の仕様： 

 

4. 金属探知機の仕様： 

 

5. 音聴棒の仕様： 

 

6. 自記録式水圧計の仕様： 

 

7. 時間積分式漏水探知装置の仕様： 

 

8. プロジェクト車両の仕様： 

 

9. プロジェクト投入の活用： 

 

- プロジェクトの目標達成に向けた成果に関わる前提条件及び外部要因が現時点でも的確か。

外部要因が実現する可能性があるか。以下項目別にその可能性について記載願います。【回

答者：ESSAP】 
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1. 「政策の変更等により、ESSAP の組織体制に大幅な変更が生じない」という要因の発

生の可能性： 

 

2. プロジェクト形成時では把握されていなかった、あるいは、その後の変遷における新

たな外部要因の存在： 
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Section C: 効率性 

(C-1) インプットは計画通りに投入されたか。 

- 投入された資機材は適切に提供され、使用されたか。下表に資機材の据付け／保管場所、利

用状況及び補修管理状況について記載願います。【回答者：ESSAP】 

資機材 据付け／保管場所 利用状況 補修管理状況 

ポータブル超音波流量計    

漏水探知機器    

金属探知機    

音聴棒    

自記録式水圧計    

時間積分式漏水探知装置    

プロジェクト車両    

- パラグアイ側のインプットは計画通り投入されたか。以下項目について記載願います。 

1. 日本人専門家の C/P 任命状況：【回答者：ESSAP】 

 

2. 日本人専門家の事務スペースの確保：【回答者：ESSAP】 

 

3. 啓発プログラム用の教室確保：【回答者：ESSAP】 

 

4. プロジェクト活動に対する予算の配分（ESSAP の年間予算書と会計資料を添付）：【回

答者：PD、PM、ESSAP】 

 

- 合同調整委員会（JCC）は適切に機能しているか。以下資料を提出願います。【回答者：PD】 
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1. 承認された年間作業計画 

 

2. 年間作業計画の進捗状況記録 

 

 

 (C-2) 成果は計画通り達成されているか。 

- 成果 1「ESSAP 本部が配水網管理の必要性及び手法について理解する。」の達成状況は適切

か。本成果に係る活動の進展状況について記載願います。【回答者：ESSAP】 

1. 活動 1.1「既存配水網の状況及び課題を分析する」の進展状況： 

 

2. 活動 1.2「配水網管理のための準備作業（配水ブロック化、計測機器（流量計、水圧計）、

減圧弁、空気弁等の設置、SCADA 及び GIS の適用など）に係る理論面での研修を実

施する」の進展状況： 

 

3. 活動 1.3「配水網管理手法（SCADA を活用した流量及び水圧のリアルタイムモニタリ

ング、配管破裂に対する修理記録や漏水に係る GIS データベースの構築など）に係る

理論面での研修を実施する」の進展状況： 

 

4. 活動 1.4「配水網整備（管の更新及び最適化を含む）のための計画づくりに係る研修を

実施する」の進展状況： 

 

5. 活動 1.5「配水網管理技術全般に係る指針を作成する」の進展状況： 
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6. 上記活動の進展状況を鑑みた、指標 1-1: ESSAP 本部スタッフが配水網管理手法に係る

指針の作成状況（達成の見込み及び当該活動あるいはインプットに係る阻害要因につ

いてもご配慮願います）： 

 
 

- 成果 2「モデル地区における実地訓練を通じて、ESSAP の無収水管理能力が強化される」

の達成状況は適切か。本成果に係る活動の進展状況について記載願います。【回答者：ESSAP】 

1. 活動 2.1「無収水管理に係る研修を実施する（無収水の定義と構成要素、メーター不感

水量、漏水の推定方法、漏水量の復元、漏水防止作業など）」の進展状況： 

 

2. 活動 2.2「無収水管理に係る OJT を実施する（無収水管理チームの結成、漏水探査機材

の使用に係る実習、モデル地区の選定、配水管網図の準備、現況調査の実施、モデル

地区の水理的独立化、流量計・水圧計の設置、夜間最小流量の測定、漏水量の推定、

漏水の探知及び補修、違法接続の 探知・合法化、水道メーターの交換など）の進展状

況： 

 

3. 活動 2.3「ESSAP 本部スタッフが OJT の活動報告書を作成し、無収水管理技術マニュ

アルを作成する」の進展状況： 

 

4. 上記活動の進展状況を鑑みた、指標 2-1：ESSAP 本部スタッフかがモデル地区におい

て無収水の構成要素（内訳及び水量）の特定状況（達成の見込み及び当該活動あるい

はインプットに係る阻害要因についてもご配慮願います）: 

 

5. 上記活動の進展状況を鑑みた、指標 2-2：ESSAP 職員がモデル地区において無収水管

理のための計画立案状況（達成の見込み及び当該活動あるいはインプットに係る阻害

要因についてもご配慮願います）: 
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6. 上記活動の進展状況を鑑みた、指標 2-3：ESSAP 本部スタッフが、漏水箇所の特定・

補修、違法接続の探知及び合法化、配水量の適正管理など、日常的な無収水管理業務

に必要な技術の修得状況（達成の見込み及び当該活動あるいはインプットに係る阻害

要因についてもご配慮願います）： 

 

7. 上記活動の進展状況を鑑みた、指標 2-4：モデル地区における無収水率の減少状況（達

成の見込み及び当該活動あるいはインプットに係る阻害要因についてもご配慮願いま

す）： 

 

- 成果 3「モデル地区における実地訓練を通じて、ESSAP の水圧管理能力が強化される」の

達成状況は適切か。本成果に係る活動の進展状況について記載願います。【回答者：ESSAP】 

1. 活動 3.1「水圧管理に係る研修を実施する（ゾーニング、中間ポンプ場の建設、減圧弁

の設置、ウォーターハンマー対策、ポンプ圧送管の経済的管径の検討、配水管網の最

大静水圧及び最小動水圧の設定など）」の進展状況： 

 

2. 活動 3.2「水圧管理に係る OJT を実施する（水圧管理チームの結成、モデル地区の選

定、現況調査の実施及び課題の分析、水圧の最適化に係る代替案の検討及び最善策の

選定、最善策の実施、実施した対策の評価など）」の進展状況： 

 

3. 活動 3.3「OJT の活動報告書と水圧管理技術マニュアルを作成する」の進展状況： 

 

4. 上記活動の進展状況を鑑みた、指標 3-1: ESSAP 本部スタッフがモデル地区において水

圧管理のための計画の立案状況（達成の見込み及び当該活動あるいはインプットに係

る阻害要因についてもご配慮願います）： 
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5. 上記活動の進展状況を鑑みた、指標 3-2：ESSAP 本部スタッフが、減圧弁の設置、ウ

ォーターハンマー対策、水圧記録装置の設置、水圧データの解析など、日常的な水圧

管理業務に必要な技術の修得状況（達成の見込み及び当該活動あるいはインプットに

係る阻害要因についてもご配慮願います）: 

 

6. 上記活動の進展状況を鑑みた、指標 3-3：モデル地区において水圧の適正範囲内の制御

状況（達成の見込み及び当該活動あるいはインプットに係る阻害要因についてもご配

慮願います）: 

 

- 成果 4「ESSAP 本部から地方支局に対して、配水網管理技術が普及される」の達成状況は

適切か。本成果に係る活動の進展状況について記載願います。【回答者：ESSAP】 

1. 活動 4.1「ESSAP 本部から支局への技術移転の現状を分析し、課題を特定する」の進

展状況： 

 

2. 活動 4.2「ESSAP 本部から支局への技術移転に必要な体制を構築する」の進展状況： 

 

3. 活動 4.3「研修プログラムのための教材を整備する」の進展状況： 

 

4. 活動 4.4「ESSAP 地方支局向けの研修プログラムを実施する」の進展状況： 

 

5. 活動 4.5「実施された研修プログラムの有効性を評価し、今後の研修プログラムへの提

言を取り纏める」の進展状況： 
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6. 上記活動の進展状況を鑑みた、指標 4-1：ESSAP 本部から地方支局に対する研修の回

数実績（達成の見込み及び当該活動あるいはインプットに係る阻害要因についてもご

配慮願います）: 
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Section D: インパクト 

(D-1) 実施プロセス 

- 直接裨益者 ESSAP の技術者及び約 1,200 人及び関連機関のプロジェクトへの参加度は高い

か。プロジェクトの認知度は高いか。プロジェクトへの参加、認知度について記載ねがいま

す。【回答者：ESSAP】 

1. 直接裨益者 ESSAP の技術者の参加度合い（セミナー、ワークショップ、OJT 等の活動

の協力者・参加者リストと記録等があれば添付願います。）： 

 

2. 協力機関の参加度合い： 

 

 

(D-2) 上位目標「ESSAP の給水サービスが向上する」の達成見込み 

- プロジェクト終了後の効果や影響があるか。プロジェクトの現状及び今後の予測を鑑み、以

下項目別に記載願います。 

1. 「ESSAP のサービスエリアにおける配水量及び水圧が適切に管理される」の達成見込

み：【回答者：ESSAP】 

 

2. 「水道契約者数が増加する」の達成見込み：【回答者：ESSAP】 

 

3. 「顧客満足度が改善する」の達成見込み：【回答者：ESSAP】 

 

4. 「社会やプロジェクト参加機関そして裨益者への経済的影響」の達成見込み：【回答

者：経済企画庁、DAPSAN、ESSAP】 
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- ジェンダー、民族あるいは社会層における違いを反映した好影響もしくは正／負の影響があ

るか。負のインパクトを除去する施策の有無についても記載願います。【回答者：ESSAP】 

 

- 環境要因を含むその他の正／負の影響があるか。負のインパクトを除去する施策の有無につ

いても記載願います。【回答者：SEAM、ESSAP】 
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Section E: 自立発展性 

(E-1) プロジェクトの方向性と管理は適切に行われたか。  

- 本プロジェクトにおけるパラグアイ側のオーナーシップ下での、自立的な運用のレベルにつ

いて説明願います。【回答者：PD、PM】 

 

- 本プロジェクトにおける関連機関及び裨益者の参加レベルについて説明願います。【回答

者：PD、PM】 

 

- 本プロジェクトを通じて獲得した技術と成果を適用する枠組の存在について説明願います。

【回答者：PD、PM】 

 

- ESSAP は上水道整備のための、独自の戦略、プログラム、計画を作成しているか。以下項

目別に記載願います。 

1. プロジェクト終了後の政策支援・維持の可能性：【回答者：ESSAP】 

 

2. 関連した規則や法体系の作成（関連規則や法体系の作成計画の存在、組織所掌及び法

規制との適合性について記載願います）：【回答者：ESSAP、DAPSAN】 

 

3. プロジェクト後の当該戦略等の展開：【回答者：ESSAP】 
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(E-2) 組織及び財務関係 

- プロジェクト終了後でも効果を生み出せる活動を実施するのに十分な組織能力があるか。以

下項目別に記載願います。【回答者：ESSAP】 

1. 人的資源の配分、意思決定手続き他（組織図を添付願います）： 

 

2. ESSAP の法人格（設立規定、定款を添付願います）： 

 

3. プロジェクト成果導入のための協調システムの存在（関連法規制を添付願います）： 

 

4. プロジェクトの成果の波及プロセスを率先して行おうとする ESSAP の姿勢： 

 

- 予算（運用経費を含む）は十分に確保されているか。プロジェクトの実施を通じ、将来にお

いて予算が増額される可能性はどの程度あるか。以下項目別に記載願います。【回答者：

ESSAP】 

1. 予算確保のための施策： 

 

2. 現行予算の十分性： 

 

 

(E-3) 適用技術  

- 適用された技術は持続されうるか。【回答者：ESSAP】 
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1. プロジェクトで採用された技術移転の方法の受入：パラグアイの技術水準、社会的及

び慣習的要因等の考慮について記載願います。 

 

2. 施設の適切維持及び運用：既存施設の維持管理状況と将来の維持管理計画について記

載願います。 

 

3. プロジェクトの普及メカニズム：プロジェクト成果の普及計画の存在について記載願

います。 

 

4. 技術の他の地域への普及可能性：普及対象地域に資する技術の存在と適合性について

記載願います。 

 

 

(E-4) 社会、文化、環境の面からプロジェクトの成果の持続性  

- 以下項目別にプロジェクト成果の持続性について記載願います。【回答者：ESSAP】  

1. 女性、貧困層あるいは社会的弱者への考慮の欠落が原因で、持続的な効果が阻害され

る可能性（ジェンダー、貧困及び社会的バリアーの存在）： 

 

2. 環境配慮の欠落が原因で、持続的な効果が阻害される可能性： 

 

- 持続性を阻害するその他の要因があるか、記載願います。【回答者：ESSAP】 
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パラグアイ国「配水網管理技術強化プロジェクト」中間レビュー 
- 評価グリッド （結果）- 

 
評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

実績の確認 インプットは計

画通りに投入さ

れたか。 

派遣された日本人専門家は必要とさ

れる資格を満たしているか。 

専門分野: 

- チーフアドバイザー上水道計画 

- 上水道事業運営アドバイザー 

- 配水網管理 

- 無収水管理 

- 漏水探知/修理 

- 設備管理 

 日本人専門家の派遣実績は以下のとおりである。 

氏名 担当 派遣期間 M/M 

井川 雅幸 総括／上水道計画 2011 年 4 月 2 日〜2011 年 6 月 30 日 3.00 

2011 年 10 月 1 日〜2011 年 12 月 14 日 2.50 

2012 年 3 月 5 日〜2012 年 3 月 24 日 0.67 

内藤 晃司 副総括／配水網管理 2011 年 4 月 2 日〜2011 年 6 月 15 日 2.50 

2011 年 11 月 10 日〜2011 年 12 月 24 日 1.50 

2012 年 3 月 12 日〜2012 年 4 月 30 日 1.67 

2012 年 6 月 4 日〜2012 年 8 月 25 日 2.77 

上田 茂 無収水管理 2011 年 5 月 20 日〜2011 年 7 月 18 日 2.00 

2012 年 4 月 1 日〜2012 年 6 月 29 日 3.00 

高橋 順一 漏水探知 2011 年 5 月 1 日〜2011 年 6 月 14 日 1.50 

2012 年 3 月 3 日〜2012 年 5 月 31 日 3.00 

石垣 文雄 設備管理 2011 年 11 月 10 日〜2011 年 12 月 9 日 1.00 

臼井 春範 2012 年 7 月 19 日〜2012 年 9 月 23 日 2.23 

合計 27.34 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

 JICA 直営アドバイザーの派遣実績は以下のとおりである。 

氏名 担当 派遣期間 M/M 

井上 正樹 配水網維持管理 2011 年 4 月 15 日〜2011 年 10 月 10 日 6.27 

2012 年 2 月 16 日〜2012 年 4 月 29 日 2.47 

鶴田 喜久 給水設備工事技術 2011 年 5 月 20 日〜2011 年 7 月 18 日 1.87 

2012 年 2 月 16 日〜2012 年 4 月 15 日 2.00 

2012 年 5 月 31 日〜2012 年 7 月 30 日 2.00 

合計 14.61 
 

 ESSAP より、派遣された専門家の知識はパラグアイの大学教授以上のレベルであり非

常に満足しているという。 

投入された資機材は適切に提供され、

使用されたか。 

- ポータブル超音波流量計 

- 漏水探知機器 

- 金属探知機 

- 音聴棒 

- 自記録式水圧計 

- 時間積分式漏水探知装置  

- プロジェクト車両 

 下表に供与機材の現状（提供数量、据付け場所／保管場所、利用状況、及び補修管理

状況）を示す。 

資機材 数量
据付け／ 

保管場所 
利用状況 補修管理状況 

ポータブル超音波流量計 2 式 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

漏水探知機器 2 式 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

金属探知機 8 式 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

音聴棒 27 本 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

自記録式水圧計 
（水圧データロガー） 

2 台 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

時間積分式漏水探知装置  2 式 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

プロジェクト車両（4 輪駆動車） 2 台 ESSAP 車庫 使用中 走行 5,000km 毎 

プロジェクト（トラック） 2 台 ESSAP 車庫 使用中 走行 5,000km 毎 

管路補修作業支援機材  4 式  調達中 稼働 300 時間また

は 1 年毎 

振動コンパクター 6 台 各施工班車両 使用中 稼働 150 時間毎 

携帯 GPS 1 台  調達中 修繕不要 

非金属管探知機 2 台 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

圧力校正器 1 台 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

パイプ遮断工具（手動式） 2 台 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

パイプ遮断工具（油圧式） 2 台 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

プラスチックパイプカッター 18 個 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

ソケットレンチセット 6 式 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

トルクレンチセット 6 式 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

パイプ面取器 6 式 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

ツールボックス 6 個 無収水部倉庫 使用中 修繕不要 

 
 上表供与機材は、日本人専門家の携行機材とともに適切に供給され、プロジェクト活

動に利用されている。 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

プロジェクトの方向性と管理は適切

に行われたか。 

- プロジェクト・ダイレクター

（PD）：ESSAP 総裁 

- プロジェクト・マネージャー 
（PM）：ESSAP 無収水部部長 

 本プロジェクトは、ESSAP の配水網管理におけるキャパシティ・ディベロップメント

を行うもので、管網整備計画の策定、ならびに無収水及び水圧の管理に係る技術移転を

対象としている。その実施プロセスは以下のとおり計画され進められている。 

1) 技術移転の方法 

 技術移転のための研修プログラム案は、パラグアイ側とともに作成された。2011 年で

は、ESSAP 無収水部がカンターパートとなり、研修プログラムの内容を共同で検討し、

コンサルタント側が講師役となって各テーマの理論研修を実施した。2012 年以降では、 
2011 年 で扱ったテーマを ESSAP のスタッフ自身が他の部署や地方支局へ展開させら

れるような流れを組織内に形成することを目指し実施されている。 

 理論面の研修項目には、配水網の計画・設計、配水量や水圧の管理、無収水管理、漏

水防止活動などが含まれ、研修のターゲットは各部署のエンジニアクラスを対象として

いる。本プロジェクトで作成する配水網管理技術指針では、配水網管理に必要な項目を

網羅し、実際の研修では、カウンターパートの知識や経験と整合した研修カリキュラム

を策定している。 

 実践面の研修は、現場での漏水探知技術、バルブ調整や減圧弁・ポンプの設置を含む

水圧管理、管路敷設と品質管理などが中心で、その実務はテクニシャンレベルの職員を

対象としている。2012 年以降では、現場での漏水探知や水圧管理、配管更新作業、道路

管理機関との連絡体制などの改善点を具体的に提案するとともに、ESSAP 側が十分に

納得するような研修カリキュラムをカウンターパートとともに協議し、実践的な内容が

提案されている。 

2) 世界銀行プロジェクトとの連携 

 本プロジェクトでは、モデル地区の実地訓練に必要な経費を「水衛生セクター近代化

プロジェクト（PMSAS）」の資金から活用することになっている。PMSAS のブロック化

における概念的調査はアスンシオン首都圏全体を対象としており、本プロジェクトにお

ける無収水管理及び水圧管理のモデル地区も含まれている。 

 2011 年 12 月に世界銀行・ESSAP・JICA パラグアイ事務所の 3 者による MOU が締

結されている。同 MOU では、世界銀行の PMSAS プロジェクトで調達される資材の一

部を本プロジェクトのモデル地区用として転用されること及び同資材の据付け工事の

費用を PMSAS 側で負担することが合意されており、モデル地区のバルブ・配管の調達、

ピット建設等は ESSAP 自己資金で実施することが明記されているが、PMSAS の遅れに
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

伴い、関連資材や工事も ESSAP の自己資金で行うこととなっている。 

 PMSAS は 4 つのコンポーネントから構成されており、その第 2 コンポーネントが

ESSAP を対象とする部分であり、2013 年までに実施される予定であった。ただし、同

プロジェクトの業務調整を行っていた ESSAP の旧特別プロジェクト顧問室が前総裁任

期中に解散されたため、遅れを伴った。現在は臨時的な部署として特別プロジェクト顧

問室が再編され、これにより、PMSAS 第 2 コンポーネントに係り計画見直し案が検討

されている。 

パラグアイ側のインプットは計画通

り投入されたか。 

- 主管官庁：公共事業・通信省

（MOPC） 

- カウンターパート（C/P）機関：

パラグアイ衛生サービス会社

（ESSAP） 

 

 パラグアイ側の投入実績： 

1) プロジェクト・カウンターパート任命 

担当 氏名 組織 肩書き 

上水道計画 Ing. Marcelo Banti ESSAP 無収水部 部長 

配水網管理 Ing. Carlos Ramirez ESSAP 無収水部フィジカルロス削

減課漏水計測ユニット 
ユニット長 

無収水管理 Ing. Leonardo 
Hentscholek 

ESSAP 無収水部フィジカルロス削

減課 
課長 

漏水探知 Lic. Victor Suarez ESSAP 無収水部コマーシャルロス

削減課 
課長 

Alejandro Amarilla ESSAP 無収水部配管網据付・維持

管理課 
課員 

設備管理 Alejandro Amarilla ESSAP 無収水部配管網据付・維持

管理課 
課員 

 

2) 日本人専門家の事務所スペースの確保 

 ESSAP 本部（住所：José Berges 516 c/ San José, Asunción）の無収水部の一部屋が日本

人専門家の専用の事務所スペース（約 6m×8m）として供与されている。 

3) 資機材の設置及び保管場所の確保 別
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 本プロジェクト供与機材は、ESSAP の資機材倉庫の一部及び各施工班の車両中に保管

されている。 

4) 啓発プログラム用の教室確保 

 少人数用の啓発活動用として上記日本人専門家の事務所スペースの隣接部屋（約

4m×6m）及びワークショップ用としてビニャス・クエー浄水場の大会議室（約 100 人席）

が供与されている。 

5) プロジェクト活動に対する予算の確保 

 本プロジェクトにおけるカウンターパート側のコスト負担の実績及び今後の積算は

下表のとおりである。 

費目 
実績（2011 年 3 月〜

2012 年 9 月） 

単位：Gs. 

予算（2012 年 10 月〜

2014 年 3 月） 

単位：Gs. 

JICA 専門家事務所光熱費 5,950,000 5,100,000 

税関／輸入手数料 168,000,000 0 

旅費・日当（ブラジル） 8,750,000 26,400,000 

旅費・日当（日本） 0 100,250,000 

旅費・日当（パラグアイ国内） 0 475,000,000 

流量計ピット建設費（4 モデル地区） 47,000,000 0 

資材購入費 72,000,000 0 

水道メータ調達費 96,800,000 

付帯資材調達費 118,800,000 

労務費（据付け工事） 42,000,000 

車両用燃料 46,000,000 54,000,000 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

車両修繕費 5,000,000 6,000,000 

セミナー開催費 6,000,000 34,500,000 

衛星追跡システム費（車両位置確認） 7,787,000 6,676,000 

合計 366,487,000 965,526,000 

 

 本プロジェクトにおけるパラグアイ側の投入は Gs.1,332,013,000（約 24.4 百万円）に

なると試算する。 

 

 なお、ESSAP 内部の本プロジェクト活動に最も関係している無収水部は以下のとおり

変更された。 

・ 「配管網据付・維持管理課」（計：12 名）が解体され、旧「フィジカルロス削減課」

（計：3 名）の人員を含んで「フィジカルロス課」（計：5 名）が創設された。 

・ 「コマーシャルロス削減課」（計：4 名）が解体され、「コマーシャルロス課」（計：

11 名）が増員創設された。 

・ 新組織には、他部署からの出向者が 5 名派遣されている。 

・ 以前の組織では庶務・秘書・運転手（計：4 名）が現在では運転手・秘書（計：4
名）によって構成されている。 

・ 部長を含み、以前の組織では合計 24 人体制であったものでが、現在は 26 人体制と

なっている。 

 本プロジェクトのモデル地区での OJT 活動に係り、以前の体制では「配管網据付・維

持管理課」傘下の施工班 5 班がモデル地区における施工を担当し、設置が計画されてい

た「漏水探知班」の 2 班が漏水探知作業を担当することになっていた。しかし、漏水探

知班が正式に任命されておらず、無収水部傘下の施工班の一部が兼務の形で技術指導を

受け、現在に至っている。 

 新組織では、「フィジカルロス課」に「漏水探知班」を 2 班（4 名）設置し、モデル地

区での漏水探知・修理に係る OJT 活動を担当し、同課の「漏水計測ユニット」が無収水

計画や水圧管理に係る OJT 活動を担当することが計画されているが、「漏水探知班」2
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

班及び「漏水計測ユニット」の計測技師が任命されていない状況である。 

合同調整委員会（JCC）は適切に機能

しているか。 
 JCC は適切に機能しており、本プロジェクトの年次計画の管理を行っている。本中間

レビュー中には、PDM 改訂の協議を行う場として機能した。 

成果は計画通り

達成されている

か。 

成果 1「ESSAP 本部が配水網管理の

必要性及び手法について理解する。」

の達成状況は適切か。 

 活動 1.1「既存配水網の状況及び課題を分析する」：ESSAP 本部及び首都圏の各支局へ

の聞き取り調査、漏水補修工事のサイトや候補とされているモデル地区などにおける配

水網の現況調査が行われ、ESSAP が抱える配水網管理の現状が把握されるとともに、配

管網が抱える問題点や技術的課題が明らかになった。施設管理では、配水管の老朽化や

配水網データの不備、無収水管理では、計量の欠如や誤差、計量装置の不足、水圧管理

では、地形による高低差、高水圧が起こす漏水、水圧調整装置の不備などの課題が把握

された。また、こうした問題を抜本的に改善するためには、配水ブロック化を中心とす

る配水網整備を実施し、配水網を適切かつ計画的に管理することが可能な形に整備する

ことが不可欠であることが確認された。 

 活動 1.2「配水網管理のための準備作業に係る理論面の研修を実施する」：ESSAP の配

水網管理において重点的に研修すべき項目がリストアップされ、配水網のゾーニング、

流量計、圧力計、減圧弁、空気弁等の設置・管理、SCADA 及び GIS の応用等に関する

理論研修が実施された。 

 活動 1.3「配水網管理手法に係る理論面の研修を実施する」：無収水管理、水圧の最適

化、緊急時の断水区域最少化、等を目的とする、SCADA を活用した流量及び水圧のリ

アルタイムモニタリングに関して、理論面の研修が実施された。また、水圧調整が必要

な地域や更新が必要な管路の特定を目的とする、漏水や管破裂事故の修理記録の GIS デ

ータベース化などに関して理論面での研修が実施された。 

 活動 1.4「配水網整備計画策定に係る研修を実施する」：2011 年では配水網整備計画の

策定方法に関する研修が実施された。2012 年以降では、世界銀行の PMSAS プロジェク

トに含まれる「アスンシオン首都圏全域の水理モデル構築及び配水網のブロック化概念

的調査」を実施するコンサルタントを選定するための業務指示書作成に係る技術支援を

ESSAP 関係者に対して行う予定である。さらに、上記調査が開始された後も、策定され

るブロック化計画の技術的妥当性を確保するため、引き続き ESSAP 関係者に対して支

援を行う予定である。 
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 活動 1.5「配水網管理技術指針を作成する」：これまでの成果には、世界銀行の配水網

最適化計画（PMSAS）のための施工仕様書、管材の品質基準案が日本側の支援によって

作成され、これはそのまま配水網管理指針の一部として十分使えるレベルにある。また、

これまでの理論研修の資料、成果 2 及び成果 3 に関連するパイロット地区の活動報告書

に盛り込む技術事項についても配水網管理指針の一部として取り扱う予定である。今後

は、ESSAP 施工班に対する技術マニュアル、地方へ技術展開を図る必要があり、これら

は成果 4 の活動に用いることが予定されている。 

成果 2「モデル地区における実地訓練

を通じて、ESSAP の無収水管理能力

が強化される」の達成状況は適切か。

 活動 2.1「無収水管理に係る研修を実施する」：現状及び課題の確認、配管網が抱える

問題点や技術的課題を明らかにし、特に漏水削減に係る無収水管理に必要となる知識・

技術を選定し、研修プログラムを ESSAP と協議して作成された。研修項目は、無収水

概論、無収水削減計画、漏水探査技術、及び無収水削減の評価に分類し 2011 年の研修

に次いで、2012 年以降でも定期的にリフレッシュトレーニングが実施されている。 

 活動 2.2「無収水管理に係る OJT を実施する」：無収水管理技術の基礎研修は、2011
年 6 月～7 月にかけて計 6 回、漏水探知技術の基礎研修は 2011 年 6 月に 3 回行われた。

その後、ESSAP が日常的に実施する漏水探知・修繕作業の現場で実践トレーニングが繰

り返し行われている。モデル地区に係り、無収水（漏水）探査機器、用具などの使用法

に係る研修の実施、モデル地区の選定（水圧調整対象地区：イタ・エンラマーダ及びビ

ルヘン・デ・ファティマ、無収水管理対象地区：空港住居グループ及びバリオ・ベジャ・

ビスタ）、モデル地区の配管図の準備、モデル地区における現況調査の実施と課題の分

析は実施されたが、無収水管理チームの結成が完了されていない。また、モデル地区の

水理的独立化（小ブロック化）はできているが、流量モニタリング、漏水量の推定と削

減対策、無収水の構成要素の特定に係る活動に着手できない状態である。なお、全ての

モデル地区で管路網の図面、水道メータの台帳が完成し、1 つのモデル地区では流入地

点に電磁流量計が設置され、24 時間連続計測できる体制が整い、2012 年 8 月時点では

同モデル地区の無収水率の数値の把握が進められた。無収水管理の実践的技術の移転と

して、漏水探知技術、給水設備管理技術、流量計測技術、通信モニタリング技術の OJT
が実施されている。 

 活動 2.3「ESSAP 本部スタッフが OJT の活動報告書を作成し、無収水管理技術マニュ

アルを作成する」：「無収水管理技術マニュアル」の作成に向けた会議が 9 回実施され、

2012 年 6 月に「無収水管理マニュアル Ver.1」が ESSAP 職員の手で作成された。当マニ

ュアルは今後の OJT 活動を通じて内容が見直され、より実践作業に役立つ内容になるよ 別
添
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うリバイスされていく予定である。 

成果 3「モデル地区における実地訓練

を通じて、ESSAP の水圧管理能力が

強化される」の達成状況は適切か。 

 活動 3.1「水圧管理に係る研修を実施する」：成果 1 に関連して実施した配水網管理技

術の理論研修には、水圧管理技術研修のテーマも含まれている。水圧管理の理論研修は

2011 年 5 月～12 月にかけて計 14 回開催され、基礎的技術の強化が進められている。主

に取り扱われたテーマは、配水網のゾーニング方法、水圧の基礎、水道用バルブの基礎、

配水ネットワークの水理解析、流量計・水圧計の設置と管理である。 

 活動 3.2「水圧管理に係る OJT を実施する」：習得した基礎技術を ESSAP の日常的な

業務に活かすため、モデル地区での水圧管理を OJT 形式で開始された。ESSAP 負担事

項である流量計測ピットの建設や資機材調達は遅れているものの、全てのモデル地区の

給水栓水圧を 24 時間連続測定し、配水管網でどのような水圧変動が発生しているのか

定量的に学ぶトレーニングが実施された。なお、円滑な活動のためには、無収水部漏水

計測ユニットの測定技師の任命が必要である。 

 活動 3.3「OJT の活動報告書と水圧管理技術マニュアルを作成する」：活動 3.1 及び 3.2
の内容を元にして、今後モデル地区での水圧管理対策を実行に移し、その成果を含めた

技術マニュアルが作成される予定である。 

成果 4「ESSAP 本部から地方支局に

対して、配水網管理技術が普及され

る」の達成状況は適切か。 

 活動 4.1「ESSAP 本部から支局への技術移転の現状を分析し、課題を特定する」：ESSAP
地方支局にはエンジニアレベルの職員は配置されておらず、また日常業務においてそう

した体制が整うまでには、権限の移譲を含めて長い時間がかかる模様である。現時点で

ESSAP 本部から支局への体系的な技術支援は実施されておらず、ESSAP 支局で技術的

に対応できない事態が発生した場合、その都度本部から技術者が派遣され、対応されて

いる。本プロジェクトを通じて ESSAP 本部に移転される技術は、無収水管理と水圧管

理の 2 本を柱とされているが、現時点で地方支局にこれらの技術をそのまま移転するこ

とは上記により妥当ではない。地形的に極めて平坦な特性を有する地方都市が多く、給

水範囲が小さい都市では過大水圧に起因する漏水発生は少ない。その場合、解決すべき

課題の多くは施工不良、管路自体の老朽化、給水管レベルの漏水に限られ、施工時の品

質管理、施工管理といった実践的なものの優先度が高くなる。地方支局の主な役割は、

浄水場の運転管理、料金徴収、日常的な配管修理に限られ、本プロジェクトを通じて地

方展開を図るべき技術テーマは日常的な配管修理技術とすることが妥当であると判断

された。上記を踏まえ、現在の ESSAP の組織及び技術レベルを検討した結果、移転対

象とする技術は「配水管の据付及び修理技術」とすることがワークプランで提案され、
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ESSAP の合意が得られている。 

 活動 4.2「ESSAP 本部から支局への技術移転に必要な体制を構築する」：本プロジェク

トでは、4 地方支局（コロネル・オビエド、ピラール、コンセプション、及びエンカル

ナシオン）を拠点に選び、ESSAP 本部からスタッフを派遣して各支局及び周辺市の配水

網管理技術の指導を行うことが計画されている。ESSAP 本部は、地方での技術指導は

2013 年の実施を予定しており、少なくとも各支局で 1 回は集中的な技術指導を行う機会

を設け、その後 ESSAP 自身が技術支援プログラムを立ち上げ、毎年定期的にフォロー

アップを行うような体制を整えたいとの考えを持っている。移転対象とする技術は、既

述の「配水管の据付及び修理技術」が予定されている。 

 活動 4.3「研修プログラムのための教材を整備する」：研修プログラムの教材の準備に

着手し、水道メータ及び給水管の施工に係る項目が作成されている。 

 活動 4.4「ESSAP 地方支局向けの研修プログラムを実施する」：本活動は 2013 年から

開始される予定である。 

 活動 4.5「実施された研修プログラムの有効性を評価し、今後の研修プログラムへの

提言を取り纏める」：本活動は今後実施される予定である。 

プロジェクト目

標「ESSAP の配

水網管理能力が

強化される」が実

現する可能性が

あるか。 

ESSAP の配水網管理能力が強化に資

する技術と施策が十分に強化された

か。 

 これまで理論研修や実地訓練（OJT）を通じて指導し、移転された技術のうち、漏水

探知機及び音聴棒を用いた漏水調査、水圧計及びデータロガーを用いた水圧測定、配管

施工技術、及び送水管の水理解析技術はすでに ESSAP の日常的な業務に活かされてい

る。 

 2011 年 4月～2011年 12月までに実施した理論研修や現場研修は全 28名、その後、2012
年 8 月までの時点では参加者は 37 名まで達している。複数回参加している職員がいる

一方で、専門分野によっては 1～2 回の参加にとどまっているケースもあるが、ESSAP
内でこうした理論研修や実践技術を間近に教えてくれるような経験はこれまでなかっ

たため、非常に大きな関心を呼んでいる。一方、これからは、ESSAP 本部のスタッフが

地方支局に対する技術移転に取り組み、ESSAP 地方支局のテクニシャンやその他スタッ

フが新たにプロジェクト活動へ参画することが期待されている。 

 現在のアスンシオン市内の配水網の状況を抜本的に改善するためには、ブロック化な

どの配水網最適化を含む配水網整備が不可欠である。本プロジェクトと並行して、アス
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

ンシオン首都圏全域を対象に、水理モデル構築とその結果を踏まえブロック化の概念的

調査が世銀の支援（PMSAS）で実施される予定である。現在、その準備段階として、同

計画策定に携わるコンサルタントを選定するための業務指示書作成作業が ESSAP 無収

水部を中心に実施されており、本プロジェクトの日本人専門家がその作業に対して技術

支援を行っている。コンサルタント選定が完了すると、ESSAP が配水網改善計画作成に

着手することになるが、その段階においても、策定されるブロック化計画の技術的妥当

性を確保するため、本プロジェクトの日本人専門家が引き続き ESSAP を支援していく

ことが、2011 年 12 月 1 日付けで締結された世銀、ESSAP 及び JICA の 3 者間の覚書の

中で合意されている。 

実施プロセス

の把握 
各活動は計画ど

おり実施された

か。 

当初の活動計画に何か変更があった

か。 
 成果 2 の活動 2.2 に係り、既述のとおりモデル地区における現況調査の実施と課題の

分析は実施されたが、無収水管理チームの結成が完了していない。また、モデル地区の

水理的独立化（小ブロック化）はできているが、流量モニタリング、漏水量の推定と削

減対策、無収水の構成要素の特定に必要な現場活動に支障がでている状態である。この

問題は、既述のとおり前総裁就任中に ESSAP の組織改編が実施され、無収水部に所属

していた現場施工班が解散されたことによる。現役総裁は同チームの 2 班を含んだ

ESSAP の組織再編に賛成しているが、人事任命に至っていない状態である。 

 成果 3 の活動 3.2 に係り、既述のとおり、ESSAP 負担事項である流量計測ピットの建

設や資機材調達は遅れている。この問題は、世界銀行の関連プロジェクトによって供与

される予定であった資機材が、同プロジェクトの進捗が遅れているため発生したもので

ある。現総裁はその解決策として、ESSAP が独自に調達することを進めているが、資機

材の調達は今月末の納期を予定しており、約 10 ヶ月の遅延をもたらしている。 

技術移転に関して何か問題があるか。  特になし。 

プロジェクトの管理システムに何か問題があるか。  特になし。 

プロジェクトは カウンターパート及び協力機関で十分

に認識されているか。 
 MOPC 及び ESSAP で十分認識されている状況を確認した。 

適切なカウンターパートが任命されているか。  無収水削減及び水圧管理を担当している ESSAP 参加の無収水部は適切なカウンター

パートである。 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

カウンターパート、協力機関の役割は適切であるか。  下表に本プロジェクト関係機関の関連所掌を示す。 

機関名 関連所掌 

公共事業通信省（MOPC） パラグアイ政府の上下水道事業に係る行政機関とし

てセクターにおける法規制の整備 

公共事業通信省水・衛生局

（DAPSAN） 
MOPC の上下水道事業に係る政策策定及び公共事業

の計画策定 

衛生事業管理規制院

（ERSSAN） 
上下水道事業の監督機関（水質・排水基準の設置、

事業許可制度、料金等の管理） 

厚生労働省環境衛生総局

（DIGESA） 
上下水道事業における水質の監査 

大蔵省公社監視ユニット

（UMEP） 
公営企業の経営に係る監査 

厚生労働省国家環境衛生事業

局（SENASA） 
10,000 人以下の地区を対象とした上下水道事業の整

備及びサービスの提供 

環境庁（SEAM） 上下水道事業における環境影響評価制度の管理及び

暫定的に水利権の管理 

衛生事業公社（CORPOSANA） ESSAP の旧組織、ESSAP と同様 10,000 人以上の地

区を対象とした上下水道事業の整備及びサービスの

提供 

 
 上表のとおり、カウンターパート及び協力機関は適切な役割を果たしている。 

直接裨益者 ESSAP の技術者及び従業員約 1,200 人及び関

連機関のプロジェクトへの参加度は高いか。プロジェク

トの認知度は高いか。 

 2011 年 4月～2011年 12月までに実施した理論研修や現場研修は全 28名、その後、2012
年 8 月までの時点では参加者は 37 名まで達している。複数回参加している職員がいる

一方で、専門分野によっては 1～2 回の参加にとどまっているケースもあるが、ESSAP
内でこうした理論研修や実践技術を間近に教えてくれるような経験はこれまでなかっ

たため、非常に大きな関心を呼んでいる。一方、これからは、ESSAP 本部のスタッフが 別
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

地方支局に対する技術移転に取り組み、ESSAP 地方支局のテクニシャンやその他スタッ

フが新たにプロジェクト活動へ参画することが期待されている。 

 MOPC の DAPSAN は本プロジェクトへ積極的に参加しており、プロジェクト内容を

把握している。 

プロジェクト実施期間中に上記以外の問題が生じたか。

その原因は何か。 
 特になし。 

妥当性 プロジェクトは

社会の必要性に

合致しているか。 

プロジェクトは対象地域と社会の必

要性に合致しているか。 
 ESSAP は、10,000 人以上の都市に対する上下水道事業を行う政府 100%株主の株式会

社であり、上水道事業の規模としてパラグアイの約 38%（2009 年現在 ERSSAN に登録

されている接続個数の割合）及びアスンシオン首都圏では約 57%を占めている。 

 アスンシオン首都圏では、水道事業において水道インフラの老朽化によって大量の無

収水が発生しており、水道運営に支障をきたしている。首都圏に急激に人口が集中した

ため、既設の浄水場や送配水管網に対して、整合性のない増設や延長を繰り返し全体的

にバランスの取れていない送配水管系統と複数の浄水場とポンプ場の連携に苦慮して

いる。 

 ESSAP は、高い無収水率に係り経営上の問題として認識し、無収水部を新たに設置し、

計画部門、配管工事部門との統合も視野に入れた組織改編を進めているところであるが

ESSAP では体系的な無収水対策を実施した経験がなかった。また、水道料金の徴収方法

として、水道メータがない、あるいは誤作動している例が多く、過去の使用量を参考に、

または、地域の平均値を参考に請求している。 

 本プロジェクトは上記の開発ニーズに係り当該技術の移転を行い、ESSAP のキャパシ

ティ・ディベロップメントに資するものである。 

プロジェクトは

日本とパラグア

イ両国の優先事

項に合致してい

るか。 

プロジェクトはパラグアイの開発政

策に沿ったものか。 
 パラグアイ政府は、ミレニアム開発目標（MDGs）の第 7 目標「環境の持続可能性を

確保」におけるターゲット 7-C「2015 年までに、安全な飲料水と衛生施設を継続的に利

用できない人々の割合を半減させる」に係り積極的に取り組んでおり、安全な飲料水の

項目では既に目標を達成している。上水道普及率は 2000年の 53%から 2010年には 75.2%
に達し、上質な水源へのアクセスに関しては、2000 年では国民の 63%であったものが

2010 年には 81%に達した（出典：Gabinete Social. 2001. "Objetivos de Desarrollo del Milenio 
2010. Primer Informe de Gobierno".）。 

 公共事業通信省（MOPC）は 2008-2013 年戦略計画（MOPC Plan Estratégico 2008-2013）
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

を策定し、道路整備、上下水道、エネルギー及びその他セクターにおける長期計画を導

入している。上下水道の分野では 500 百万ドルの投資によって 2013 年目標として上水

道の普及率 80%、下水道の普及率 40%を目指している。これに整合して MOPC 傘下の

水・衛生局（DAPSAN）は米州開発銀行（IDB）の支援より上下水道戦略計画（Plan 
Estratégico Sectorial de Agua Potable y Saneamiento de Paraguay）を策定し、上下水道整備

における 2015 年までの投資金額として 733.1 百万ドルを積算している。そのうち上水道

に関し都市部の 87.4 百万ドル、農村部の 25.1 百万ドルが計上されている。 

 2000 年 11 月に衛生事業管理規制院（ERSSAN）が上下水道事業の監督機関として設

立され、上水道事業に係り、①適正水圧の管理、②給水サービス（断水のない）の連続

性、③断水における即時対応の体制整備、及び④無収水量の最少化が義務づけられ、そ

の細則は法 2000 年 1614 号（Ley No. 1614/2000 "Ley General del Marco Regulatorio y 
Tarifario del Servicio de Agua Potable y Alcantarillado Sanitario"）によって定められた。 

 一方、大蔵省は、公営企業の運営効率及び説明責任の向上を図るために公営企業監視

ユニット（UMEP）を 2008 年 11 月に創設し、ESSAP を含む公営企業に対し、運営に係

る評価指標による監視制度を設けた。UMEP は以下 13 の評価指標によって ESSAP の実

績を四半期ごとに評価している。①民間セクターの料金徴収滞納、②公的機関の料金徴

収滞納、③料金徴収効率、④流動性（換金性）、⑤EBITDA（金利・税金・償却前利益）、

⑥アスンシオン首都圏の無収水量、⑦人材効率、⑧水道メータによる正確な水量測定、

⑨都市部の上水道普及率、⑩都市部の下水道普及率、⑪対人口比密度苦情件数、⑫浄水

後の水質達成度、及び⑬ビニャス・クエー浄水場配水システムの水質達成度。 

 本プロジェクトは、上記パラグアイ政府の上水道整備の必要性と ESSAP に求められ

ている水圧の適正管理及び無収水管理の向上に資するものである。 

プロジェクトは日本の海外援助政策

及び JICA の国別援助実施計画に沿っ

たものか。 

 日本の対パラグアイ国別援助方針では、電力・運輸・水道分野をはじめとする経済・

社会インフラの整備状況が不十分であるため、これらの脆弱性を克服することが当国に

おける格差無き持続的経済・社会開発を進める上で不可欠であるとしている。 

 また、パラグアイは 2 本の国際河川（パラナ川・パラグアイ川）が流れ、また世界有

数の地下水資源グアラニー帯水層の圏内にも位置するなど水資源に恵まれているが、上

水道による安全な水を利用できる総人口の割合は 51.5%と周辺国と比較して低い。また、

この数値は MDGs による 2015 年給水普及率目標値である 80.5%を大幅に下回っており、

MOPC-DAPSAN によると、2015 年の給水普及率は 68%程度と推定され、目標の達成が

困難と予想されている。都市部（地方都市を含む）では給水設備の整備の遅れ及び老朽
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

化によって需要が満たせず、夏場の水不足（断水）と水道管破裂による漏水などが道路

の破損につながり、社会問題となっていると掲げる。 

 上記の状況下、（水・衛生改善）複数スキーム（技術強力・無償資金協力など）の有

機的連携により総合的に課題にアプローチし、アスンシオン首都圏及び地方都市の「水

供給」の現状改善を優先的に図っていく。また、当該分野の監督官庁である

MOPC-DAPSAN の組織強化、行政能力の向上を図りつつ、ESSAP などの都市部で水・

衛生関連サービスを提供する機関の管理職・技術者の人材育成・能力開発の視点も盛り

込み、成果の持続性、自立発展性を重視した強力を進めて行くと掲載する。 

 JICA 国別分析ペーパー（2011 年 9 月）では、パラグアイにおける開発課題別の分析

を実施しており、水資源に係り「上下水道整備に関する中長期的な政策・投資計画の不

在や関連法の整備の遅れに加え、水道事業に関係する各機関の機能が明確でないため、

上下水道施設の整備が遅れ、都市部・農村部安全な水へのアクセス率、農村部の適切な

衛生施設普及率は域内各国の平均を大きく下回っている」と把握している。 

 更に、アスンシオン首都圏に限っては、一定の給水普及率に達成しているが、一方で

高い無収水率という課題を抱えており、正確なデータの把握も含め、無収水対策が急務

となっている。また、水道行政が計画的ではなかったため、現在、パラグアイには様々

な形態の給水機関が乱立している。そのため、上下水道施設整備を行うためには、これ

ら既存の給水業者との調整コストが高くつく状況になっており、計画的な上下水道整備

を進める上での阻害要因となっていると分析している。 

プロジェクトは

妥当なアプロー

チを採用してい

るか。 

実施機関及び協力機関の選択は適切

か。 
 配水網管理を所掌とする ESSAP が実施機関であり、上水道事業に係る政策策定及び

公共事業の計画策定を担う MOPC の DAPSAN が協力機関として選定されており、適切

である。 

関連プロジェクト及びアプローチと

の協力と通じて期待される相乗効果

を発現するか。 

 2012 年以降では、世界銀行の PMSAS プロジェクトに含まれる「アスンシオン首都圏

全域の水理モデル構築及び配水網のブロック化概念的調査」を実施するコンサルタント

を選定するための業務指示書作成に係る技術支援を ESSAP 関係者に対して行う予定で

ある。さらに、上記調査が開始された後も、策定されるブロック化計画の技術的妥当性

を確保するため、引き続き ESSAP 関係者に対して支援を行う予定である。 

 本プロジェクトの活動 4.2「ESSAP 本部から支局への技術移転に必要な体制を構築す

る」では、ESSAP の 4 地方支局（コロネル・オビエド、ピラール、コンセプション、及

びエンカルナシオン）を対象に技術移転活動を計画されているが、そのうち、ピラール

及びコンセプションでは上水道分野における無償資金協力が進行しているため、これら
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

地域での配水網管理における技術移転は、同上水道システムの適正管理に寄与するもの

であると考えられるため、その徹底は重要な課題である。 

対象地域の選択は適切か。  アスンシオンでは無収水率は計画されていたほどに改善されておらず、2008 年時点で

48％に達していることが判明した。その一因として、円借款事業の後にパラグアイ側が

独自予算で進める予定となっていた 2～3 次配水管の更新が進んでいないことが考えら

れる。実際首都圏においては、1 日平均 96 箇所で水道管が破裂しており、莫大な修理費

用が発生しているほか、多量の水道水漏出による事業収益の減少、舗装道路の破損等を

引き起こしている。また、配水管網のブロック化が進んでいないため、供給水量・使用

水量が把握できていないほか、首都圏の人口の急増に伴う不法接続等の増加にも対応で

きていないなど、無収水の管理に係る体制整備、技術力の向上が急務となっているため、

対象地の選定は適切である。 

日本に技術的優位性があるか。  日本は世界で最も低い無収水率を挙げている国であり、その技術には優位性が確認さ

れている。 

 日本の上水道整備は、地方自治体へも普及していおり、統一された技術・運営方法が

普及されている。 

有効性 プロジェクトは

目標達成に向け

て適切に実施さ

れているか。 

インプットと成果の実績及び活動内

容から見て、プロジェクトの目標が達

成されそうか。 

 指標 1. 「技術移転された配水網管理技術が、日々の水道施設のオペレーションへ活

用される」：これまで理論研修や実地訓練（OJT）を通じて指導し、移転された技術のう

ち、漏水探知機及び音聴棒を用いた漏水調査、水圧計及びデータロガーを用いた水圧測

定、配管施工技術、及び送水管の水理解析技術はすでに ESSAP の日常的な業務に活か

されている。 

 指標 2. 「ESSAP 本部及び地方支局の技術者及び技師が○○名以上、配水網管理に係

る研修を修了する」：2011 年 4 月～2011 年 12 月までに実施した理論研修や現場研修は全

28 名、その後、2012 年 8 月までの時点では参加者は 37 名まで達している。複数回参加

している職員がいる一方で、専門分野によっては 1～2 回の参加にとどまっているケー

スもあるが、ESSAP 内でこうした理論研修や実践技術を間近に教えてくれるような経験

はこれまでなかったため、非常に大きな関心を呼んでいる。一方、これからは、ESSAP
本部のスタッフが地方支局に対する技術移転に取り組み、ESSAP 地方支局のテクニシャ

ンやその他スタッフが新たにプロジェクト活動へ参画することが期待されている。本指

標の定量化に係り、50 名以上を研修の対象にすると提案されている。 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

 指標 3. 「ESSAP が配水網改善計画作成に着手する」：現在のアスンシオン市内の配水

網の状況を抜本的に改善するためには、ブロック化などの配水網最適化を含む配水網整

備が不可欠である。本プロジェクトと並行して、アスンシオン首都圏全域を対象に、水

理モデル構築とその結果を踏まえブロック化の概念的調査が世銀の支援（PMSAS）で実

施される予定である。現在、その準備段階として、同計画策定に携わるコンサルタント

を選定するための業務指示書作成作業が ESSAP 無収水部を中心に実施されており、本

プロジェクトの日本人専門家がその作業に対して技術支援を行っている。コンサルタン

ト選定が完了すると、ESSAP が配水網改善計画作成に着手することになるが、その段階

においても、策定されるブロック化計画の技術的妥当性を確保するため、本プロジェク

トの日本人専門家が引き続き ESSAP を支援していくことが、2011 年 12 月 1 日付けで締

結された世銀、ESSAP 及び JICA の 3 者間の覚書の中で合意されている。 

プロジェクトの目標達成を阻む要因

があるか。 
 本プロジェクト実施中に、モデル地区での活動の一部を担うことが期待されていた現

場施工班が解散されたため、OJT 活動への影響を及ぼしている。このような状況は早期

に解決し、再発防止に努める必要がある。 

 モデル地区での OJT を行うために必要としていた資材の調達及び工事費を別プロジ

ェクトによって実施することを予定していたが、同プロジェクトの開始が遅れたため、

ESSAP 独自の負担で提供されることになった。ただし、その決定までに約 7 ヶ月遅れ、

当該活動に係り計画上約 10 ヶ月の遅れを伴っている。このような前提条件が満たされ

ない状況が確認された場合には、早期に解決しプロジェクト成果への影響を軽減するよ

うに努める必要がある。 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

プロジェクトの

目標と成果に因

果関係があるか。 

成果はプロジェクトの目標達成に十

分なものか。 
 本プロジェクトの成果は以下 4 成果から構成され、本プロジェクト目標「ESSAP の配

水網管理能力が強化される」に適合している。 

1. ESSAP 本部が配水網管理の必要性及び手法について理解する。 

2. モデル地区における実地訓練を通じて、ESSAP の無収水管理能力が強化される。 

3. モデル地区における実地訓練を通じて、ESSAP の水圧管理能力が強化される。 

4. ESSAP 本部から地方支局に対して、配水網管理技術が普及される。 

 上記成果と関連し、「上水道計画」、「配水網管理」、「無収水管理」、「漏水探知」、「設

備管理」、「配水維持管理」及び「給水設備工事技術」の分野の日本人専門家・アドバイ

ザーが派遣されている。 

 また、供与機材及び携行機材は、上記成果に係る各活動に必要とするものとして投入

されている。 

 従い、専門分野及びプロジェクトのインプットは十分である。 

プロジェクトの目標達成に向けた成

果に関わる前提条件及び外部要因が

現時点でも的確か。外部要因が実現す

る可能性があるか。 

 プロジェクトの目標達成に向けた成果に関わる前提条件及び外部要因が現時点でも

的確である。 

1. ESSAP の配水網改善に係る投資につき、一部配管の更新が世界銀行からの借款によ

って計画されているが、その計画見直しが進行中である。 

2. ESSAP の組織は政治的に誘導されやすい体制である。来年 4 月に予定されている選

挙、8 月の政権交代によって編成されることが懸念されている。 

3. 移転技術習得者の留任に係り、これも上記の選挙、政権交代への依存性が高い。 

4. OJT 用の資材調達につき、遅れは伴ったものの調達される可能性は高い。 

5. ESSAP の公社としての維持につき、民営化の意向はないため、政府 100%保有の株

式会社として継続する可能性が高い。 

効率性 プロジェクトの

成果の達成レベ

ルはどのような

ものか。 

成果 1 の達成レベルは適切か。  指標 1-1「ESSAP 本部スタッフが配水網管理手法に係る指針を作成する」に係り、既

述のとおり、成果 2 に係る活動によって作成された「無収水管理マニュアル Ver.1」の改

訂版及び引き続き実施されるモデル地区での技術移転を考察した配水網整備のための

計画が検討されている。これを勘案し、本成果の達成度は 50%以上進んでいるといえる。 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

成果 2 の達成レベルは適切か。  指標 2-1「ESSAP 本部スタッフがモデル地区において無収水の構成要素を特定できる

ようになる」に係り、ESSAP 本部のスタッフは無収水削減計画、漏水探査技術、及び無

収水削減の評価における技術を取得しており、その技術普及ができるようになった。現

在、一つのモデル地区では無収水の構成要素の特定とその定量化に着手したところであ

る。今後その他のモデル地区でも同様な活動が進められる予定である。 

 指標 2-2「ESSAP 職員がモデル地区において無収水管理のための計画を立案できるよ

うになる」に係り、既述のとおり「無収水管理マニュアル Ver.1」が完成しており、引き

続き実施される OJT を踏まえてこれの改訂版が作成され、同改訂版にそって無収水管理

計画が立案される予定である。 

 指標 2-3「ESSAP 本部スタッフが、漏水箇所の特定・補修、違法接続の探知及び合法

化、配水量の適正管理など、日常的な無収水管理業務に必要な技術を修得する」に係り、

上記のとおり、ESSAP 本部のスタッフは無収水削減計画、漏水探査技術、及び無収水削

減の評価における技術を取得しており、その技術普及ができるようになった。モデル地

区では、習得された技術における OJT が進み、習得された技術は既に日常作業に応用さ

れているが、無収水部のフィジカルロス課の傘下に漏水探知チームが形成されていない

ため、主に同課のスタッフが兼務で漏水探知作業を実施している。 

 指標 2-4「モデル地区における無収水率が減少する」に係り、既述のとおり、一つの

モデル地区では無収水の構成要素の分析に着手し、また 2012 年以降ではその他のモデ

ル地区でも実施される予定であり、これらを基に無収水率の減少のための活動が行われ

る予定である。 

成果 3 の達成レベルは適切か。  指標 2-4「モデル地区における無収水率が減少する」に係り、既述のとおり、一つの

モデル地区では無収水の構成要素の分析に着手し、また 2012 年以降ではその他のモデ

ル地区でも実施される予定であり、これらを基に無収水率の減少のための活動が行われ

る予定である。 

 指標 3-2「ESSAP 本部スタッフが、減圧弁の設置、ウォーターハンマー対策、水圧記

録装置の設置、水圧データの解析など、日常的な水圧管理業務に必要な技術を修得する」

に係り、配水網のゾーニング方法、水圧の基礎、水道用バルブの基礎、配水ネットワー

クの水理解析、流量計・水圧計の設置と管理に係る技術移転が進んでおり、日常的な水

圧管理業務に必要な技術は習得されている。 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

 指標 3-3「モデル地区において水圧の適正範囲内で制御される」に係り、全てのモデ

ル地区の給水栓水圧を 24 時間連続測定し、配水管網でどのような水圧変動が発生して

いるのか定量的に学ぶトレーニングが実施されており、引き続き水圧管理対象 2 地区の

水圧が適正範囲内で制御される予定である。 

成果 4 の達成レベルは適切か。  指標 4-1「ESSAP 本部から地方支局に対する研修が○○回実施される」に係り、2013
年から開始を予定している技術移転は、無収水部傘下の市施工班より、コロネル・オビ

エド、ピラール、コンセプション及びエンカルナシオンの各支局の施工班へ行うことが

計画されている。次回 JCC にてプロジェクト PDM の変更が予定されており、本指標の

定量化を行う予定であり、研修を 4 回実施することが検討されている。 

成果の達成に十

分なインプット

と活動があった

か。 

活動は成果の達成に十分だったか。  成果 2 の活動 2.2 に係り、既述のとおりモデル地区における現況調査の実施と課題の

分析は実施されたが、無収水管理チームの結成が完了していない。また、モデル地区の

水理的独立化（小ブロック化）はできているが、流量モニタリング、漏水量の推定と削

減対策、無収水の構成要素の特定に必要な現場活動に支障がでている状態である。 

 この問題は、既述のとおり前総裁就任中に ESSAP の組織改編が実施され、無収水部

に所属していた現場施工班が解散されたことによる。現役総裁は同チームの 2 班を含ん

だ ESSAP の組織再編に賛成しているが、人事任命に至っていない状態である。 

 その他成果に関しては計画どおり活動が実施されており、プロジェクト目標の達成に

貢献している。 

インプットは成果の達成に十分だっ

たか。 
 成果 3 の活動 3.2 に係り、既述のとおり、ESSAP 負担事項である流量計測ピットの建

設や資機材調達は遅れている。 

 この問題は、世界銀行の関連プロジェクトによって供与される予定であった資機材

が、同プロジェクトの進捗が遅れているため発生したものである。現総裁はその解決策

として、ESSAP が独自に調達することを進めているが、資機材の調達は今月末の納期を

予定しており、約 10 ヶ月の遅延をもたらしている。 

 その他の投入項目については計画どおり実施されており、プロジェクト目標の達成に

貢献している。 

インプットは適

時に実施された

か。 

活動を予定通りに実施するためのイ

ンプットは質量共に適切で、かつ適時

に実施されたか。 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

インパクト プロジェクト後

に上位目標

「ESSAP の給水

サービスが向上

する」見込みがあ

るか。 

プロジェクト終了後の効果や影響が

あるか。 
 本プロジェクト終了後の効果や影響は以下のとおり見込まれる。 

1) 「ESSAP のサービスエリアにおける配水量及び水圧が適切に管理される」 

 無収水部の水理解析担当者の技術力は十分なレベルにあり、本プロジェクトのモデル

地区で配水量及び水圧の測定体制が整い、測定結果に基づいて技術的に妥当な改善計画

を立案できれば、可能性が高くなる。 

2) 「水道契約者数が増加する」 

 本プロジェクト終了後に無収水削減が達成できれば、ESSAP の収支が改善されること

に伴い施設拡張のための投資力が増すと推測する。同施設拡張より水道網も拡張され新

規の水道契約者が増加すると見込まれる。 

3) 「顧客満足度が改善する」 

 水道メータの設置による正確な水道料金の徴収、水圧の適正化が実現されることによ

って、顧客満足度が改善する可能性は高い。 

4) 「社会やプロジェクト関係参加機関そして裨益者への経済的影響」 

 ESSAP は納税者であるため、同収益増による納税増より、国庫への経済効果を寄与す

ることとなる。 

5) その他正負の間接的効果 

 無収水削減により水資源の有効利用に寄与する。また、地方に居住する先住民（グア

ラニー族、トゥピー族やナズック族等）の水汲みは慣習的に女性が行うこととなってい

るため、上記と同様、ESSAP 地方支局の無収水削減から生じる地方支局の収支改善によ

って上水道普及率が地方の先住民居住地をカバーするようになれば、現在、水汲みを行

っている女性の労働緩和に寄与する。 

ジェンダー、民族あるいは社会層にお

ける違いを反映した好影響もしくは

正／負の影響があるか。 

その他の正／負の影響があるか。 

自立発展性 ESSAP は上水道

整備のための、独

自の戦略、プログ

ラム、計画を作成

しているか。 

プロジェクト終了後にも政策支援が

維持されるか。 
 DAPSAN は上下水道事業における長期投資計画の作成を進めており、更に ERSSAN
及び UMEP は ESSAP のサービス効率化を目指しており、協力修了後の政策・制度面の

持続可能性は高いといえる。 

関連した規則や法体系が作成されて

いるか。 
 ESSAP の上下水道事業者としての法人格を承認する法案が準備中である。ESSAP は

旧 CORPOSANA が解体され政府 100%保有の株式会社として設立されたが、上下水道事

業者としての資格は取得されていない非公式な組織である。 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

 ESSAP は上水道整備における長期的計画の策定を必要としているが、その策定能力が

不十分であるため、作成さていない状態である。 

プロジェクト後に当該戦略等を展開

されるか。 
 ESSAP は部署レベルの SWOT 分析に基づいた 2011-2015 年戦略計画（ESSAP S.A. 
Pla-nificación Estratégica 2011-2015）を策定しており、主に世界銀行の PMSAS プロジェ

クト資金によるESSAPの 2011-2015の投資計画が掲げられている。無収水部の項目では、

本プロジェクトによって習得される技術の応用による将来展望が課題として掲げられ

ており、これを実践することにより、本プロジェクト成果の自立発展性へ寄与するもの

と考えられる。 

ESSAP の組織形

態及び資金源は

持続可能なもの

か。 

プロジェクト終了後でも効果を生み

出せる活動を実施するのに十分な組

織能力があるか。 

 本プロジェクトでは、4 地方支局（コロネル・オビエド、ピラール、コンセプション、

及びエンカルナシオン）を拠点に選び、ESSAP 本部からスタッフを派遣して各支局及び

周辺市の配水網管理技術の指導を行うことが計画されている。ESSAP 本部は、地方での

技術指導は 2013 年の実施を予定しており、少なくとも各支局で 1 回は集中的な技術指

導を行う機会を設け、その後 ESSAP 自身が技術支援プログラムを立ち上げ、毎年定期

的にフォローアップを行うような体制を整えたいとの考えを持っている。移転対象とす

る技術は、既述の「配水管の据付及び修理技術」が予定されているが、ESSAP の組織体

制については総裁の意思決定に誘導される仕組みとなっており、これまでの実績とし

て、政権交代等によって総裁が 2 回も代わっており、来年予定されている大統領選挙・

交代後には再び交代されることが懸念されている。また、既述のとおり、無収水削減に

係る活動を実施するためには ESSAP 本部の無収水部の漏水探知チームの編成が急務で

ある。 

 一方、世界銀行の支援より、ESSAP では下水道セクターのマスタープランが策定され、

アスンシオン首都圏の生活排水集水網及び簡易処理による放流システムを優先施設と

して挙げられ、PMSAS プロジェクトによって建設が進められる予定である。一方、上

水道セクターでは、組織の体制が不十分であるため、配管更新の将来計画、サービスエ

リアの拡張計画等を考察する当該マスタープランの策定ができない状況である。本プロ

ジェクト成果の ESSAP 内部の組織的展開のためには、ベースとなるマスタープランの

ような計画性を必要とするものであるため、ESSAP 上水道セクターに関しても中長期的

な計画が必要である。 

ESSAP におけるプロジェクトのオー

ナーシップ意識は十分か。 
 ESSAP は、本プロジェクトに積極的に参加しており、本プロジェクト後の技術普及体

制の構築に取り組んでいる。本プロジェクトのモデル地区整備のための資材や工事費に
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つき自己資金によって進めており、プロジェクトのオーナーシップは十分である。 

予算（運用経費を含む）は十分に確保

されているか。 
 下表に ESSAP の過去 3 年間の財務指標を示す。 

財務指標 
2009 年 2010 年 2011 年

単位：百万 Gs. 

料金徴収（公的機関） 17,026 21,029 18,880

料金徴収（民間セクター） 184,815 188,447 200,311

営業利益 53,342 35,102 49,578

純利益 43,551 30,514 46,254

固定資産 80,550 89,316 109,110

減価償却費 38,414 42,185 48,343
 

 表示のとおり、ESSAP の財政状況は健全である。また、上記 2011-2015 年戦略計画で

は下表のとおり、投資計画が掲載されている。 

資金調達機関 
2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 累計 

単位：百万 Gs. 

ESSAP 12,545 23,509 24,684 25,918 27,214 113,870

世界銀行 20,263 163,385 186,282 369,930

JICA 140 13,154 13,294

合計 32,948 200,048 210,966 25,918 27,214 497,094
 

 上記のとおり ESSAP は自己採算制の組織であるため、上記の財務状況の維持・改善

より自立発展性へ資するものとなる。 

プロジェクトの実施を通じ、将来にお

いて予算が増額される可能性はどの

程度あるか。 

別
添
資
料
7

A
7-24



 

評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

適用された技術

は持続されうる

か。 

プロジェクトで採用された技術移転

の方法が受入られたか。 
 本プロジェクトの技術移転は、適切な配管施工法、無収水削減方法、配水管網におけ

る流量と水圧の関係、水道メータ調査、配水管網マニュアルの作成等に係る技術が習得

され、ESSAP 独自で応用可能なように実施されており、地方支部への技術普及の可能性

も高い。 

プロジェクト自体に普及メカニズム

が含まれているか。 
 本プロジェクトでは、4 地方支局（コロネル・オビエド、ピラール、コンセプション、

及びエンカルナシオン）を拠点に選び、ESSAP 本部からスタッフを派遣して各支局及び

周辺市の配水網管理技術の指導を行うことが計画されている。ESSAP 本部は、地方での

技術指導は 2013 年の実施を予定しており、少なくとも各支局で 1 回は集中的な技術指

導を行う機会を設け、その後 ESSAP 自身が技術支援プログラムを立ち上げ、毎年定期

的にフォローアップを行うような体制を整えたいとの考えを持っている。移転対象とす

る技術は、既述の「配水管の据付及び修理技術」が予定されている。 

技術は他の地域に普及できる性質の

ものか。 
 ESSAP 地方支局にはエンジニアレベルの職員は配置されておらず、また日常業務にお

いてそうした体制が整うまでには、権限の移譲を含めて長い時間がかかる模様である。

現時点で ESSAP 本部から支局への体系的な技術支援は実施されておらず、ESSAP 支局

で技術的に対応できない事態が発生した場合、その都度本部から技術者が派遣され、対

応している。本プロジェクトを通じて ESSAP 本部に移転される技術は、無収水管理と

水圧管理の 2 本を柱とされているが、現時点で地方支局にこれらの技術をそのまま移転

することは上記により妥当ではない。地形的に極めて平坦な特性を有する地方都市が多

く、給水範囲が小さい都市では過大水圧に起因する漏水発生は少ない。その場合、解決

すべき課題の多くは施工不良、管路自体の老朽化、給水管レベルの漏水に限られ、施工

時の品質管理、施工管理といった実践的なものの優先度が高くなる。地方支局の主な役

割は、浄水場の運転管理、料金徴収、日常的な配管修理に限られ、本プロジェクトを通

じて地方展開を図るべき技術テーマは日常的な配管修理技術とすることが妥当である

と判断された。上記を踏まえ、現在の ESSAP の組織及び技術レベルを検討した結果、

移転対象とする技術は「配水管の据付及び修理技術」とすることがワークプランで提案

され、ESSAP の合意が得られている。 

女性、貧困層あるいは社会的弱者への

考慮の欠落が原因で、持続的な効果が

阻害される可能性があるか。 

 特になし。 
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社会、文化、環境

の面からプロジ

ェクトの成果は

持続されうるか。 

環境配慮の欠落が原因で、持続的な効

果が阻害される可能性があるか。 
 特になし。 

持続性を阻害するその他の要因があるか。  技術移転に関しては計画どおり進んでいるものの、習得された技術の応用面では、漏

水探知作業に係り、実務を行うスタッフが ESSAP に任命されていないため、部署内の

スタッフの兼務作業によって進められている。本プロジェクトの円滑な活動及び持続発

展性のために、無収水管理及び水圧管理チームの任命を含む ESSAP 組織の再編を必要

としている。 

 ESSAP 負担の一部資材の調達遅れ及びこれら資材の遅れによって進められていない

工事は、本プロジェクトのモデル地区での OJT 活動を遅らせているが、今月末には同資

材が納入され次第に当該工事が行われる予定であるため、プロジェクト活動が容易に行

える状況であることが確認された。 

 以上に鑑み、本プロジェクトの進捗状況は以下のとおりである。 

 本プロジェクトはパラグアイ政府の開発政策、開発ニーズ及び日本の援助政策と整合

しており妥当性は高い。 

 本プロジェクトでは一部の発現効果が認められているが、ESSAP 側のプロジェクトチ

ーム任命が実施されることによって有効性がさらに高くなると思われる。 

 本プロジェクトでは、モデル地区での一部活動が遅れているものの、他のプロジェク

ト活動は問題なくが進んでいる状況である。モデル地区での活動が 2012 年 11 月頃から

開始可能となれば、効率性向上へ寄与することになる。 

 本プロジェクトのインパクトに関しては、既述のとおり 2012 年以降の活動が計画ど

おり実施されれば、高くなると予想される。また、世界銀行の資金によって計画されて

いる上水道整備事業では、アスンシオン首都圏の配管網の約 2%を対象とした更新工事

がアスンシオン市の中央部（主に Artigas 通り、Brasilia 通り）で予定されており、本プ

ロジェクトで習得された技術の応用を本地区で行うことが検討されている。 

 政策・制度面の持続性、応用技術の適用性、ESSAP の財務状況には問題なく、今後プ

ロジェクトチームの任命及び ESSAP の組織再編によって本プロジェクト成果の自立発

展性は高くなると予想される。 
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調整／修正の

必要性 
現在の状況下で、プロジェクトの目標が達成できるか。  プロジェクト目標の達成見込みに係る指標 2. 「ESSAP 本部及び地方支局の技術者及

び技師が○○名以上、配水網管理に係る研修を修了する」、及び成果 4 の達成度に係る

評価指標 4-1「ESSAP 本部から地方支局に対する研修が○○回実施される」につき、日

本人専門家及びパラグアイ側カウンターパートの協議が行われ、各 「々ESSAP 本部及び

地方支局の技術者及び技師が 50 名以上、配水網管理に係る研修を修了する」、及び

「ESSAP 本部から地方支局に対する研修が 4 回実施される」に変更する旨提案された。

評価団は、本プロジェクトの実施体制、ESSAP の地方支局を含む体制及び本プロジェク

ト達成度に鑑み妥当であると判断した。その他、成果 4 に係る評価指標、投入資機材等

につき本プロジェクトのニーズに対応する必要がある。 

インプット、活動あるいは成果を調整する必要があるか。  モデル地区での OJT を円滑に実施するために、早期に ESSAP 無収水部フィジカルロ

ス課に漏水探査チームを設置し、漏水計測ユニット、水圧管理及び配水網分析班の計測

技師を任命する必要がある。 

 現在納期が遅れているモデル地区への資材の調達及び関連工事の実施を早期に行い、

モデル地区での OJT を円滑に実施できるようにする必要がある。 

プロジェクトに影響する重要な新たな条件／要因がある

か。 
 本プロジェクトの活動 4.2「ESSAP 本部から支局への技術移転に必要な体制を構築す

る」では、ESSAP の 4 地方支局（コロネル・オビエド、ピラール、コンセプション、及

びエンカルナシオン）を対象に技術移転活動を計画されているが、そのうち、ピラール

及びコンセプションでは上水道分野における無償資金協力が進行しているため、これら

地域での配水網管理における技術移転は、同上水道システムの適正管理に寄与するもの

であると考えられるため、その徹底は重要な課題である。 

 本プロジェクト終了後には、上水道セクターのマスタープランのような中長期的計画

を策定し、本プロジェクトによって習得される配水網管理技術が計画的に応用され、無

収水削減や水圧の適切調整を実践して行くことを推薦する。 

将来において考慮すべき問題点及び課題はないか。  本プロジェクト終了後には、上水道セクターのマスタープランのような中長期的計画

を策定し、本プロジェクトによって習得される配水網管理技術が計画的に応用され、無

収水削減や水圧の適切調整を実践して行くことを推薦する。 

 本プロジェクト実施中に、モデル地区での活動の一部を担うことが期待されていた現

場施工班が解散されたため、OJT 活動への影響を及ぼしている。このような状況は早期

に解決し、再発防止に努める必要がある。 

 モデル地区での OJT を行うために必要としていた資材の調達及び工事費を別プロジ 別
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ェクトによって実施することを予定していたが、同プロジェクトの開始が遅れたため、

ESSAP 独自の負担で提供されることになった。ただし、その決定までに約 7 ヶ月遅れ、

当該活動に係り計画上約 10 ヶ月の遅れを伴っている。このような前提条件が満たされ

ない状況が確認された場合には、早期に解決しプロジェクト成果への影響を軽減するよ

うに努める必要がある。 
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I-1 2010年パラグアイ上下水道セクター戦略計画（西語） 図書 ○ 米州開発銀行（IDB) JR･CR(   )･SC
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